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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　ＰＲＯＬＯＧＵＥⅠ

　　悲しみをどれだけ抱かかえても──









「もう、最後だから、あなたに伝えなきゃいけないことがあるの」

　優やさしい声で、彼女は少年に言った。

　しかしその言葉に、少年はなにも答えられなかった……

　聞きたくなかったのに。

　聞くのが怖こわかったのに。

　ただ涙なみだが流れるばかりで……

　ただ震ふるえるばかりで……

　彼女は続ける。

「私は、幸せだった。あなたがいてくれたから……私の人生は……意味のあるものになった……」

　嘘うそだと思った。

　幸せだったはずがないのだ。

　好きな人と引き離はなされ、奪うばわれて捨てられたあげくに……

　汚けがらわしい下げ賤せんな犬と呼よばれたのだ。

　執しつ拗ような嫌いやがらせを受け続けたのだ。

　それでも寿じゆ命みようを削けずりながら、少年を守り続けただけの人生……

　確たしかに彼女は笑っていた……

　少年の前では嬉うれしそうに、優しげに、いつも笑っていた。

　悲しいことなんてなにもなかったかのように、いつも笑っていた。

　こんな、最後になっても彼女は……

　少年は涙で曇くもった瞳ひとみで、弱りきった体をベッドに横たえている母を見つめた。

　彼女は微ほほ笑えみを彼に向けている……

　それがくやしかった。

　少しも彼女の支ささえになることのできない、守られることだけしかできない無力な自分が腹立たしかった……

　しかし彼女は、そんな弱い彼を優しく抱だき寄よせて、

「なにも怖くないのよシオン。あなたは優しい子に育ってくれた。それだけであなたは立りつ派ぱなの。どんなに誰だれかがあなたのことを悪く言っても……そんなの関係ない。きっとあなたのことを愛してくれる人がたくさんたくさん現あらわれるから……だから私がいなくなっても……あなたは一人ぼっちじゃないの。それだけはわかっていて……」

　彼女はそんな言葉を続けた。

　最後のときまで、彼女は彼に微笑み続けた。

　どんなに苦痛が体をさいなんでも、どれほど目の前に迫せまる死が怖くても……




　そして、やがて彼女は……










　母が死んだその日。

　突とつ然ぜん、豪ごう勢せいな装そう飾しよくの施ほどこされた箱はこが少年のもとへ届とどけられた。

　少年が箱を開けてみると、中には泥どろに汚よごれた犬の死体が一つと、丁てい寧ねいな字で書かれた手紙が一通。








　あの世への道みち行ゆきに、女性一人ではこころもとないでしょうから、お仲なか間まをおつけしましょう。









　いつもの嫌がらせだった。

　延えん々えんと続けられる嫌がらせ……

　だが、もうなにも感じない。

　少年は無表情のまま手紙を握にぎりつぶした。

　それから淡たん々たんと部へ屋やの片付けをし、食事を作り、葬そう儀ぎの手て配はいをすませてから……




　彼は、まだ母が横たわっているベッドに座すわった。

　そして微笑んだまま動かない、母の顔を見つめ……

「母さんは僕ぼくを優しいと言った……でも、優しいっていうのはどういうことだろう……母さんの望のぞむ優しさは……なんなんだろう」

　少年は一人呟つぶやく。

　涙はもう枯かれていた。

　意志の強そうな金色の鋭するどい瞳ひとみは、ベッドのわきの窓まどから外を眺ながめて……

　さらに続ける。

「もしかしたら母さんが思っているようにはできないかもしれない。僕が優しいとはとても思えないし……

　でも……

　僕がこの国を変えてみようと思う。できるのなら、僕がこの狂くるった世界を……

　それでどれくらいの人が救われるのかはわからないけど……

　でもがんばってみるよ。

　ここが……

　母さんが眠るにふさわしい世界になるように……」

　そして彼は立ちあがり、部屋の灯あかりを消してから部屋を出て……

「お疲つかれさまでした母さん。ゆっくり……休んでください」

　扉とびらを閉じた。

　彼はもう、二度と振ふり返かえらなかった。









　　第一章　やる気の欠かける、逃とう亡ぼう者しや









　十数人の兵士たちが一いつ斉せいに魔ま方ほう陣じんを描えがきはじめ──

　大量に生み出される稲いな妻ずまたち。

　周囲には相手を威い嚇かくするかのように閃せん光こうが放はなたれ……

　そんな光こう景けいを眺ながめながら、

「だ～からなんで俺おれがこんな目に遭あうわけ？　眠ねむいし、だるいし、絶ぜつ対たいこんなの間ま違ちがってると思うぞ……？」

　ライナ・リュートはぼやいていた。瞬しゆん間かん、ライナの足下に一ひと筋すじの稲妻が放たれ、大地がえぐりとられる……それを見て、

「はぁ……いじめだ……」

　ライナはため息いきをついた。いまいち整ととのえきれていない黒くろ髪かみに、おそらく切せつ羽ぱ詰つまっているであろうこの状じよう況きようでも、どこかやる気というものが感じられない黒い瞳ひとみ。

　猫ねこ背ぜ気ぎ味みに曲がった長身痩そう躯くには、ちまたでは最強とうたわれているローランド帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し団だんのみが着用を許ゆるされている白はく鎧がいとローブがあわさったような特とく殊しゆな戦せん闘とう服ふくがなぜか身につけられてはいるのだが……にもかかわらず全身から溢あふれているのは眠ねむ気けと怠たい惰だという言葉だけだった……

　ライナが言った。あいかわらず緊きん張ちよう感かんのかけらもない声こわ音ねで、

「っていうかさ、俺はやっぱりいじめとかってのはだめだと思うんだよなぁ。うん。だからここは穏おん便びんに、みんな一いつ緒しよに昼ひる寝ねでも……」

　刹せつ那な。

　轟ごう音おん！

　ライナの足下数か所が一気にえぐりとられ……

「うう……まぁじで？　逃にげなきゃだめなのか？　俺走るのとか嫌きらいなんだぞ？　めんどいし……わかってんのか？」

　なんてことを言う間にも、直ちよく撃げきを受ければ確かく実じつに消けし炭ずみになってしまいそうな威い力りよくを持った稲妻が、次々と放たれてくる……それはまるで嵐あらしのようだった。

　破は壊かいの嵐。大量の破壊の力が、ライナのまわりに降ふり注そそぐ。例たとえるなら、稲妻が雨のように降り注いでいるかのよう……それは尋じん常じようじゃない光景だった。

　しかし──

　そんな中を、稲妻の雨を気けだるげな動きでひょいひょいとかわしながら、眠そうな目でぼやき続けているライナの姿はもっと尋常ではなかったが……

　おまけに彼の横にはもう一人……

　稲妻の存そん在ざいにまるで気がついてないような自然さで攻こう撃げきをよけ続ける美女がいた。

　爆ばく風ふうにたなびく艶つややかな金色の髪に、切れ長の青い瞳。異常なほど整った顔に、スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体には身軽そうな革かわ製せいの鎧よろいをまとっている。そして腰こしには長ちよう剣けんという姿すがた。

　本当に、信じられないほどの美女だった。

　彼女を一目見たなら、誰だれもが目を奪うばわれ、吐と息いきを漏もらすだろう……

　が──

　ライナはその女を見て、

「おまえ……なぁ……」

　吐息ではなく、嘆たん息そくした……

　その常じよう軌きを逸いつした美び貌ぼうの主ぬしは、なぜかこんな状況でもまったくの無表情のまま……無む造ぞう作さに懐ふところから包つつみを取りだし、それを開いて中にあっただんごを食べ始める……

　そして。

「…………ん。やはりウィニットだんご店のだんごはうまいな」

「ってンなこと言ってる場合じゃねぇだろうが!?　……なんなんだよおまえは！　状況わかってんのか？　殺されそうなんだぞ？」

「ふむ。そのわりにはおまえには緊張感が足たりないようだが？」

「おまえに言われたくねぇよ！　って……はぁ……なんか疲つかれてきた。もういいや……じゃ、俺ちょっと昼寝でもするから、目が覚さめたらなんかなにもかもがうまくいってるようにしといてくれ」

　と、破は滅めつ的てきな威力を持った稲妻の雨の中、なげやりにその場に横になろうとするライナ……

　結局、二人とも緊張感なんて言葉には無む縁えんのようだった……

　まあそれはともかく。

　ライナたちがいまいる場所は、ローランド帝てい国こくからネルファ皇こう国こくへと抜ぬける国こつ境きようだった。その国境をいま、ライナたちは許きよ可かなく抜けようとしていたところなのだが……

　そんなこんなで国境警けい備び隊たいの兵士たちに、魔法で襲おそわれていたりする……

　おまけにライナたちの背はい後ごには頑がん丈じようそうな巨きよ大だいな門がそびえ、彼らのいく手を遮さえぎっている。

　二人は完全に追い詰つめられていた……

　やがて兵たちが二人を取り囲かこんで……

　なにやらその部隊の隊長らしき髭ひげ面づらの男が前に進み出てきて、

「はっはぁ！　やっと捕つかまえたぞこの『忌いみ破やぶり』どもが!!　ちょこまかと逃げよって！　もう逃げられないぞ！　勤きん続ぞく二十五年！　国境警備ベテランの俺がいる限り、貴き様さまらにはこの国境は絶対に越こえられんのだぁ!!」

　と、なにやらポーズまでとって、熱い口く調ちようで言い放ってくる。

　しかしライナは、男の言葉は完全に無視して隣となりにいる美女に言った。

「なぁフェリス。俺、ここの国境に入ってあいつらに襲われはじめてから、ずーっっっっっと疑ぎ問もんに思ってたことがあるんだが……聞いていいか？」

　が──

　フェリスは感情というものがまったくうかがえない、いつもの平へい坦たんな声こわ音ねで、

「だめだ。いまだんごに忙いそがしい」

「…………………………」

　即そく答とうだった……

　もう、気持ちいいくらい即答……

　それにライナは思わずめまいを感じてから、気をとりなおして、

「ってか意味がわかんねぇからそれ！　ったく、どういう奴やつなんだよおまえは。何度も言うけど状況を考えろ！　だんごに忙しいとかそういうこと言ってる場合じゃないだろ？」

　すると。

　フェリスはとんでもなく感情の映うつっていない、冷たい瞳でライナを射いるように見み据すえてきて……

　一言。

「で？」

「え？………………あう、いや……そ、そんな、で？　とか冷たく言っても俺は怖こわくないからな！　うう……ってそうじゃなくて！　だから、俺の質問に答えろよ」

「だからなんだ？」

「いや、だからさ、俺が不ふ思し議ぎに思ってんのは、俺らは王あいつの命令で国外へ出ることになったわけだよな？」

「そうだ」

「なのになんで国境を抜けようとしたらいきなり襲われて……おまけに『忌いみ破やぶり』とか呼ばれなきゃいけないんだ？　王あいつの命令なら、国外へ出る許可でてるんだろ？」

　それにフェリスは、

「そうだな」

　つまらなそうに一つうなずいた。

　ちなみに『忌いみ破やぶり』とは、ローランド帝国の魔法を習しゆう得とくした者が、国の許可なく国外へ逃とう亡ぼう、もしくは出しゆつ奔ぽんすることをいう。そして『忌いみ破やぶり』になった者には追っ手がかかり、厳きびしく罰ばつせられることになっている。

　これは、ローランド帝国の魔法体系を他国に漏もらされないようにするための制度だ……

　もちろん国の許可さえ出ていれば──ましてや、ローランド帝国王からの命令で国外へ出るのならば、なんの問題もなく出国することができる……

　はずなのだが……ライナはまわりを見まわした。

　殺さつ気きだった兵士たちが、臨りん戦せん態たい勢せいでライナたちを取り囲んでいる……

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　そんな雰ふん囲い気き……

　それを見て、

「で、それがなんでこんなことになってんだよ？」

　しかしその問いかけに、フェリスはあいもかわらずだんごを食べながら、

「さあな」

「いや……さあなっておまえ……無む責せき任にんだなぁ……おまえが俺を無む理り矢や理り剣で脅おどしてここまで連つれてきたんだろうが！」

「ん。それは王の命令だ。おまえのような色しき情じよう狂きようの熟じゆく女じよ好ずきは、外へ出すとなにをしでかすかわからないから今回の任にん務むの間『見張っていろ──もし手に余あまるようなら即殺しろ』と言われている」

「……即殺って……王シオンは、そこまで言ってなかったような気がするが……だいたいだからなんで俺が色情狂なんだよ！」

「顔」

「うあ……だ、だからそんな即答すんなって………………ってそうじゃなくて!!　ああもう俺はキレたぞ!?　こんな奴と一緒に旅なんかできるかよ！　だいたいがおかしいんだよ！　なんで俺があんな王やつの言うこと聞かなきゃいけないんだ？　勝手に人のレポートはあさってるわ、知らないうちに王になってるわ、おまけにこんないっつも無表情で性格悪い相あい棒ぼうつけやがって!!　もうまじでキレた！　俺はもう帰る!!　んで寝る！　じゃあそういうことだから！」

　と──

　ライナはまわりを取り囲んでいる兵士たちに言い放って歩き出す。

　その場の雰囲気などまるでお構かまいなしだった……

　しばらく兵士たちはそれを呆ぼう然ぜんと眺めて……それから、

「ちょっと待てぇ!!　そ、そんなわけのわからないこと言っても俺たちは誤ご魔ま化かされないぞ!!　絶対に逃がさな……」

　が、そこで突とつ然ぜんフェリスが──

「よし。だんご休きゆう憩けい終わりだ。さて」

　言ってから、腰の剣を引き抜ぬいた。

　そして──

『あ……』

　直後に起こった出で来き事ごとに、兵士たちは思わずそんな声をあげていた……

　フェリスが華か麗れいな動きで剣を振ふりかぶり、そのまま剣の腹の部分を一直線にライナの後頭部へ向かって振りきって……

　ゴン！

「うぎゃ!?」

　鈍にぶい音とともにライナはその場に崩くずれ落ちた……

「…………」

　もう起きあがる気力もない……

　そんな突然の出来事に、兵士たちがたじろいで、

「え？　は？　いやちょっと……これはどういう……」

　しかしフェリスはそれを完全に無視した態たい度どで踵きびすを返し、今度は目の前にそびえる巨大な鉄製の門に向かう。

　そして一つうなずくと、

「ん」

　刹せつ那な。

　フェリスの体が消えた。

　いや、消えたと思えるほどの速はやさで飛びあがったのだ。

　そして剣を一いつ閃せん。

　と同時。

　巨大な門が、真っ二つにばっくり斬きり裂さかれて……

「おいおい嘘うそだろ……」

　それを見てライナは地面に倒たおれ伏ふしたまま呆あきれた声をあげた。

　兵士たちはと言えば、口をあんぐりあけて驚きよう嘆たんの表情でなにも言えなくなっている……それは信じられない光景だった。

　太た刀ち筋すじどころか、彼女の動きすら速すぎて見えないのだ……

　そして堅かたい鉄製の門がまるで紙かなにかのようになんの抵てい抗こうもなく斬り裂かれて……

　とんでもない化ばけ物ものだった。

　もしこんな化物に手を出せば、すぐさま殺されてしまうだろう……

「おまけに性格悪いし……うう……まじで俺はこんな奴と旅しなきゃ……」

　が、そこまで言ったところでフェリスがなぜかライナの背中の上に着地してきて……

「うぎゃ!?」

　今度こそライナはばったり地面に倒れ伏す……

　それを確かく認にんすると、フェリスは気き絶ぜつしているライナの襟えり首くびをつかんで、

「さあいくぞライナ」

　ずるずると引きずって門から出ていく。

　それを止めようとする命知らずは……

　誰だれもいなかった……
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　そんなこんなで場所と時間は少し移うつって……




　ライナたちはローランド帝国の隣りん国ごく、ネルファ皇国に入っていた。

　長く延のびる街かい道どうをライナはとぼとぼと歩きながら、あきらめきった表情で言う。

「はぁ……ったくわかったよ……おまえに殺されるのは嫌やだから、とりあえず従したがうことにするよ……んで？　俺らの目的ってのは、まじで俺がレポートに書いた、各国に散さん在ざいする勇ゆう者しやの遺い物ぶつを探さがすことなわけ？　あんなもん本気で信じてるのか？」

　それに横を歩いていたフェリスがうなずいて、

「私が信じているかどうかは関係ない。私はあの非道な王に人ひと質じちを取られて無理矢理命令に従わさせられているにすぎないからな」

「人質……？　ああ、そういや宮きゆう廷てい出るとき、王あいつがンなこと言ってたなぁ……確かおまえ、王あいつに妹を人質にとられてるんだっけ？」

　が、フェリスは首を振って、

「妹の命などどうでもいい。あいつは私の妹だからな。自力でどうにでもできる。それよりも王の奴、私が命令を聞かなければ、ウィニットだんご店を潰つぶすなどと……あのだんごが食べられなくなったら、私はなにを食べて生きていけばよいのだ」

「………………」

　それもどうかと思うけど……

　と、ライナは顔をしかめたが、まあ突つっ込こむのもめんどくさいので彼はうなずいて、

「ほんとにひどい奴やつだよなぁ王あいつ。おまけに俺にこんな性格の悪い相棒を無理矢理押しつけて……あんな奴が王になったんじゃ、あの国ももう終わりだな……」

「うむ。おまえの言うとおりだ。卑ひ劣れつな上に、色情狂が友の王では……あの国の先は知れているな……」

『…………』

　そこで二人は同時に沈ちん黙もくし、それから──

「っておまえ……その色情狂ってのは俺のことじゃないだろうな？」

「貴き様さまこそ、性格の悪い相棒というのは私のことではないだろうな？」

　とライナとフェリスはにらみあい……




　数秒後。




　再ふたたび、なぜかさっきよりずいぶんやつれ、あざだらけになったライナが、足を引きずりながら歩いていた。

「…………と、とりあえず、あれだな。俺らは各国に散らばってる、なんかすごい力を秘ひめてるかもしれない勇者の遺物を探してかき集めてくるわけだ……」

「ん。そうだ。強大な力を秘めている勇者の遺物とやらを他国の手に渡わたすわけにはいかないからな」

「っていうか、ンな勇者の遺物なんてお伽とぎ噺ばなしにでてくるような代しろ物もの、誰も真しん剣けんに探そうなんて考えないだろうから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけどな……」

　すると、それにフェリスは怪け訝げんな顔をして、

「ん？　そうなのか？　しかしおまえが勇者の遺物についての優ゆう秀しゆうなレポートを書いたという話を王から聞いたが？」

　それにライナは苦く笑しようして、

「……優秀なレポート……ねぇ……まあ、書いたには書いたけど……ああまあいいや。あんだけ派は手でに国境破やぶってきちゃったから、ほとぼりが冷めるまでローランドに戻もどることもできないだろうし……ネルファの勇者伝説でも追うかぁ……ったく……なんでこんなめんどいことになったのやら……んじゃ、とりあえずネルファの王都へいくぞ」

「ん。そこに勇者の遺物があるのか？」

「いや……そこにはないけど……実はさ、俺が書いたレポートには、ローランドで集められるだけの情報しか入ってないんだよ。だからここネルファ皇国の勇者伝説は、やっぱネルファで調べてみないと正確な場所とかわかんないし……」

「ほう。それで王都へ？」

「ああ。王立図書館にいく」

「ではいこう」

　言って、さっさと歩きはじめるフェリス……

　それにライナは、

「って、おまえもう少しゆっくり歩いてくれないか？　俺おまえにあちこち殴なぐられてて、ちょっと怪け我が人にん気ぎ味みなんだけど……それに眠いし、だるいし、おまけに俺は歩くのとか旅とか、『よし今日きようはがんばって一気に次の街まちへいっちゃうぞー』とかそういうのはすごい苦にが手てなんだぜ？　なのに……」

　しかし、ライナがそこまで言ったところでフェリスが振り返り、腰の剣に手をかけて──

　それを見てライナはあわてて、

「はい！　はい！　わかってます。歩きます歩きますよ……」

　言って歩き出しながら、

「くそ！　ったく、おまえ鬼おにだろ！　だいたいおまえ……あんなでっかい門まであっさり斬り裂いて……いったいなにもんなんだ？」

　が、フェリスはそれを無む視しして、

「その私の剣を、毎度毎度的てき確かくに急所ポイントを外はずしてダメージを軽けい減げんしてみせているおまえに言われたくはないな……貴様こそなにものだ」

「うぁ……そんなことまでバレてんの？」

「あたりまえだ。しかし次こそおまえを一撃で殴おう殺さつして……」

「殺すなって!?」

　なんて会話をしながら、二人は街道をいく。

　彼らの向かう先は、ネルファ皇国王都だ……







　場所は移って再びローランド帝国。

　この国で一番巨大で、不必要に権けん威いに満みちた建たて物もの。

　ローランド帝国王が住まう居きよ城じよう。

　その城しろの中では、もっとも質しつ素そといえる一室に……

　その城の主あるじはいた。

　気け高だかさを感じさせる銀色の髪。意志の強そうな金色の瞳。そして均きん整せいのとれた容よう姿し。

　シオン・アスタール。

　前王の妾めかけの子にもかかわらず、かつてのエスタブール王国との戦せん役えきでめざましい活かつ躍やくをし、一気にローランド帝国軍部上じよう層そう部ぶまで上り詰め……

　そして前ローランド帝国王の悪政を指し摘てきし、あざやかな手並みで革かく命めいを起こした英えい雄ゆう王おう。

　まだ十九でしかないこの王は、持って生まれたカリスマ性と、実力、容姿を巧たくみに使って、国民から絶大な支し持じを集めていた……

　しかし国民から支持を受けるということは……施し政せい者しや側がわ、いわゆる貴き族ぞくたちからは嫌きらわれているということなのだが……

「う～ん」

　シオンは金色の目を細め、書類を眺ながめながら考えこんでいた。

「ここの川は早急に治ち水すいしないと、付近の街に問題がでるだろう……となると、ベリル卿きようの領りよう地ちの開発は少し待ってもらうことになるかな……だが、そうなるとベリル卿も黙だまってないだろうし……う～ん」

　と──

　その横から、

「あの……アスタール様」

　突とつ然ぜん声がかかった。しかしシオンは顔をあげずに、

「ん？　あ、ちょっと待ってくれフィオル。いまこれを……よしっと」

　そして振ふり向いて、

「なんだい？　なにかあったか？」

　目の前にいた、まだ若い、シオンより少し下、十六、七歳さいくらいの青年に気安げに微ほほ笑えんだ。

　しかしフィオルは少し怒おこったような顔をして、

「なにかあったかじゃありませんよアスタール様。何時間仕事し続けるつもりですか!?」

「へ？」

　聞かれてシオンは考えこんだ。
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「あーどれくらいだろうな」

　するとフィオルはシオンから手に持った書類を取り上げて、

「その席に座すわってもう二十時間です。その上その前には領内の視し察さつへいってきたばかりだし……食事もろくにとってないし……そんなことじゃ体を壊こわしちゃうじゃないですか！　はいこれ！　これを食べるまで、書類は返しませんよ！」

　言って、台車に載のせて運んできていた豪ごう勢せいな食事を指さす。

　それをシオンは見て、それから困こまったように笑って、

「フィオルは怖こわいなぁ。わかった。少し休むよ」

　そして両手をあげる。するとフィオルはあたりまえですとばかりの表情で執しつ務む卓たくを手て際ぎわよく片付け、料理を並べはじめる。

　それを眺めながらシオンは腕うで組ぐみし、

「そんなことより、フィオル。あれはどうなった？　クリアド卿のところの領民が、貴族と対立して税ぜいを納おさめなくなったやつ」

　その言葉に、フィオルは料理の準備を整えながら、

「ま～た仕事の話ですか？……その件については、すでに領地へ赴おもむいて領民の意見をまとめた書類を作成済ずみです。でもそれはこの食事をとるまでは絶対見せませんからね！」

「わ、わかったわかったって。しかし、もう書類がまとまってるのか……問題が起こってまだ間もないってのに……やっぱり君を引き抜いてきて正解だったな。優ゆう秀しゆうだ」

「んな……い、いきなりなんですか。そんなにほめてもなにもでませんよ？」

　と、バツが悪そうにフィオルが顔を赤らめる……

　しかしシオンは真顔で、

「いや、本気だよ。君がいるからずいぶん助かってる。ふと思ったんだが、フィオル。その報告書をこんなに短期間に完成させたとなると、君こそほとんど寝てないんじゃないのか？」

　が、フィオルは首を振って、

「私はいいんですよ。貧まずしい家に育って、両親を前王が起こした戦争で亡なくして……妹と路ろ頭とうに迷まよっているところをあなたに拾ひろわれた……あなたに尽つくすのはあたりまえです。しかし……」

　とそこでフィオルは、まだ少し幼おさなさの残る目を一いつ生しよう懸けん命めいしかめさせて、

「その恩おん返がえしをしなきゃいけないあなたが、私より忙いそがしくしていたら、恩返しのしようがないじゃないですか」

　シオンはその言葉に笑った。

「恩返し？　そんなことフィオルは考えてたのか。う～ん、困ったな。それは少し、僕ぼくの理想とは異ことなる……だいたい、君に恩返ししてもらえるようなことは、僕はしてないしなぁ。君が優秀なのは誰の目にもあきらかなのに、身分が低いという理由で貴族たちの反対に合うから、正式にとりたてることもできてない。貴族たちに内ない緒しよで君を使ったりして……」

　しかしフィオルはそれに首を振って、

「なにを言ってるんですか。十分です。ここでの暮くらしは、まるで夢ゆめのよう。アスタール様のおかげで妹にもちゃんと仕送りすることができるし……これ以上身分の低い私が望むことなど……」

　とそこで、

「それは違ちがう」

　突とつ然ぜんシオンが、少し大きな声こわ音ねでフィオルの言葉を遮さえぎった。

　それにフィオルは驚おどろいて、

「え……？」

　聞き返す。そのフィオルの目をシオンはじっと見み据すえて──

　それから再ふたたび微笑んで言った。

「そんなふうな考え方をするなフィオル。身分は関係ない。生まれは関係ない。確かにこの国には依い然ぜんとして貴族が存在する。王も存在する……だが、俺を見て君より上の、高貴な存在だと思うか？　他ほかの貴族を見て、そう思うか？　違うだろ。みんな同じだ。

　国民は……本来はみんな平等であるべきだと思う。

　もちろんそれぞれ演じるべき役割はあるだろうが……だが僕はいつか、そんな国を作りたいと思う。

　誰もが平等で、争いのない国……

　そのためにはいくつも障しよう害がいがある。腐くさった古い体制に、短期間で台たい頭とうしてきた僕を敵視する保身と金にしか興きよう味みのない貴族たち……

　こいつらを変えていくには……

　時間がかかるだろうし、君みたいな優秀な人材が必要だ。だけど一番大事なのはそんなことじゃない……」

　そこまで言って、シオンは目を閉じた。瞬間、いくつかの映像が脳のう裏りに浮うかぶ。送りつけられた犬の死体。彼のことを身分の低い、汚けがらわしい犬の息むす子こと呼よんだ貴族たちの顔。

　下げ賤せんな身分の……

　しかし世界で一番気高かった母の顔……

　そしてシオンは笑って──

「一番大事なのはあきらめないことだフィオル。僕はそう思う。自分は身分が低いから……そんなふうにあきらめないでくれ。どんなに誰かが君のことを蔑さげすんでも……決して君は一人じゃない。きっとたくさん味方がいるんだから……

　なぁんて、これは昔僕が言われたことの受け売りなんだけどね……」

　と、肩かたをすくめた。

　それに……

「…………」

　フィオルは言葉を失っていた。ただただシオンの顔を目を丸くして見つめるばかりで……

「って、どうしたフィオル？　なんか僕は変なことを言ったかな？」

　するとフィオルはあわてて首をぶんぶん振って、

「いえ！　そんなことありません！　ただ……」

「ふむ。ただ？」

　そこで、フィオルは嬉うれしそうに笑って言った。

「ただ……あなたがこの国の王になってくれてよかったと……そう、思ったもので」

「へ？」

　突然の言葉に、シオンは目を丸くして、

「って、僕だってほめてもなにもでないぞ？」

　しかしフィオルは首を振って、

「本気です。あなたがこの国の王であることを誇ほこりに思います。そして、そんなこの国で妹が育つことができる幸運を……神に感かん謝しやします」

　その言葉に、シオンが困ったように頭をかいて……

「ほめすぎ」

　するとフィオルはにやりと笑って言った。

「これくらいでちょうどいいんです。なんせ相手はこの国の王ですからね～。ごまをすっておいて損そんになるということはないでしょう？」

「あー、なるほどね。なかなかの策さく士しだな。やっぱり優秀だ」

「って、そんなことばっかり言ってないで早く食事をとってください。もうすぐ貴族たちが集まる夕食会が開かれるんですから。あそこではどうせ……」

　それにシオンは急に真しん剣けんな表情になってうなずいた。

「ああ。群むらがってくる貴族たちの相手で、食事なんかロクにとれないからな。ったく、この定期的に行われる会食はどうにかならないもんかなぁ。国民の税金の無む駄だ遣づかいをして……やってることといえば、人を陥おとしいれることか、自分のところの娘むすめをなんとか僕に嫁よめ入いりさせようと必死になってることくらいだからな。おかげで、野心満々の女の子にやたら言い寄よられて、ちょっと食しよく傷しよう気ぎ味みだよ」

「ははは。でも、純じゆん粋すいにアスタール様のことを慕したってる子も多いと思いますよ？　私だって、別に王という肩かた書がきがなくても、アスタール様なら妹を嫁入りさせたいと思いますからね」

「ふ～む。そんなものかなぁ……でも、フィオルの妹ならいい子そうだね……妹はいくつだったっけ？」

「私の三つ下……十四歳になりました」

「で、いまはなにを？」

　するとフィオルの表情が急に緩ゆるんで、

「おかげさまで、施し設せつから学校へ通うこともできています。私とは違ってなかなか優秀みたいで、成績もいいんですよ。元気でやってるみたいだし。定期的に手紙を出してくれるのですが……なにぶん私の上司の仕事が忙しすぎましてね、なかなか返事を出す暇ひまがとれなくて……ああ、さみしがってるんだろうなぁ」

「………………って……そ、それは暗あんに仕事をあまり休まない僕を攻せめてるのかな？」

　が、フィオルはその言葉に首を振ってきっぱり、

「いいえ。暗にではなく直接攻めてるんです」

　それから今度は、急に心配げな顔になって言った。

「本当に……もっとご自愛くださらないと、そのうち体を壊こわしてしまいます」

　その顔が泣きそうなものだったので、シオンはたじろいで、

「う～ん。わかった。じゃあ、今日の会食のあとは、ひさしぶりに自室に戻もどってベッドで寝ねるよ……そのかわりだ、フィオル。おまえも、今週末は休きゆう暇かをとれよ」

「え？……休暇、ですか？　と、とんでもありません。とてもじゃないですが、そんな暇は……」

「ふ～ん。おまえ、僕のことは無む理り矢や理りベッドに押おし込こもうってのに、自分は休まないつもりか？　じゃあ僕も寝ないぞ」

「そ、そんな子こ供どもみたいな……だいたい私は休みなんてとらなくても……」

　が、そこでシオンがフィオルの言葉を遮さえぎって、

「おまえのために休めって言ってるんじゃない。妹のためだよ。会いにいってやれ」

「あ……」

　それでフィオルは沈ちん黙もくし……

　それから、

「わかりました。では、お言葉に甘あまえて」

　嬉うれしそうに笑った。







　前王が、娯ご楽らくのためだけに造らせたその大広間は、王が座ざす場所を基き点てんにして扇おうぎ状じようの造りになっていた。蒼そう幻げん宮きゆうと呼ばれたその建物は、壁かべや天てん井じようにまで、多種多様、思いつく限かぎりの装そう飾しよくが凝こらされている。その広間に、総そう勢ぜい千は超こえようかという、着き飾かざった貴人、貴婦人──いわゆる貴族といわれる者たちが談だん笑しようしていた。

　豪ごう華かな食事、無意味に高価な酒……

　シオンはそれらを眺ながめて……

　ため息いきをついた。

　これだけの規き模ぼの会食を定期的に開くのに、どれだけの金が必要なのか……？

　フィオルに一度試算させてみたところ、ため息どころか頭が痛くなるような結果が出たのだ……そしてその金を他ほかのところへ回すことができれば、どれだけの人間を救すくうことができるのかも……

　しかし、そんな金食い虫のこの会食を、王であるシオンがやめることができない。

　それだけまだ、貴族たちの力が強いということだ。

　シオンは苦にがい顔で、腕うでを組んだ。前王の息が強くかかっていた貴族たちはあらかた始し末まつしたというのに……

　まだなにも変わらない……

　いや、それどころか……

　前王を始末したせいで、さらに巨きよ大だいななにかがうごめきはじめたような……

　とそこで、シオンを守るように取り囲んでいる軍服を着た数人の男たちが彼を見て苦く笑しようしてきた。その中の一人、きっちりと整えられた赤い髪かみに、鋭するどく赤い瞳ひとみ。背せ筋すじをぴんと伸のばした引き締まった体の二十代半なかばくらいの男が言ってくる。

「そんなしけた顔してたらまずいぞシオン。ほらほら、綺き麗れいな女の子たちが、おまえのほうを見てる。あそこいこうぜあそこ。貴族たちとの交流も、王の立りつ派ぱな仕事の一つなんだぞ？」

　それにシオンはうんざりした表情で、

「って、クラウは自分が女の子に声かけたいからそんなこと言ってんだろ」

「あ、バレたか……」

「バレたかって……おまえは俺おれが軍にいたころからそればっかりじゃないかよ」

「ありゃ、そうだったっけ？」

　それに今度は、クラウとは反対側にいた、緩ゆるやかなウェーブがかかった金きん髪ぱつに、愛らしい碧へき眼がん、華きや奢しやな印いん象しようを受ける男が、

「そうですよ。だいたい、このあいだも貴き族ぞくの娘に手を出してそれが親にバレて……あれの処しよ理り、僕がさせられたんですからね。もういい加か減げんにしてくださいクラウ先せん輩ぱい」

「ば～かカルネ。先輩が困こまってるときは、助けるのが後輩の仕事だろ」

「僕、土ど下げ座ざしたんですよ土下座！　貴族の子はわんわん泣くし……責任とってとか言われるし……まったく犬いぬ猫ねこじゃあるまいし、もう少し節せつ操そうってものを持ってもらいたいものです」

「ほっほう……節操ときたか。ンなこと言って、俺は知ってるんだぞ。おまえだってこっそりパール卿きようの夫人と……」

「わー!?　わー!?　な、なに言ってるんですかシオンさんの前で!?」

　なんて言い合いをクラウとカルネが騒さわがしくはじめる。

　彼らは、シオンが王になる前、軍部で知り合って以来の仲で、革命を起こしたときも、そして王になったいまも、命がけで彼のために働はたらいてくれている重じゆう臣しんなのだが……

　クラウとカルネの声はどんどんと高まっていく。

「まぁったく……人様の女に手をだすたぁ人間じゃないね。やだやだ。こんな大人おとなにはなりたくないもんだ」

「僕より七つも年上のくせに、なにが大人ですか！　だ、だいたい僕はパール夫人とは……その……なんというか、真しん剣けんだからいいんです！」

「おまえ前の不ふ倫りんのときだって真剣だとか言ってたじゃ……」

　そんな実りのまったくない会話にシオンは頭を抱かかえてから、

「ちょ、ちょっとおまえら声がでかい。俺の立場ってもんもわきまえてくれよ。ったく、もうわかったから、クラウは女の子のとこいっていいぞ」

　それにクラウが舌したをぺろっとだして、

「は！　それが国王のご命令とあらば！」

　長身のわりに軽い身のこなしで、貴族たちの群むれの中へ消えていく。

　それを見て、シオンはため息をつき……

「こんなときばっかり国王とか呼よびやがって……」

　とそこで、シオンはなぜかもの欲ほしそうな目でシオンを見つめてきているカルネに気付いて……

「…………はいはい。わかったよ。ほら、俺は大だい丈じよう夫ぶだから、おまえも、パール夫人とやらのとこへいってこい」

　するとカルネの顔がぱっと輝かがやいて、

「そんな気を遣つかっていただかなくても……でも、じゃあ、お言葉に甘あまえて……」

　うきうきと走り去っていく。

「ったくあいつらは……少しはフィオルを見み習ならえよなぁ……」

　シオンは苦く笑しようしながら言った。

　そんなシオンのもとへ、彼が一人になったのを見み計はからって間かん髪はつを入れずに、きらびやかなドレスで着飾った数人の女たちが近寄ってくる……

　見た目は、どの子も華はなやかで、美しかった。貴族特有の、金のかかった美しさだ。

　ある者はシオンの顔を見て顔を赤らめ、ある者は自身満々という顔でシオンを見つめ……

「アスタール様。ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「こんなすみのほうに隠かくれていないで、中央にでてきてくださいな」

「どうぞわたくしにお相手をさせてくださいませ」

　そんな言葉に、シオンは微び笑しようを浮かべ、さっきクラウやカルネと話していたときとはまるで違う口く調ちようで応こたえた。

「これはこれはお美しいご婦人がた。私などをお誘さそいくださるのですか？　この蒼幻宮にはいま、名だたる貴人の方たちが集まっておられるというのに……」

　すると女たちは笑いあって、

「まあ……アスタール様ったらご冗じよう談だんばかり。この場にアスタール様よりも輝いている殿との方がたなんておりませんわ」

「なるほど。そしてあなたがたほど輝いているご婦人がたも、この蒼幻宮には見当たらないですね。私はどうも、今夜は幸運の女め神がみに微ほほ笑えまれているようだ」

「まあ、お上じよう手ずな」

　と騒ぐ女性陣じんに笑顔で応こたえてから、今度は近づいてくる六人の貴族の男たちに目を移うつした。ひょろりと背の高い、細身の男が言ってくる。

「国王様は、いつもおもてになりますな」

　それに、シオンは微笑を返して、

「これはベリル卿。それにパール卿にイシュルナ卿。今夜は楽しんでますか？」

　それに小太りの中年という姿のイシュルナが、

「いつもながら、国王様が開かれる蒼幻の会食の絢けん爛らんさには驚かされます。私のようなローランドの中でも片かた田舎いなかの領地を預あずかる身には、とてもこのような壮そう大だいなことは行えない……さすがですな」

「いやまったく」

　と、うなずきあう貴族たち。

　それにシオンは金色にきらめく瞳めを鋭するどく細め、

「そうでしょうか？　パール卿イシュルナ卿両方とも、領地での施し政せい手しゆ腕わんが優すぐれているせいか、最近大きな収しゆう穫かくを得ていると聞き及およんでおりますが？」

　その言葉に、パール、イシュルナが同時に顔をゆがめ、

『む……』

　うめき声をあげた。実際は、フィオルの調べによると前王の時代から、この二人は領民に理り不ふ尽じんな重税をかけて、私し腹ふくを肥こやしていたらしい……黙だまり込んでしまった二人の貴族をシオンは冷たい瞳で見据え、しかし口くち許もとには貼はりついたような微笑を浮かべたまま、

「この調子で、これからもローランドのためにがんばってください」

　するとパールが、

「ま、まかせておいてください！」

　それからイシュルナが、

「国のために、この身を削けずる所しよ存ぞんであります。なあ、メリル」

　言って、さっきシオンに声をかけていた女の中の一人に声をかける。

　すると女はうなずいて、

「はいお父とう様さま。わたくしたちはいつも陛へい下かにこの身を捧ささげる所存でございます」

　と、シオンの腕にしなだれかかってきて……

　それを他の女たちがきつい視線で牽けん制せいしあったり……

　とそこで。いままで黙ったまま言葉をまったく発していなかった、シオンが名前を知らない若い貴族の男が、他の貴族たちに負けじと前へ出てきて、シオンに頭をさげる。そして一通り自じ己こ紹しよう介かいを終えると、

「ときに陛下。このたびはまことに残ざん念ねんなことで……私も、さきほどあちらで話を聞いただけなのですが……」

　なんてことを突とつ然ぜん言ってくるのでシオンは首をかしげて、

「残念？　いや……なんのことでしょうか？　私にはよく意味がわかりかねますが……」

　男はその反はん応のうに驚おどろいたようで虚きよを突つかれたかのように沈ちん黙もくし、あわてふためいて……

「あ……そんな……ま、まさか、まだご存ぞん知じない……？　こ、これは失しつ礼れいいたしました」

「いえ、あやまる必要はありません。それよりもいったいなんのことでしょうか？」

　すると若い男は困ったような表情になり、

「いや、私の口からはちょっと……」

　しかしそれにベリルが苦笑して、

「そこまで言っておいておあずけはないでしょう。余よ計けい気になります」

「そ、そうですよね。いやしかしこのような華やかな場所でする話題ではないのですが……」

　その言葉にシオンは首を振って、

「かまいません。お教えください」

　それでも男はまだ迷まよっているようだったが、やがて心を決めたかのような顔になって、

「わかりました……しかし実は、私もさきほど、向こうの貴族たちの間で話題になっているのを聞いただけなのですが……なんでも陛下が最近重ちよう用ようしているという、フィオル──なんと言いましたか、名前は失しつ念ねんしましたが……その、平民の出の事じ務む官かんが、さきほど惨ざん殺さつ死体で見つかったということで……」

　瞬しゆん間かん、シオンの目が鋭く細まった。

　フィオルが……

　殺された……？

　その言葉に、一瞬頭が混こん乱らんした。

　さっきまで、シオンと嬉しげに会話していたあの少年が……

　妹の話を嬉しそうにしていたあの少年が？

　そんなはずない。だいたい、いまさっき殺されたばかりのフィオルの噂うわさが、自分のところにではなく、貴族たちから聞かされること自体が……

　だが、そこでベリルが、

「これはこれは……本当に血なまぐさい、この場所にはそぐわない話ですな。まことに残念なことですが……まあ、唯ゆい一いつの救すくいと言えば、殺されたのが平民の出の者でむしろ幸運だったと言いますか」

　続いてパールが笑えみを浮かべて、

「ごもっともごもっとも。これで貴族が殺されたのなら、大問題に発展するところですぞ」

　最後にイシュルナが、やはりにやついた笑みを浮かべて、

「さあ、こんな話はもうやめて、盛もりあがりましょう。メリル、国王様にお酒を」

「はい、お父様」

　メリルがシオンから離れて酒を取りにいく。

　それに、

「……………………なるほど。そういうことかよ……」

　シオンは、誰にも聞こえないくらいの、小さな声で呟つぶやいた。

　貴族たちはそれが聞こえなかったのか、

「え？　なんですか？」

　が、シオンはそれに首を振って……

　笑った。満まん面めんの、一つの曇くもりもない笑み。

　これ以上ないというほどの、にこやかな笑顔になって、

「いえ、そうですね。本当に殺されたのが平民でよかったと思いまして。これが貴族だったらと思うと、ぞっとしますよ。みなさんのお言葉には、大変なぐさめられました。ありがとうございます」

　言った。

　そして、笑顔のまま周囲を見まわす。

　途と端たん、何人かのうすら笑いを浮かべてシオンを眺めていた貴族たちが顔をそむけるのが見えた……

「…………」

　シオンはそれでも笑みを崩くずさなかった。

　知っていた。

　奴らはいつもそういうやり方だ。

　昔からずっとずっと……

　心の中で膨ふくれ上がる殺意。目のくらむような憎ぞう悪おがシオンの中に膨れ上がるが、しかしそれは表には現あらわれない。

　シオンは微笑みながら、

「では、今夜は楽しみましょう」

　そのまま、お酒を持って戻ってきたメリルの手を強ごう引いんに取って、

「ではご婦人。一曲お相手を願ねがえませんでしょうか？」

「まあ、わたくしでよろしいのでしょうか？」

「もちろんです」

　そして。

　シオンは広間の中央へと歩きはじめた。

　数えきれないほどの貴族たちの視線を、曇りのない、澄すんだ笑顔で受けとめながら……




　そこはひどく質しつ素そな部屋だった。

　贅ぜい沢たく品ひんと呼べるようなものは一つもなく、生活に最低限必要なものしかおかれていない。

　机つくえと、ベッドと──

　それに魔ま法ほうによる灯あかりではなく、光こう源げんは机に置かれていた、ロウソクの灯り……

　そんな部屋の中央……

　そこにあったものを見た瞬間、

「……………………くそ……」

　シオンは小さく呟つぶやいた。

「…………くそが……俺のせいだ……」

　部屋の中央にはフィオルがいた。

　大量の血だまりに沈しずむようにして、フィオルが、壊こわされていた。

　まるで、シオンに見せつけるかのように、不必要なほど切り刻きざまれていて……

「…………俺のせいだ!!」

　言って、彼は壁かべを強く殴なぐった。

　痛みは感じなかった。

　ただ目のくらむような怒いかりが、頭の中をどす黒く塗ぬりつぶしていく。

　貴族たちの笑みが頭に浮かんだ。人の命なんてなんとも思っていない、人の気持ちなんてなんとも思っていない薄うすら笑いが……

　もう一度、壁を殴ろうとして、後ろについてきていたクラウに止められる。

「やめろって。シオン」

　それにシオンは振り向いて……

　それから血が流れ出ている自分の拳こぶしを見て……目を細めた。

「……悪かった。もうしないよ。だから、少し部屋から出ててくれないか？」

　が、それにクラウは表情を曇らせて黙だまっている。

　シオンはもう一度、

「頼たのむよ」

「………………わかった。カルネ、いくぞ」

「しかし先輩」

「いくんだ」

「……はい」

　言って、二人は部屋の外へ出て、扉とびらをしめる。

　部屋の中に、さっきよりもさらに暗い闇やみが落ちた。

　闇の中、ロウソクの灯りが、机の上に置かれていた書きかけの手紙を照らし出している。

　シオンはそれを手に取った。

　そこにはこうあった。








　エスリナ、いつも手紙ありがとう。

　手紙をなかなか返せなくてごめんね。

　でも、エスリナが元気そうで、兄さんは安心です。

　学校の成せい績せきもいいみたいだし、がんばってるみたいだから、エスリナから手紙をもらうたびに、兄さんもがんばろうと励はげまされてるよ。

　それに、僕は上司に恵めぐまれてるしね。アスタール様……国王様は、素す晴ばらしい方だよ。

　僕らのような平民にも平等に接してくれるし、なによりこの国のことを本当に想おもってる。

　あの方がこの国の王になってくれて、ほんとによかった。

　あの方が王のこの国を、僕は誇ほこりに思う。

　一度、アスタール様にエスリナを会わせてみたいな……

　あ、そうそうそれで、アスタール様が今週末、エスリナに会ってこいって休みをくれたんだ。

　な？　優やさしいだろ？

　だから、週末には会えると思う。

　ひさしぶりだな。僕が帰ったらあれ作ってくれよ。母さんが得意だったシチュー。

　エスリナは母さんと同じで料理得意だもんなぁ。ほんとにいいお嫁よめさんになれるよ。

　その相手がアスタール様なら……

　って、それは僕らのような身分の者が言えることじゃないけどさ～。

　でも、そういうことだから、週末、会えるの楽しみにしているよ。




フィオル・フォークル　









　そこで手紙は終わっていた。

　フィオルは本当に妹に会えるのを楽しみにしていて、そしてシオンに仕えることを心底喜んでいるのが伝わってきた。

　手紙には、これから先に広がる希き望ぼうで満みちていた。

　なのにその手紙は血で……

　ところどころ血で汚よごれてしまっていて……

　シオンはその手紙を読み終わって……

「馬ば鹿かが……身分なんてくだらないものは関係ないって言っただろフィオル……」

　呟つぶやいた。そのまま血だまりに目を向ける。

　常人ならば、見ただけで卒そつ倒とうしてしまいそうなほど……壊されてしまっているフィオルに近づき……

　シオンは抱だきしめた。

「おまえは馬鹿だ。そんなにほめるなよ……こんなに力のない俺を……なんにも守れない俺を……」

　闇の中にロウソクに照らされて金色の瞳が一いつ瞬しゆん悲しげに歪ゆがみ……

　それからすぐさま、鋭く細まった。




　しばらくして、シオンは息を大きく吸すい込み、

「クラウ、カルネ！　入ってこい」

　声をかけると、扉とびらが開いた。

　入ってきた二人は、フィオルの血で真まっ赤かに染そまってしまっているシオンの服を見て絶ぜつ句くした。

　しかし、シオンはそんな二人を気にすることもなく、

「クラウ、フィオルを葬ほうむる手て配はいをしろ。カルネは貴族どもの手が伸のびる前に、フィオルの妹エスリナ・フォークルの保ほ護ごだ。兄にも……会わせてやらないとならないしな……」

　そして彼は部屋を出ていこうとする。それにカルネが、

「あの、シオンさん。大丈夫ですか？　やっぱり、宮廷まで、僕ついていきます。フィオルが殺されたとなると、次に狙ねらわれるのはシオンさんだと……」

　が、それにシオンは首を振って言った。

「それは順番が逆だよカルネ。俺を殺せないから、フィオルを狙ったんだ」

　クラウがうなずく。

「なんせ王には、化ばけ物ものがついてるからな。あの、エリス家が……」

「エリス……家？　ですか？　先輩」

「ああ。おまえだって知らないわけじゃないだろう？　ローランド帝国の王を代々護ご衛えいしてきた、別名剣つるぎの一族とも呼よばれている、大貴族だ。王であるシオンには、その一族がバックについてる。だからこの王宮にいる限りは、シオンを殺せる奴はいない」

　シオンはそれに肩をすくめて、

「そういうことだ。だから、むしろおまえらのほうが、殺されないように気を遣つかってくれ。これ以上、気を許ゆるした部下が減へるのは正直痛いたい」

　するとクラウは気安げに笑って、

「あの革命をくぐった俺たちが殺されるわけないだろう？　おまけにフィオルが危き険けんを教えてくれたからな。他の奴らにも用よう心じんしろと伝えとくよ」

「ん。頼たのむよ」

　言って、シオンは部屋を出ていった。




　空には星がまたたいていた。

　宮廷へと戻る庭園通り。

　シオンがふと足を止めて、空を見上げていると……

　どこからともなく声が響ひびいてきた……

　穏おだやかな、それでいてそのうちに狂きよう喜きを含ふくんでいるような声……

「悲かなしみ。憎悪。怒いかり。悔かい恨こん。復ふく讐しゆう。あきらめ。君の心のうちには、どれがうずまいているんだろうね」

　声だけが聞こえてくる。まわりを見まわしても、おそらく誰も見当たらないだろう。

　シオンはそれがわかっているから、空を見上げたまま、

「全部だよルシル。いや、あきらめだけはないけどね」

　虚こ空くうへ向かって答えた。

　姿を見せない……エリス家の当主、ルシル・エリスへと向かって。

　すると、その声はけらけらと無む邪じや気きな笑い声をあげて、

「憎にくい奴らに、いますぐ報ほう復ふくするのかい？」

「したいね」

　すぐにシオンは言った。

　と──

　そこで突然、シオンの視し界かいに一人の男が現れた。

　まるで最初からそこにいたかのような素そ振ぶり。

　金色の髪、人間とは思えないほど整った容姿。閉じられたままの目。

　闇の中に、悪あく魔まのように艶つややかな朱しゆ色の口が、すっと笑みを浮かべて──

　ルシルは両手を広げて言った。

「なら、皆みな殺ごろしにしようか。手伝うよ。得とく意いなんだ。そういうの」

　全身から、鬼き気きと狂喜が噴ふき出していた。

　その雰ふん囲い気きだけで、言葉を発せられなくなってしまうほどの殺気が……

　が──

　シオンは笑みを浮かべた。

「いや、まだだ。フィオルはそんなことを望まない。まだ、いまは時じゃないさ。もう少し、全すべてのつながりが見えてからだ。そのときがきたら、一気に全て叩たたき潰つぶしてやる」

「ふ～ん。それまで、君は我が慢まんできるのかい？　唇くちびるを噛かみ切るほどの怒りに震ふるえている君が」

　笑みを浮かべているシオンの口からは、血が流れ出ていた。いつのまにか、噛み切ってしまっていたらしい……

　しかしシオンは血で赤く染まった唇を少しぬぐってから、

「我慢するさ。いや、もしここで報復すると言ったら、おまえは俺を殺していたんじゃないのか？　そのために姿を現したんだろう？」

　すると、ルシルは悪魔の微笑をさらに吊り上げて、

「無能な王、時を読めない王、心の弱い王は……いらないからね」

　そう言うと再び、現れたときと同様、ルシルは姿を夜よ闇やみに消していく……

　それを確かく認にんしてから……

　シオンは脱だつ力りよくしたようにため息をついた。

「少し気がめいるな……寝てないせいかな……フィオルの言ってたとおり、今日は休むか……」

　月がかげっていく。

　雲が月光にかかり、するとここぞとばかりに他の星たちの瞬またたきが強くなる。

　それはまるで、多くの星たちが、月の力が弱るのを待ち構かまえていたかのようだった……

　王の力が弱るのを待ち構えていたかのように……

「…………まったく……ここは本当に化物と、欲よく望ぼうの巣すだな……きままに旅できるライナたちがちょっと……うらやましいよ……」

　そのままシオンはその星空に向かって大きく伸びをして、

「いまごろはもう、ネルファに入ったころかなぁ」

　小さく呟いた。









　　第二章　少女と、悪あく魔まと……









　まだ午前中だというのに、人通りの多い街まち並なみ。

　きちんと整せい備びされ、網あみの目に敷しかれている道には、さっきから荷物を乗せた馬車が何度も往おう復ふくしている。

　そして建たち並ぶ、ローランド帝てい国こくとはまた建けん築ちく様よう式しきの違ちがう目新しい建たて物ものの数々。

　ネルファ皇こう国こく王都、エイラルンは、活かつ気きに満みちていた。

　そんな異い国こく情じよう緒ちよたっぷりの様よう子すを見まわして、ライナは、

「はう……疲つかれた。もうだめだ。腹はら減へったし。眠ねむいし……ここんとこ歩き詰づめだもんなぁ……だいたい俺おれってば『ぶらり旅』とかの『ぶら』って聞いた瞬しゆん間かんにめんどくさ！　って思うようなタイプなんだぜ？　いやーがんばった俺。すごいね。これ以上は無む理り！　宿やどいこうぜ宿。よーし、もう、こうなったら十日くらいぶっ続けで寝ね続けてやるぞー！」

　情緒なんかを感じるほど、繊せん細さいな感かん性せいは持ち合わせていなかった。

　それに対してフェリスはというと、やはり異国の街並みに感動した様子のない、いつもの無表情で、

「ふむ……午前中から宿へいこうとは……なるほどな。そうしておまえは女を誘さそうわけか。それも十日ぶっ続けなどと……王が言ってたとおり、やはり本物の色しき情じよう狂きようだな」

「…………なんだよそりゃ？」

　と、思わず問い返すライナに、フェリスはみなまで言うなとばかりに首を振ふって、

「私は本で読んだことがあるのだ。男やじゆうが女を宿に誘うときは、必ず『絶ぜつ対たいなにもしないから、ちょっと疲れたから寝るだけだよ』などと言うそうだ。そうして宿につくなり本物の野や獣じゆうに変へん貌ぼうした男は、一気に荒こう野やを駆かけ抜ぬける」

「って……なになんか妙みようにリアルな話してんだよ……じゃなくて！　おまえ、なんか勘かん違ちがいしてないか？　俺がンなことするわけないだろう？」

　すると、フェリスは一瞬黙だまってライナを見み据すえて、

「ん。言われてみればそうだな。熟じゆく女じよから幼よう女じよ誘ゆう拐かい婦ふ女じよ暴ぼう行こう、全てを極きわめたマスター変へん質しつ者しやのおまえが、そんな回りくどいまねをするわけないしな」

「…………ま、マスター変質者？　…………それも王シオンから吹き込まれたのか？」

「いや、ここまでの道程でおまえが行った悪行を私なりに評ひよう価かしてみただけだ」

「はぁ？　ってか、そんなこと俺は全然してないだろうが！」

　しかし、そんなライナの叫さけびは完全に無む視しして、フェリスはすたすたと歩き出し、

「ん。さあ、お遊びの時間は終わりだ。もういくぞ。宿はあとだ。図書館を探さがす」

　なんて言葉に、ライナは脱力して、

「って……あ、遊び……だったのか？　いまのって？」

「ふふ」

　と、歩み去っていくフェリス。それを眺ながめながらライナはげんなりして、

「もてあそばれた……」

　なんて馬ば鹿かなことを呟つぶやいて、再ふたたびのろのろとやる気なさげに歩きはじめたのだった……




　そんなこんなで図書館は、街の中央にあった。

　かなり規き模ぼの大きな建物で、何人か警けい備び員いんらしき男たちも配されており、重要な資し料りようも収おさめられていることをうかがわせる。それを見上げてライナはいつになく目を輝かがやかせて、

「おお、すごいなこれ。ここなら見たい資料はなんでも集まりそうだぞ」

　するとフェリスもうなずいて、

「ん。ならさっさといって、さっさと調べてこい」

　その、あんまりにも無ぶ愛あい想そうな言葉に、ライナはため息をついた。

「っておまえなぁ……これから俺はがんばってここにある大量の本を一つ一つ調べてまわるんだぜ？　すっげえ大変なんだぜ？　もうちょっと、やる気が出るような言葉は出てこないのかよ？　せっかく見た目だけは美人なんだから……そうだな。なんかこう、『がんばってね！』とか、『期き待たいしてるわ[image: ]』とかさ。ただでさえ俺って人に強要されてなんかするのとか嫌きらい……」

　が、そこでフェリスがふむ、と一つうなずくと同時、

　キュイン！

　と、剣けんが抜ぬき放はなたれる甲かん高だかい音が響ひびいた。

　瞬間、ライナの首くび筋すじに、フェリスの剣がそえられており……

　ライナが上ずった声で言った。

「あう……えーと……あー……なんか俺いま、すっごいやる気でてきた感じがするなー……うう……だ、だからちょっとこの剣はどけてもいいような気がしないでもないぞ？」

　するとフェリスはそれに満まん足ぞくげにうなずいて剣を収め、

「次は首が飛ぶぞ。どうだ、やる気がでたか？」

「………………いつか絶対殺す……」

　などと、最近めっきり仲なかがよくなってきた二人が励はげまし合ったところで、二人は図書館へと向かったのだった。




　そして二人が入館しようとしたそのとき……

　突とつ然ぜん。

「おい、ちょっと待て！」

「んぁ？」

　数人の警備員と、そしてなにやら真っ白な髭ひげをたくわえた老人に声をかけられ、ライナは振ふり向いた。

　すると老人はライナの姿をしげしげと眺めて、それからフェリスを見据え、

「き、貴き様さまらなにものじゃ。ここは、貴様らのような野や蛮ばんな人種がきていいところではないぞ！」

　なんてことを言ってくるもんだから、さらにライナは首をかしげて、

「はぁ？　野蛮？　って……なんの話だ？」

　その問いかけに、なぜか横にいたフェリスがなぜかもっともらしくうなずいて、

「ふむ。なるほど。きっとあれだろう。おまえが毎夜毎夜、夜道を歩いている婦女に暴行をくわえていることがバレているのでは……」

「いいからおまえは黙だまってろって！　はぁ……なんなんだよこいつは……まあいいや。とにかく……じいさん。俺たちが野蛮だから図書館に入れられないってのは、どういうことだよ？」

　すると老人はまるで馬ば鹿かにしたかのような顔でライナを見て、

「ふん。そんなこともわからんから、野蛮だと言うのじゃ。わしが守っておる図書館は、神しん聖せいな知ち識しきの泉いずみ。そこへ、そんな物もの々ものしい鎧よろいを着こんで武ぶ装そうして入るなど、言ごん語ご道どう断だんじゃ！」

　なんてことを言ってくる。その言葉に、ライナは自分たちの格かつ好こうを見た……

　ライナは、白はく鎧がいにローブという特とく殊しゆ戦せん闘とう服ふくだが、ローブ基調だからまあ、どうにかなるとしても……フェリスは腰こしには長剣、おまけに革かわ鎧よろいという、武装という言葉がモロな姿をしていた。それにライナは、

「ああ、まあ、確たしかに図書館には似に合あわない格好かもなぁ……」

　続いてフェリスもうなずいて、

「確かに色情狂が武装していたら危き険けん極きわまりないしな」

「って、おまえの姿がむしろ問題になってると思うぞ俺は」

　が、そこでフェリスはなにもわかってないなとばかりに首を振って……

「美人はなにを着ていても問題はない」

　なんてことを自分自身で言い放って……

「………………」

　ライナは絶ぜつ句くした。警備員も、老人も絶句したまま……

　するとなぜか言った本人のフェリスも、顔をほんのり赤らめてうつむき、

「と、いうのは、冗じよう談だんとしても……」

　瞬間、老人が拳こぶしをぎゅっと握にぎって言った。

「合ごう格かく！　合格じゃあ!!　美人な上にかわいげも満点。わしの負けじゃ。あんたの言うとおり、あんたくらいの美人なら、確かになにを着ていようが華はなになる。いやそれどころか、できればうちの孫まごの嫁よめに……いや、わしの嫁に!?」

　すると後ろにいた警備員たちが老人を押しのけて、

「おいおいじいさん抜ぬけ駆がけはないだろ！　お、俺の恋こい人びとに、なってくれませんか？」

「待てよ！　こんなやつより、僕ぼくと、僕とデートを!?」

　なんて会話をしながら、図書館に入っていくフェリス。それに、

「なんだよそりゃ……」

　言いながら、ライナは半眼になってついていこうとした、そのとき。

　老人が突然ライナを蹴けり飛ばして、

「だから野蛮人は図書館には入れないと言っておろうが！」

「はぁ!?　っておまえ、なんで俺がだめでフェリスはいいんだよ！」

「馬鹿めが。これだから野蛮人とは話したくないんじゃ。美人はなんでも許ゆるされるという、名言を知らんのか！」

「ンなもんねぇだろうが！　って、ああそうですか！　おまえらそいつの凶きよう暴ぼう性せいを知らないからンなこと言えんだよ。あとで後こう悔かいしても知らないからな！」

　するとフェリスがそれに、いつもの無表情な顔のまま淡たん々たんと、

「ん。捨すてられた逆さか恨うらみに、昔の女の悪口を言うとは憫あわれな男だな」

「って、捨てられるもなにも俺はおまえと付き合ってもいないだろうが！」

　などなど、図書館でひどく低レベルな言いあいが続いているのはさておき……

　そこに突然。

「なんだこのガキぁ！　ぶっ殺してやる！」

「きゃあああああああああああ!!」

　怒ど声せいと、悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたった……

　その声に、

「なんだ？」

「ん」

　ライナとフェリスも、ののしりあいをやめて顔を向ける。

　すると往おう来らいの中央では、やたらガラの悪そうな数人の男たちがいた。

　その前には地面に倒たおれた五、六歳さいの少年と、そしてそれを見て、蒼そう白はくになって少年のもとへ駆かけ寄よるやはり幼おさない、なにやら大きな本を胸むねに抱かかえた少女。

　この少女が悲鳴の主ぬしらしい。

　そして、その二人をかばうように男たちの前に立ちふさがっている一人の青年が、

「なにをするんだ君たちは！」

　凛りんとした声だった。褐かつ色しよくの髪かみに、いまは強い眼がん光こうで男たちを見据えているが、優やさしそうな、しかしどこか高こう貴きさを感じさせる容よう姿し。決して一人でこんなガラの悪そうな男たちを相手にできるようには見えなかったが、それでも青年は毅き然ぜんとした声こわ音ねで、

「イベルはまだ子こ供どもだぞ。それを足あし蹴げにするなんて」

　それに男たちは青年をにらみ据えて、

「ああ？　なんだてめぇは。このガキの兄あに貴きかなんかか？　どうしてくれんだよ。そのガキは、俺の足にぶつかってきたんだぞ？」

　それに青年があきれたように首を振って、

「僕の目には、君がイベルに狙ねらいをさだめてぶつかっていったように見えたんだが？」

「なに言ってやがる！　その薄うす汚ぎたねぇガキのせいで、俺の着物が汚よごれちまったんだよ！　弁べん償しようしろよ弁償」

「…………なるほど。はじめからそのつもりか。だが、弟たちの前で、僕は悪に屈するわけにはいかないな。教育上悪いしね」

「ああ？　てめぇ痛い目にあいたいらしいな！」

　それに少女と、起きあがった少年が心配げな顔で青年に向かって、

「と、トアレ兄ちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「勝てる？」

　が、トアレと呼よばれた青年は、さっきの穏おだやかな表情とはうってかわって、急に鋭するどい笑えみを浮かべてきっぱりと、

「無理！　だけど絶対におまえたちには手出しさせない。だから僕が戦ってる間に、おまえたちだけは逃にげろ！」

『えー!?』

　と、同時に声をあげる少年少女。

　そして青年は五人の男たちととっくみあいをはじめた。

　一人は殴なぐりつけたが、もう一人に殴り返され、動きが止まったところを他の奴やつに蹴りつけられながらも、

「ほら！　早く逃げろってイベル、テルア！」

「で、でもぉ……」

　そんな光こう景けい。

　それをぼへーっとライナは眺めて、

「どう思うあれ」

「うむ。おまえの同類がいるようだな。あのトアレとかいう奴は、よほどのマゾなのだろう」

「………………いや、そうじゃなくってさ……だから、助けたりとかってやっぱしないわけ？」

　それにフェリスはまるで動こうとする様よう子すもなく、気のない声で、

「ん？　今度はあの少女に目をつけたのか？　この私がいる限かぎり、そんな悪人は許ゆるしはしないぞ」

　それにあきれた表情でライナが言った。

「…………ああ、なんか俺、おまえとの付き合い方わかってきたような気がするわ……っていうかさ、どう考えても俺じゃなくてあいつらが悪人だろうが？　ったく、俺みたいな善人を捕つかまえてなに言ってんだよ。ほら、さっさと助けにいけって」

「ん。おまえこそさっさと助けにいけ」

「めんどいからやだ」

「私もだ」

『…………』

　と、ライナとフェリスはにらみあい……

「って、おまえはどこまで非情なんだよ！」

「連続婦女暴行魔に言われたくないな」

　などなどまた不ふ毛もうな言いあいをはじめて、一いつ向こうに助けにいく素そ振ぶりのない二人。

　なんだかんだ言って、結けつ局きよく二人とも善人とは程ほど遠とおいようだった……

　それはともかく。

　そんなこんなをやっている間にも、トアレは男たちに組みしかれ、首をしめられはじめていた。
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「手て間まかけさせやがって。そのざまはなんだよオラ。このまま死ぬか？　ああ？」

「ぐぅ……ううくそ……」

　それに、まだ逃げていなかった少年がトアレの首をしめている男につかみかかっていき、

「に、兄にいちゃんをいじめる……うきゃ!?」

　あっさりはねとばされる。続いて少女が、胸むねに抱かかえていた本を振り上げて、

「お、お兄ちゃん、いま助けるからね!!」

　けなげにとてとてと走り出した。

「うう……くるな！　早く逃げろ!!」

　そんな、涙なみだを誘さそう一いち幕まく……

　そんな少女に向かって、男の拳こぶしが振りあがり……あろうことか今度は少女の顔面に向けて拳を……

　それをライナは見て、

「あ……」

　突然、驚おどろいた表情で声をあげた。それから急に真剣な表情になって、

「まじかよ！　やばい!?」

　飛び出した。

　瞬しゆん間かん。

　ライナの体は、いままでやる気なさそうに脱だつ力りよくしていた者とは思えないほど素す早ばやく、なめらかに動いた。そのままあっというまに男と少女の間に割わって入ると、

「よっと」

　少女を抱だきとめ、そして繰くり出された男の拳よりも素早く、

「ほい」

　男の頭に蹴りをたたきこんで吹き飛ばした。

　そのまま男は地面に倒たおれ伏ふし、気き絶ぜつする……

　それを確かく認にんすると、ライナは少女を降おろし、ほっと一ひと息いきついてから、

「ふう。あぶなかった……」

　それに少女は驚いたような顔をして、それからおずおずと、

「あ、ありが……」

　が、そこでライナは少女の手から本をひょいっと取り上げて、

「これ、俺が調べたかった本なんだよなぁ。古い本だからたたいたら壊こわれちゃうだろうし……危き機き一いつ髪ぱつだったな……」

　なんてことを言うライナに、目をぱちくりさせる少女。

　続いて他ほかの男たちが、

「て、てめえなにもんだ！」

　それにライナはまずいという顔になって男たちを見て、

「しまった……つい体が動いて……俺ってばこれ、助けたことになるのか……？　ってことは、邪じや魔ましやがるならてめえもぼこぼこにしてやるとかそういう展てん開かいに!?　……うぁ、めんどくさ……」

　こんな状じよう況きようでも脱力した眠そうな様子だった……

　すると案あんの定じよう、

「なんだてめぇ！　突然出てきやがって、いきなり蹴り飛ばすなんて、卑ひ怯きようだぞ!!」

「てめぇぼこぼこにされたいのか!?」

　怒いかり狂くるう男たち。ライナはため息をつき、

「……卑怯とか言われてもなぁ……あ！　そうだ！」

　とそこで、名案が閃ひらめいたかのようにぽんっと手をうった。そして、

「実は俺、蹴ってないぞ？　ほんとにたまたま、そいつが俺の足にぶつかってきただけでさ……おまえらもおんなじようなこと言ってただろ？　あれと一いつ緒しよだよ。だからここは穏おん便びんに……」

「できるわきゃねぇだろうが!!」

　怒ど鳴なりつけて、襲おそいかかってくる男たち。

　それにライナは、あくまでのらりくらりとした態たい度どで、

「ああ、俺、旅で疲つかれてて、体あんま動かしたくないのになぁ……」

　それからあろうことか敵てきに背せを向け、

「んじゃお嬢じようちゃん、ちょっとこの本持っててくれない？」

「へ？　あ……は、はい。って、あぶない!?」

　少女が悲ひ鳴めいをあげた。

　と同時に、ライナが少し体をずらすと、男が放った拳けん打だが空くうを切る。

　そのままライナはほんとうにゆったりとした動きでその腕うでを取り、足を引っ掛かけてくるりと相手をひっくり返してしまう。

　しかしそのライナの気けだるげな動きとは対たい象しよう的に、男は空中を信じられない速はやさでひっくり返り……

「ぐぁ!?」

　男は地面にとんでもない勢いきおいでたたきつけられ、動かなくなった。

　残りは三人。

「な、なんだいまのは!?」

「なめんじゃねぇぞこらぁ！」

「死ねやおらぁ!?」

　次々と殴りかかってくる男たち。

　ライナはそれに構かまえることもなくふらふらと眠そうな瞳ひとみで向き合って……

　一人目の拳をはねあげると、片足を男の胸に蹴り……というよりは軽く押すような感じで足をたたきこみ、その後ろから殴りかかろうとしていた男の拳の前に押し出す。

　次の瞬間、どかっという痛そうな音とともに仲間の拳で最初の男は殴りつけられ悶もん絶ぜつし、それに驚いた仲間の男の腕を取って軽くひねると、

「あ、痛い痛い……やめて!?」

　どこをどうしたのか、男の体があっさりとひっくり返る。

　そして、そんなライナの流れるような動きに唖あ然ぜんとしてしまって攻こう撃げきを忘わすれてしまっている男にライナはのろのろと近づいていって……

「あ、あ、あ……」

　恐きよう怖ふに引きつった顔であとずさりする男に、

「ほい終わり……」

　手しゆ刀とうを首くび筋すじにたたきこむと……

　かくんと男が崩くずれ落ちる。

　あっというまに五人の男が、地面にのされてしまっている……

　そんな光景を、トアレや、少年、少女たちは、呆ぼう然ぜんとした表情でぽかんと見つめていた。

　しかしそれをやってのけた当のライナとしては、この程てい度どのことはなんでもないのだが……

　なにせ、彼は人間を戦せん闘とう機械として無む理り矢や理り教育するような、異い常じような環かん境きようで育ってきたのだから……

　おまけに……

（いま程度の動きじゃどうにもできないような女がすぐそばにもいるしなぁ……）

　そんなことを思って、ライナは憮ぶ然ぜんとした表情でぶつぶつと、

「っていうか、なんで俺がこんな苦労しなきゃいけないんだよ。フェリスがやれば、あんな奴ら一瞬でのせるだろうに。だいたい、俺は魔ま法ほうがメインなんだぜ？　そのローランドの魔法を、ネルファでそうそう簡かん単たんに見せるわけにはいかないし、ってことはやっぱフェリスがやるべきだよな。うん。間ま違ちがいない。俺は間違ってない。あいつの性格の悪さが死し亡ぼうしてるせいで……」

　などなどを言いながら、本をあずけてあった少女のほうへと歩いていこうとする……

　しかしその瞬間。

　突とつ如じよ、どこからともなく信じられないほど鋭い攻撃がライナの眼前に迫せまってきて、

「んな!?」

　ライナはとっさによけようとした。

　が、その攻撃のあまりの速さに──

　とても間に合わない！

　あの、さっきの男たちの攻撃を軽々と全すべてよけてしまったライナが、その攻撃には反はん応のうすることもできなかった。それだけでもいま襲いかかってきたなにものかが、どれだけ恐おそろしい敵だということかわかるだろう……

　ライナは顔面に攻撃をたたきこまれ……

「あう」

　あえなくその場に崩くずれ落ちる……

　と──

　その恐ろしい敵が、いつのまにかライナを足蹴にして……

「ん。これで悪人は全て殲せん滅めつしたようだな。あぶないところだったな少女……この男は、幼よう女じよ誘ゆう拐かいの常じよう習しゆう犯はんだ。私がいなければいまごろは……」

　それ以上言うのはあまりの恐ろしさにはばかられるとばかりに、首を振るフェリス……　それにライナは……

「ってお～ま～え～は～、いったいどういうつも……ぐわ!?」

　が、ライナの言葉は、再ふたたびフェリスに背中を踏ふみつけられて遮さえぎられた。

　さらにフェリスはげしげしとライナを踏みつけながら、

「誰の性格の悪さが死亡していると？」

「ぎゃあああ!?　き、聞いてたのか？　って、痛い、痛い、ごめんなさい！」

「ん」

　そんな、いまいちどういう関係なのかわかりにくい二人の様さまを、呆ぼう然ぜんとトアレと少年少女たちは眺めて……

　それからトアレがおずおずと、

「あ、あの……助けてくれてどうもありがとうございます」

　言ってきた。

　それに地面に倒れ伏したライナと、無表情のまま延えん々えんとライナを踏み続けているフェリスが顔を向け、

「あ～……ありがたいと思うなら、この悪あく魔まをなんとか……うきゃあ!?」

「ん。そうだな。幼女をかどわかそうとするような危険な悪魔は、いまここで始し末まつしておいたほうがいいかもしれん」

　彼らはいったい、なにをやっているのだろうか……？

　まあそんなことを、いつもどおりひとしきり二人は満まん足ぞくするまで続け……

　ライナはやっと解放されて、立ちあがった。

　その間に、少年と少女は泣きながらトアレに抱きつき、お互たがいの無ぶ事じを喜んでいる。

　ライナはそれを眠そうな目で見ながら、

「あー。で、これからどうする？　図書館には、俺が入れなきゃ、意味ないしなぁ。とりあえずこの鎧よろいがだめってんなら、服買いにいかなきゃまずいかな」

　するとフェリスはうなずいて、

「ん。それはともかく。あの少女が持っている本におまえは用事があるのではなかったのか？」

「へ？」

　言われてライナは一瞬、意味がわからないというような顔をしてから、急に照れたような顔になって、

「……あ、ああそうそう！　そ、そうなんだよ。じゃなきゃ、俺がわざわざあんなめんどくさいことするわけないしな。うん」

　なんてことをしどろもどろにあわてて言うライナ。

　そんなライナの姿をフェリスはいつもの無感情な瞳でしばらく見み据すえてから、うなずき、

「なるほどな。やはりあの少女によからぬ懸け想そうを……」

「だからなんでそうなるんだよ！　っていうか、おまえだってあんとき一瞬、動こうとしてたじゃねぇかよ」

「ん。私は美人の上に天使のような慈じ愛あいに満ちた清らかな心を持っているからな」

　というフェリスの言葉に、容姿はずば抜けて美しいが、しかしその心は悪魔そのものの天使で溢あふれている天国をライナは想像して……

「…………俺、なんかいま、地じ獄ごくもいいかなとか思い始めたよ……」

「なんの話だ？」

「いや……気にしないでくれ……」

　そんな不ふ毛もうな会話を続けている二人の前に、トアレがやってきた。

　嬉うれしそうな顔で二人を見つめて、

「弟たちを助けてくれて本当にありがとう。ぜひお礼がしたいんですが……」

　が、ライナはそんなトアレにまったく気のない表情で、

「あー気にしなくていいよ。そういうのめんどいし……んじゃいくかフェリス」

「そうだな」

　二人はそのまま歩き出そうとする。

　トアレはそれに一瞬驚いた表情で黙りこんでから、追いすがって、

「え、あの……そ、そういうわけにはいきませんよ。命の恩おん人じんになんのお礼もしないでこのまま帰したら、弟たちにしめしがつかない。頼たのむから少しだけでも……」

　しかしそう言われてもライナたちはろくに振り向きもせず、

「あ～今日はまじで疲れた……なあフェリス。悪いこと言わないから、そろそろ宿探そうぜ」

「…………また貴様はそうやって私を……」

「狙ねらってねぇよ！」

　と、さっさと歩き出す……

　それに、トアレはやっとあきらめたようで……

　ライナたちの後ろから、落らく胆たんしたような声こわ音ねで、

「仕方ありませんね。イベル。テルア。本を図書館のガイネルじいさんに返しておいで。お兄ちゃんは夕飯の買い物してくるからさ」

『はーい』

　瞬間。

　トアレのその言葉に……

　ライナとフェリスは顔を見合わせ、すぐに振り返って──

　ライナが言った。

「あー、と思ったけど、やっぱりお礼してもらうことにするわ」

「ん。人の好意をむげに断ことわることもないしな」

　そんなライナたちの豹ひよう変へんぶりに一瞬困こん惑わくげな表情を浮かべたトアレだったが、すぐに笑顔になって、

「よかった。恩ある方たちに恩返しをしないなど、人の道にもとりますからね。ではとりあえず、僕らの家へ……」

　しかしライナたちはそれを簡単に断って、

「いや、それよりも、俺たちが図書館に入れるように口利きいてくれないか？　なんかさ、あそこのじいさんが俺を嫌きらって入れてくれないんだよ」

　と、ライナは図書館の入り口に目を向けた。

　するとそこには、何本も立っている柱に隠かくれて、ライナたちがガラの悪い男たちを倒すのをこそこそと見ていた老人と警備員たちが、こっそりこちらをうかがっていて……

　ライナの視線に気がついたのか、老人が、

「だ、だめじゃぞ！　おまえのような、得え体たいの知れない乱らん暴ぼう者ものは、このわしの目が黒いうちは絶対に通すわけにはいかん！」

　と、威い勢せいよく言うわりには、老人は柱の陰かげに完全に身を隠してしまっているが……

　ライナはそれに肩かたをすくめて、それから疲れた表情でトアレを再び見る。

「ほらな？　なんか、おまえはこの図書館のなじみみたいだから、なんとかあのじいさん説せつ得とくしてくれないか？　どうしてもここで調べたいことがあるんだよ」

　するとトアレはなるほどとうなずいて、それから毅き然ぜんとした声音になり、

「おいガイネルじいさん。この方たちは、僕を助けてくれたんだぞ？　それでも入れないというのか？」

　すると老人の、さっきとはうってかわって、うろたえた声が返ってきた。

「そ、それは……確かにそやつらがトアレ様を助けたのは見てましたが……しかし私にも、果たさねばならぬ役職というものがあります……この図書館には重要な資料があまたありますし……」

　するとトアレが強い口調で、

「その役職には、僕を守るということは入っていないようだね。あなたはそこに隠れてたんだから」

「そ、それは……」

「もう一度言う。この方たちは僕を助けてくれた。だからお礼をしたい。恩人にむくいるのはあたりまえだろ？　通してくれるよね？」

「う……わ、わかりました。しかたありませんな……トアレ様に言われたのでは……」

　そんな会話。

　それに、ライナとフェリスは、顔を見合わせたのだった……




　場所は変わって図書館内部。

　さすがにあれだけ厳げん重じゆうな警備（のわりにはやたら意い気く地じのない警備員ばかりだったが）がなされているだけあって、その施し設せつの充じゆう実じつぶりはすごかった。

　古こ今こん東とう西ざいの蔵ぞう書しよが、きっちりとした管理のもと、所ところ狭せましと並ならんでいる。

　おまけにこの図書館は民間に向けては開放されておらず、特別に選ばれた優ゆう秀しゆうな学生や、貴き族ぞくや上流階級の人々のみが使うことを許ゆるされているという。

　それが、ライナたちが入館することをあれほど拒こばまれた理由の一つのようだった。

　ということは……

　あっさり入館を許された……おまけにライナたちが入館することをあれほど拒こばんだガイネルとかいう老人を説得してしまったトアレは、優秀な学生か、もしくは上流階級に属ぞくする人間だということなのだが……

「うっわーすげぇなこりゃ。んじゃトアレ、イベル、テルア、あれとあれ、それとあっちの本取ってきて。あとあれも使う。ああ、それにフェリスはあれを……ああ、うそ。うそですおまえはなにもしなくていいですごめんなさい。だからせめて図書館の中では剣はしまっとけ……ったく……えーとじゃあ……あ、じいさん、紙とペンの用意頼むわ。さあ、いっちょやるかぁ……」

　ライナが目を輝かせて図書館の蔵書を見まわしてから、いくつも用意されている席につきながら言った。

　トアレたちはそれにうなずいて、命じられるままに図書館の中を駆かけまわる……

　そんな光景にガイネルじいさんが顔を真まっ赤かにしてライナに向かって、

「き、貴様!?　わしはともかくとして、いくらトアレ様をお助けしたからといって、調子にのるでないぞ！　あのお方をどなたと心こころ得えておる！」

　そんな突然の言葉にしかし、ライナはまるで興きよう味みないとばかりに、

「さぁ？　何様なの？　どこぞの貴族かなんかか？」

　すると急に、老人は我わがことのように胸を張はって、

「ふふ。聞いて驚くでないぞ。トアレ様はなにを隠そう、ネルファ皇国皇こう帝てい、グリード・ネルフィ様のお孫まご様さまであらせられるのだ！」

　どーん！

　とばかりに誇ほこらしげに言い放った老人だった。

　が──

　ライナはといえばそれに、

「へー。そうなんだ。そりゃすごいな。あ、トアレ、それじゃねえよ。その横のでっかい本」

「あ、ごめん。これか？」

「そうそうそっち持ってきて」

「わかった」

　とそこで、突然図書館に、

「わかったじゃなああああああい！」

　大だい音おん声じようが響き渡った。

　さすがにそれにはライナやトアレたちも顔を向けて……

　ライナが聞いた。

「お、おいじいさん。顔が真っ赤だぞ？　まさかそろそろ寿じゆ命みようが……」

「尽つきるか!?　そうじゃない！　貴様、わしの話を聞いておったのか？　このお方はネルファ皇帝のお孫様であらせられるのであるぞ？」

　その言葉に、ライナは眠そうな表情のまま頭をかいて、

「ちゃんと聞いてたって。だから、すごいなそりゃって驚いてみせただろ？　なんか問題が……」

「ありまくりじゃわ！　それを聞いてなおトアレ様をこき使うとはどういう了りよう見けんじゃ!!」

「いや、どういう了見とか聞かれてもなぁ……自分で本を取ってきたらめんどいだろ？」

「めんどい……じゃと？……殺す！　もう許さん!!　貴様はわしの手でぇ……」

　と拳を振り上げた老人の手を……

「ガイネルじいさん。やめろって」

　片手にいくつも本を抱えたトアレが困ったような表情で押さえた。

　老人はその本をあわてて奪うばい取って、

「と、トアレ様もどういうつもりですか！　こんなどこの馬の骨ともわからない輩やからの言いなりになって……ネルファ皇国の名が泣きますぞ!!」

　が、トアレは首を振ってから顔をしかめ、

「恩人に礼を尽くせないほうが、よっぽどネルファの名が泣くと思うけどな。それに……僕らは親おや父じがそこかしこで女を拾ってきてははらませて生ませた子として捨てられたような代しろ物ものだぞ？　そんな奴やつが、いきなり偉えらぶってみても仕方ないだろ？」

　そんな会話に、ライナがはじめてそれに興味を持ったかのように顔をあげてから、さっきからなにやら真剣な表情で、トアレの妹のテルアと一緒に本を読んでいるフェリスのほうを向き、

「なるほどな。そのせいであいつは普通の貴族みたいに性格が曲がってないんだな。確かになんかちょっと、王シオンに似てるような気も……」

　言いかけてしかし。ライナの言葉はそこで止まった……

　なぜなら、いつもどんなに危機的な状況に陥ろうとまるで表情を変えないフェリスが、これ以上ないというほど顔を真っ赤に染そめていたから……

　と──

　フェリスと一緒に熱心に本を見つめていた少女が……

「ね？　すごいでしょ！　これね、トアレ兄ちゃんが買い物いってる間に私こっそりいつも読んでるんだよ。でも誰だれにもこのことは内ない緒しよなんだからね？　えっと……トップシークレットってやつ？　それそれ」

　それにフェリスはうなずいて、

「わかっている……しかし……ネルファの教育がこんな低てい年ねん齢れい層そうまで進んでいるとは……これはローランドにとって大変な脅きよう威いになるかもしれん」

　と、本のページをめくって……

「な!?　こんな……まさか信じられん……」

　ライナはそんないつもとはまったく違う表情を次々と見せるフェリスが手にしている本を見た。

　するとそこには、『豊ほう満まん熟女の……

「だあ！　おまえらなに読んでんだよ！」

　とすぐさま本を奪うばい取った。するとフェリスはいつものまったくの無表情で、

「ん。この少女が明かしてくれた、ネルファ皇国最重要機き密みつ事じ項こうを……」

「ってかおまえなぁ……こんな子がこんなもん読んだら教育に悪いって思わないのかよ？」

「確かにそうだな。まだ読んだのは本の序じよ盤ばんだったが……それでもこんなものを読んで育っては、あきらかにおまえのような大人おとなに……」

「俺はこんなもん読んだことねぇけどな……って、なんかおまえがいるとろくに調べものが……」

　とそこで突然、老人が、

「お、そろそろ閉館時間じゃな。さあみな、今日は帰ってもらおうか」

「はぁ!?　ちょ、待て。なんだそりゃ？　いまやっと資料が集まったばかりだぞ？　これから調べようと……」

　が、老人はにんまりといじわるそうな顔になって、

「だめじゃね。おまえがトアレ様に頼んだことは図書館に入ることだけじゃろ？　ということは恩返しはもうしたということじゃな？　これでもう恩返しは終わりじゃ。さあ、帰った帰った」

「って……そりゃねぇだろ。まだここにきて、ほとんど時間たってないじゃねぇかよ。なんも調べられてないぞ？」

　が、老人はますますしてやったりと言わんばかりの顔になって、

「ふふん。そんなもんは、わしの知ったことではないわ。おぬしが調べるのが遅おそかったから悪いだけじゃろうが」

　さらに今度はフェリスがもっともらしくうなずいて、

「老人の言うとおりだぞライナ。おまえが『豊満熟女の旅日記４』などといういかがわしいタイトルの本にかかずらわっていたからこうなる」

「そりゃおまえだろうが!?　っていうか……ああなんかすっげえ疲れてきた……」

　と、ライナは大きくため息をついた。

　するとそこで、トアレがにこやかに笑って、

「そうですね。今日は日も落ちてきましたし、ここの本は借りて、続きの研究はうちでやるというのではどうでしょうか？　ライナさん。フェリスさん」

「な!?　と、トアレ様……さすがにそれは……あなたは仮にもネルファ皇帝の……」

　が、トアレは首を振り、

「ガイネルじいさん。何度も言わせないでくれよ。彼らは僕の恩人なんだよ？　お礼をしなきゃいけない。それに僕は……いや、僕らはこの国にとって、そんなに重要な人間じゃないんだよ。確かに僕らはあの男……ネルファ皇国皇こう子しの子こ供どもだけど……それだけだ。母親が下げ賤せんな生まれだからと、体ていよく一つの屋や敷しきに押し込められてるような人間なんだ。あの男が遊びで次々と子供を作っては、僕らの屋敷に弟たちが増ふえていく。でもあの屋敷には、子供たちに母ぼ乳にゆうをあげる者もいないんだぞ？　母親とは乳児のうちから引き離はなされ……保ほ護ご者しやと呼べるような人間は僕だけしかいない」

　と、トアレはそばにいたイベルとテルアを引き寄せて頭をなでながら、

「そんな境きよう遇ぐうに追いやられてる者たちが、表おもて舞ぶ台たいへ立てると思うのかい？」

「そ、それは……しかし、私たちは、いえ、国の者たちは皆みな、子供たちを一人で育て、我われ々われに気安く話しかけてくれるあなた様のことをお慕したいもうしあげております。それに、スターネル皇子のもとでトアレ様が過ごされていたころには、学業もずば抜けて優秀だったということは有名ですし……」

　するとトアレは苦笑して、

「それはガイネルじいさんが広めたことだろう」

　が、ガイネルは真剣な表情で、

「いいえ、本当に国を憂うれえている者たちは、ちゃんと見ているものです。現にその頃のあなたを見た大だい臣じんたちが、あなたの能力を頼たより、国民との窓まど口ぐちとしてあなたに相談を持ちかけているではありませんか。そして、あなたがその窓口になって以来、この首都は……いいえ、この国はさらに富とめる国へと成長したことは……国民全てが知っていることです。あなたを支持している貴族や大臣たちも多数いるのですから……ですから、もし、かなうのならば、あなた様がこの国を……」

　しかし、トアレは舌したをぺろりとだして、

「や～だよ。いまの生活、身軽でけっこう気に入ってるんだから。弟たちにも……汚きたないものを見せず育てることができるしな……だいたい、そんなこと言ってるの誰かに聞かれたら、ガイネルじいさん捕つかまっちゃうぞ？　僕は学業が優秀だったってだけで、あの男の正式な息子たちに追い出されたんだからな。大臣たちだって……皇子に見つからないよう、こっそり相談しにきてるし……それからも、僕がまったくもって、認められてないことがわかるだろう？　そんな僕が王？　無理だって。そんな器うつわでもないしね。さぁて、じゃ、ライナさん」

　そして振り向いてから、気安げに笑って言った。

「どの本が必要ですか？　持てる分だけ全部借かりてうちにいきましょう。おいしいかはわかりませんが、僕の手料理をご馳ち走そうしますよ」

　続いて少年が、

「トアレ兄ちゃんのご飯はうまいんだぜ!!　期待してなよね！　な？　テルア」

「うん！」

　そんなトアレたちを見つめて、ライナがうなるように、

「ああ～……確かにこれは、トアレを国民が担かつぎ上げたくなるのもわかるような気がするな。王シオンと境きよう遇ぐうがちょっと似てると思ったけど……性格の悪い王あいつとは大違いだ。人のこと熟女好きだの色情狂だのあることないこと広めやがって……」

　それにフェリスも納なつ得とくとばかりにうなずいて、

「……ああ。王あいつめ。だんご屋を潰つぶすなどと……悪魔のやることとしか思えない……」

　などなど、本人がいないと思って言いたい放題の二人だった。

　トアレはそんな二人の前で抱かかえきれないほどの本を抱えて、

「さあ、いきましょうか。うちには他にもたくさん子供たちがいて、ちょっとうるさいですが、命の恩人をぜひ紹しよう介かいしたいので」

　続いてイベルが、

「早くいこうよ！」

　さらにテルアが、

「お姉ちゃん、うちにはもっとすごい本があるんだよ!?」

　と、フェリスの手を引いて図書館を出ていく。

　それを眺ながめて──老人が少し悲しげな顔をして言った。

「くそ……可か哀わい想そうに……あの子供たちは、身分も捨てさせられて、おまけに親もいない……どうにか、どうにかならないものだろうか……」

　しかしライナはその言葉に目を細める。そして、

「身分が低いから、親がいないから可哀想？　ンなことないだろ。ありゃ、幸せっていうんだよじいさん。少なくともあの子供たちには……」

　が、ライナの言葉はそこで遮さえぎられて、

「いい加か減げんなことばかり言うな！　貴様になにがわかる！」

　と、老人がきつい視線でライナを見つめてくる。

　その視線を……

　ライナはいつもの眠そうな、しかしなぜか少し悲しげな表情で受けとめて……

「………………あんたこそ、なにがわかるんだよ」

　図書館をあとにしたのだった。







　場所は変わって、再ふたたびローランド帝国。




　木ぼく刀とうが鋭するどい軌き道どうを描えがいて横なぎに迫せまりくる。それを少女は、なんとか手にした木刀で受け止めようとして……

「あう!?」

　しかし受け止めきれずにそのまま容よう赦しやなく頭にたたきこまれて吹ふっ飛ぶ。

　血が宙を舞った。

　少女は地面をごろごろと転ころがり、しかし、それでもひるまずすぐさま体たい勢せいを整ととのえて木刀を構かまえ、緊きん張ちようする。

　愛らしい容よう姿しの少女だった。

　亜あ麻ま色のポニーテールに、半泣きになっていながら、しかし涙なみだはこぼさない、大きな赤い瞳ひとみ。

　年は十五、六くらいだろうか。

　整った口元からは、いまさっきの衝しよう撃げきで血が流れ出している……

　しかしそれでも、ぐらつく頭に活かつを入れて、少女は前方にいる男たちを見み据すえた。

　木刀を構えた、屈くつ強きようそうな剣けん士しが五人。

　まるで勝てる気がしなかった。雰ふん囲い気きを見ればわかる。五人が五人とも、かなりの腕うで前まえだ……少女は顔をしかめ、それから今度は、視し界かいのはしで、彼女を厳きびしい目で見つめている初老の男に目を向けて……

　と──

　その男が言った。

「やれ」

　瞬しゆん間かん。

　三人の木刀を持った剣士たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

　少女は三人同時に相手にするのは不ふ可か能のうとさとったのか、すぐさま木刀を捨てた。

　そして手を宙に躍おどらせ、空間に光の魔ま方ほう陣じんを描き始める。

　ローランド帝国特有の、魔法の発動方法だ。

　彼女は、通常では考えられないほどの速さで魔法を展開し、

「求めるは雷らい鳴めい〉〉……え!?」

　が、少女の魔方陣が完成するまえに、剣士の一人が木刀を投げた。それが少女の胸に強くあたり、激げき痛つうのために魔法の展てん開かいが止まってしまう──

　その隙すきを狙ねらって他の剣士の木刀が少女の首元へと迫せまり……

　やられる!?

　瞬間、少女は思わず目をきつく閉じた。

　が……

　衝撃はこなかった。

　ゆっくりと目を開けると、木刀は彼女の首くび筋すじで止まり……

　その剣士が、確かく認にんするように後ろを向いてさっきから彼女たちを見つめ続けている初老の男に向かい、礼れい儀ぎ正しく聞いた。

「あの……勝負ありましたが……どうしましょうかカラード様」

　するとカラードと呼ばれた白しら髪が混まじりの紳しん士しは、冷たい瞳で少女を見つめ、それから、

「なぜ止めた。そのままその木刀でミルクを殴なぐりつけろ」

「な!?　そ、それは……そんなことをしては、お嬢じよう様さまが命を落とす可能性も……」

　剣士が驚きの声をあげる。

　が、男は剣士の言葉を続けさせない。淡たん々たんとした声こわ音ねで、

「死んだら、それまでの人間だったというだけのことだ。また新しい子こ供どもを買ってくる。その娘むすめは、仮かりにもカラード家の人間となるのだ。これくらいの状況も打開できない娘など、必要ない」

　そんなことを言った。

　当然それでも剣士たちは戸と惑まどった表情で剣を振れずにいるが、

「やれい!!」

　カラードが怒ど鳴なりつけると、ミルクと呼ばれた少女に向かって、

「ごめん！」

　剣を振り下ろした。

　信じられない衝撃が首筋に走る。

「くう……」

　それでミルクは地面に崩くずれ落ちた。

　そのまま他ほかの剣士たちも木刀を振り下ろして、

「う……あう!?……あ……」

　ミルクは全身に次々と走る痛みに、意い識しきが遠のいていくのを感じた。

　このまま殴られ続けられたら、おそらく死ぬだろう。

　それも感じた。

　辛つらかった。泣きたくなった。絶ぜつ望ぼう的だった。

　倒たおれているミルクの視し界かいの先には、あの男がいた。

　父が。

　自分を買った、父が。

　そう。ミルクはこの男の人形だった。

　買われたのだ。

　ここ、ローランド帝てい国こくには、表向きには公表されていないが、そういう忌いまわしい制度が、前王の時代には当然のこととしてあったのだ。

　貴族の、ほんとうの子供の身み代がわりに、軍部で功こう績せきをあげる便べん利りな人形……

　そしてその人形として、ミルクは大貴族カラード家に飼かわれていた……

　無能な人形は、必要ない。

　無能な人形は、廃はい棄きされる……

　そんな生活だった。

　毎日繰くり返される、異い常じようとも思える軍事教きよう練れん……

　涙が溢あふれてきた。

　こんな毎日なら……

　このまま、死んでもいいかもしれない……

　何度もそんなふうに思った。

　木刀に殴られ続けながら……

　痛みが薄うすれ、意識がふっと、遠くなっていく……

　が──

　そのとき彼女の脳のう裏りに突とつ然ぜん、いつもの言葉が浮かびあがってくる。

　それを言ったのは黒くろ髪かみの少年だった。

　覇は気きの欠かける、いつも眠そうにやる気のない、でも、すごく優やさしい、少年の顔。

　そして彼は言ったのだ。

『おまえさ、泣き過ぎ。死ぬとか言うなよ。おまえならいけるって。しぶといし。俺もさ、死ぬつもりはないからさ。だから……』

　だから……

　ミルクは目を開けた。涙はもう止まっていた。

　もう力が入らないほど痛めつけられている腕を動かしながら、

「だから、死ぬな…………死ぬな……死ぬな……」

　少年が言った言葉を、彼女は小さく、しかし何度も何度も呟いた。

　そのまま背中に腕を回し、相手に気付かれないよう光の魔方陣を描きはじめる。

　そして……

「求めるは水すい雲うん〉〉〉・崩雨みすみ」

　瞬間、ミルクの背後にこっそり作成された魔方陣に、圧あつ縮しゆくされた液えき体たいが集まり、爆ばく発はつ的な激げき流りゆうが地面へと向けて放たれた。

　そのまま液体はその水圧によってミルクを地面から空中へと放りあげ、さらには周囲の剣士たちにもぶつかっていく。

「うわ!?」

「なんだ!?」

　その突然の攻撃に剣士たちは一いつ斉せいに体勢を崩くずし、押し流される。

　それをミルクは空中で確認して、さらに魔方陣を描いた。

　そしてそのまま宙返りして、ミルクは水のないところへ離り脱だつしてから……

「求めるは雷鳴〉〉〉・……」

　手を前方に掲かかげると……

　痛みにかすれる声で、

「動かないでみんな。動けば稲光いづちを水の中心に撃うちます。そうしたら、水に濡ぬれているあなたたちは、一気に感電して、勝負がつきます」

　言ってから……ミルクはカラードを見た。

　剣士たちも、カラードを見た。

　すると男はうなずいて、

「よし、終わりだ。食事は一時間後。そして次の教練は二時間後だ。ミルク。遅おくれるなよ」

　ねぎらいの言葉一つなかった。

　いや、そんなことはわかっていたが……

　成せい果かをあげればすぐに次。

　次、次、次。

　使い物にならなくなるまで、高みを目め指ざし続ける。

　カラードは歩き出す。それを見送って、ミルクはその場にへたりこみ、

「………………はい」

　小さく、返事した。




　しばらく後。

（がんばれミルク！　大だい丈じよう夫ぶ。あなたならやれるわ！　そうよ！　音を立てないの。礼れい儀ぎ正しく、行ぎよう儀ぎよく。大丈夫。痛みなんか無視すれば……あう……痛いけど……でもまだがんばれる！）

　なんてことを心の中でぶつぶつ呟きながら、ミルクは必死にスープを飲んでいた。

　木刀でしたたかに打たれた痛みに全身をさいなまれ、ともすればスプーンを取り落とし、そのまま倒れてしまいそうになるが……

「ん……あ」

　体を少し動かすだけで激痛が走る。それでも……

（ここで食べとかないと……体がもたないんだからね！　飲むのよミルク！　ほら！）

　と、激しい戦いを繰り広げているミルクがいまいる場所は、燭しよく台だいの灯あかりに照てらされた食しよく卓たくだった。席にはカラード一家が集まっている。

　ミルクの義ぎ理りの父と母、それにミルクに年近い姉し妹まいたちだ。

　彼らはミルクとは対たい照しよう的に、楽しげに談だん笑しようしながら、夕食のひとときを楽しんでいる。

　ミルクの一つ上の姉が楽しげに言った。

「お母かあ様さま。今日はアンナ様に、今度の学校の休みに一いつ緒しよに旅行にいかないかって誘さそわれたんだけど、いっていいかしら」

「まあ、アンナ様といえば、イシュルナ侯こう爵しやく様のご令れい嬢じようでしょ？　どこへ誘われたの？」

「それがねお母様。コーネルの海岸のそばにしばらく滞たい在ざいして、海かい水すい浴よくでも楽しまないかって」

　すると今度はミルクと同い年の女の子が、

「えーお姉ねえさまずるーい。私だっていきたいのにー！」

「それはしょうがないじゃない。アンナとは私が友達なんだからねーだ。ねえお母様、いっていいでしょう？」

　すると母親は少し困こまったような顔で頭をかしげ、この席の主あるじのほうを向いて、

「どうしましょうお父様。ナルアもこう言ってますし、この際家族そろって旅行にでも」

「うむ。そうだな」

　カラードが小さくうなずくと、子供たちは喝かつ采さいの声をあげた。

　が、カラードはすぐさまミルクのほうを向いて、

「おまえはもちろん、わかっているな？」

「え？」

　声をかけられ、ミルクはあまり話も聞かずにスプーンを動かしていた手を止めて、顔をあげた。それからまわりを見まわし……

「あ、はい。わかってます。私は軍事教練がありますから」

　そう言うと、彼女の姉妹たちは、傷だらけのミルクの姿を見て気まずそうにうつむいた。

　それにミルクは気付いて、あわてて微ほほ笑えんで、

「あ、エイミ姉様。ナルア様。よかったですね。ご旅行、楽しんでらしてください」

「う、うん」

　と、ますます暗い表情で沈しずむ少女二人。

　そして、なにか汚きたないものでも見るかのような目でミルクを見つめる養母の顔。

　カラードは厳きびしい表情で黙もく々もくと食事をとっている。

　いつもの食卓だった……

　ミルクは少女たちに気を遣つかわせないように、微笑んだまま、再び食事を再開して……　そこで。

「あ……」

　ミルクは小さく声をあげた。

　いままで我が慢まんしていた痛みの波が急に強くなり、体を襲おそった。

　瞬間、思わずスプーンを取り落としてしまい……

　皿さらとスプーンがぶつかる甲かん高だかい音が食卓に響ひびいた。

「…………う」

　ミルクは顔をしかめて腕を押さえながら、

「ご、ごめんなさい」

　ようやくそう言った。

　しかしカラードはすぐさま立ちあがり、ミルクのそばに寄ってきて拳こぶしを振りあげる。

　ミルクにはそれが、ゆっくりと見えていた。毎日の激はげしい教練で、彼女の身体能力、反はん射しや神しん経けいは、常人のものを遥はるかに超こえている……

　しかし、ミルクはよけなかった。よけても意味がないのだ。よければ、もう一度殴られる。追い出される。追い出されれば、いく場所はない。

　迫せまってくる拳を、あきらめきった目で見つめて……

　そのままミルクの小こ柄がらな体は、椅い子すから投げ出され吹き飛んだ。

　直後、

「きゃあああ!?」

　姉妹たちの悲鳴があがる。

　ミルクは糸の切れた操あやつり人形のように力なく地面に倒れ……

「かは……あう……」

　再び口の中を切ってしまい、血が流れ出す……

　後ろではカラードが、そんなミルクを感情のないひどく厳しい瞳で見下ろし、

「おまえはカラード家の名前の重さがまだわかっていないようだな。おまえはこれから、カラードという名を背せ負おって軍部に入るのだ。そのときにおまえは、誰よりも高い練れん度どと、そしてカラードの名に恥はじない優ゆう雅がさを持っていなければならない。そのためにおまえは私に買われたのだ。おまえにそれだけの価か値ちがないのなら……」

　それにミルクはゆっくりと起きあがって、

「わ、わかってます。すみませんでした」

　うなずいた。

　そう。それだけが、彼女がここにいていい理由。ずっとそう教えこまれてきた。

　五歳さいのときに買い取られてからずっと、ずっと、それだけのためにミルクは生きてきたのだ。

　くる日もくる日も、血のにじむような、いや、本当の意味で死と隣となり合わせの軍事教練の毎日。彼女の命など、取るに足りないものなのだ。死んだらそれでお終しまい。生き残れないようなら、カラードの名を背負って軍部へいく資し格かくはない……

　そんな日々。

　誰からも愛されず、誰にも見つめてもらえず……

　そしてある日、ふと気付いた。

　遠い頃ころに交かわした約やく束そくも、彼女の夢も、全てかなうことはないことに、気がついてしまった。

　絶望した。

　彼女にはなにも残っていなかった。

　生きる意味も、希望もなくなった。

　それでも彼女は、あきらめて死ぬことはできなかった。

　彼女はここで負けるわけにはいかなった。

　少年と約束したのだ。

　がんばるって、約束したのだ。

　だから……

　彼女は精せい一いつ杯ぱい微笑んで見せた。

　カラードの名に恥はじないように。

　あの少年に笑われないように。

　血で汚れた顔で──




　優雅に。







　若者たちの掛かけ声。

　いくつも放たれる魔法の轟ごう音おん。

　ローランド帝国上級士官学校演習場。

　ここは、軍部へと進出してくる貴き族ぞくの子こ供どもたちが集められている、エリート士官学校だった。

　そこに、シオンはきていた。若い学生たちの訓くん練れんを一いち望ぼうできる、大きな窓まどガラスがそなえられている監かん視し室しつ。その中で、シオンはひとしきり学生たちの訓練を眺ながめてから、手に持った分ぶ厚あつい資料に目を落とした。

　これは、かつてフィオルが整ととのえた、有望な人材の調ちよう査さ報告書だ。

　そこには各人の詳しよう細さいなプロフィール、能力、性格、そして、その人材が貴族ではなく、シオンに尽つくしてくれるかどうか……

　ようは……

　貴族の子供ではなく、貴族に買われた子供。それも、貴族たちを恨うらんでいる子供かどうか……そして、場合によっては、その貴族の家でどのように育てられているかまでが書き記しるされており……シオンはそれを眺ながめて、

「ああ～ったく、フィオルの奴こんなに分厚い書類だけ残して勝かつ手てにいきやがって……」

　悲しげに言った。

　ここのところシオンは、この調査報告書をもとにたびたびこの士官学校で優秀な学生を拾ひろってきては、自分のまわりを固かためていた。本当は、フィオルがその役目をやるはずだったのだが……

　そのフィオルはもういない……

　と──後ろに控ひかえている、護ご衛えい役のクラウが、

「で、今日きようのお目当てはどんな奴なんだ？」

　するとシオンは資料から顔をあげてにやりと笑い、

「今日はクラウのために、女の子を用意しといたよ」

　途と端たんにクラウの目が退たい屈くつそうなものから、生き生きとしたものへと変わった。

「お、まじで？　いやー今け朝さ起きたときに俺はぴんときたんだよなぁ。なんか今日は、カルネにシオンの護衛を任まかせてはおけないっていうか……運命を感じたっていうか」

　それにシオンはあきれたようにこの、年上の部下を見上げて、

「で、今日面接する子にもう、運命を感じたってのか？」

「ふふん。馬ば鹿かにするなよシオン。俺は世界中の女に運命を感じるたちなんだよ」

「は。それはご立りつ派ぱ」

　シオンは肩かたをすくめて、お手上げとばかりに言った。

　するとクラウは急にかしこまった態たい度どになって、

「これはこれは、国王陛へい下かにおほめにあずかれるとは、わたくしめは光栄でございます……で、ンな冗じよう談だんはさておき、どんな人材なんだ？」

　クラウの問いかけに、シオンはうなずいて、

「うん。すごく優秀だよ」

　資料を見た。

　目当ての人物の成績は、抜ばつ群ぐんだった。魔法構こう築ちくの技術から理論、格かく闘とう技術から多面的戦闘技術まで、全て水すい準じゆん以上の才能を示しめしている。

　しかし一番目を引くのはそこではない。彼女の成績の中で一番目を引くのは……

　戦術、戦せん略りやくでの飛び抜けた成績だった。

　というのも、集団模も擬ぎ戦闘において、彼女が指し揮きをとった部隊チームは、一度として負けていないのだ……

　これは驚きよう愕がくに値あたいする結けつ果かだった。

　なぜなら、戦術、戦略で高い成績をあげるには、努ど力りよくである程てい度どまではどうにかなる魔法能力や格闘技術とは違い、一種の才能が必要だからだ。

　必要とされるのは、機転、そして人じん望ぼう。

　機転は、覚おぼえた戦術、戦略を、どれだけ自分の中で消しよう化かして、あらゆる局面にあてはめていくか。もしくは、まったく斬ざん新しんな戦術を生み出すことができるかということに必要になる。

　そして人望は──

　これこそが一番難むずかしいのだが、自分が率ひきいている部隊チーム、もしくは兵たちが、自分をどれだけ信しん頼らいしてくれているのか。それだけで、戦力は大おお幅はばにかわってきてしまう。

　とにかくこの資料には、この人材は、人の上に立つ能力がずば抜ぬけて高いことを示していた。

　それも、まだ弱じやつ冠かん十六歳という年ねん齢れい。

　十分にシオンが欲ほしいと思える人材だった……

　が──今回シオンが注目したのは、そんな能力うんぬんではないのだが……

「ま、自分で見てみろ」

　言って、シオンが資料をクラウに渡すと、クラウはそれを受けとって……

　急に気のない表情になった。

「ん……あぁ？　なんだこれ。あの名門カラード家の娘むすめかよ……じゃあ、なんか期き待たいできねぇなぁ。どうせ鼻持ちならない貴き族ぞく面づらした奴だろうし……どうしてまたこんなのを仲なか間まにしようと？」

　するとシオンは笑って、

「なんだよ。貴族の娘を口く説どいて回ってるおまえが、貴族が仲間になるのはだめだっていうのか？」

「それとこれとは別問題だ。俺はな……」

　とそこで、クラウの声が低く沈しずむ。目が、いつもの軽けい薄はくなものから、鋭するどい、彼本来の鋭いものへとかわり、

「俺は、フィオルのことは怒おこってんだよ。人の痛みなんかまったく考えずに、小こ汚ぎたねぇことばかりしやがる貴族の奴らは許ゆるせねぇ。そんな貴族のガキを、俺たちの仲間に入れて後ろからグサリとやられるのはご免めんだ」

「……そうだな」

　シオンはうなずいた。

「だけどクラウ。貴族全員が敵てきというわけじゃない。貴族の中にだって、いまの状況を快こころよく思ってない者もいるだろうし、人の痛みがわかる者もいるだろう」

「そりゃあ、そうだろうが……」

「それにいま俺が仲間に引き入れているのは、フィオルが選んだ人材なんだ。俺はあいつの目を信じてる。まあ、それに、今回会う子は貴族に買われた口だしな」

　すると、クラウはますます眉をひそめて……

「ああなるほど……だが、人を買う……か。嫌いやな言葉だ。やっぱり俺は、貴族どもとはあわないな」

「同感だ」

　とそこで、クラウは顔を輝かがやかせて、

「そうとなったら、貴族たちにもてあそばれたいたいけな十六歳の少女を、俺の手で!!」

「お、おいおい……だめだぞ。今回会う子には、先約がいるんだから」

「はぁ？　先約？　なんだそりゃ？」

　するとシオンは不敵に笑った。

　それこそが、今回彼女を選んだ理由なのだった……

　彼女について細かにまとめられている資料には、あいつがかつて所しよ属ぞくしていた、ローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつの名前があるのだ。




　ローランド三○七号特殊施設。

　ローランド帝国史上に闇やみを落とす暗部だ。

　そこは、地じ獄ごくという言葉が相応ふさわしい場所だった。

　名目上では長く続いた戦せん役えきで親を失うしなった孤こ児じを、一人で生きていけるようになるまで育成する施設とあるが……

　実質は違う。才能のありそうな孤児だけを集めてきて徹てつ底てい的に軍事教育を施ほどこす。そして才能を示せない子供はすぐに処しよ分ぶんされる。生き残ることができた少数の子供は、貴族に高たか値ねで売り渡されたり、まだ幼おさないうちからすぐに戦争に投入された……




　その数少ない生き残りの一人。

　そして、あいつのかつての……




　と──

　部屋の扉とびらがノックされ、

「ミルク・カラード。まいりました」

　愛らしい声がかかった。

　シオンとクラウは顔を見合わせ、

「入っていいよ」

　シオンが言った。

　すると、小こ柄がらな体をきびきびと動かした、美しい──というよりは、かわいらしい少女が入ってきて、シオンたちの前に直立不動で立ち、なにやら緊きん張ちようした面おも持もちで……

「こ、国王陛下が、私をお呼びとうかがってまいるぃ……あ痛いたぁ!?」

　言葉の途と中ちゆうでろれつが回らなくなり、突とつ然ぜんうずくまる……

　そのままかわいい声こわ音ねで、

「……ベロ噛かんじゃったぁ……痛いよう……うう……でもでも、こんなところでくじけちゃだめ！　がんばれミルク！　よし、いくわよ！　えいえいおー！」

　なんてことを一人でぽそぽそ呟つぶやいている……
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　シオンたちが、そんなミルクを唖あ然ぜんと見つめていると……

　再び起きあがったミルクは半泣きの顔を真まっ赤かにして、

「……あ、あの、ごめんなさいごめんなさい。えっとえっとその……国王陛下が私をお呼よびとうかがってまいりました！　なにかの、試し験けんを受けるとか聞き及およびましたが」

　今度こそきっちりと言いきって、シオンたちを邪じや気きのないくりくりのお目目でじーっと見つめてくる。

　その彼女の目からは、貴族特有の嫌いや味みなどまるで感じられなかった。

　それどころかその印いん象しようはむしろ、まだ汚けがれを知らない幼よう稚ち園えん児じのような……

　そんなミルクに、シオンとクラウは思わず顔を見合わせてから──

　クラウがくっくと苦しそうに笑いをこらえながら、シオンの耳元に囁ささやいてきた。

「おいシオン。あいつは採用だろ？　おもしろすぎる。俺はもう、このおもしろい嬢じようちゃんのこと気に入っちまったぞ？」

　するとシオンは笑ってから、再び咳せきばらいをして、ミルクを見つめた。

　愛らしい顔。くりくりのお目目。亜あ麻ま色のポニーテールに、小こ柄がらな体。

　見るからに……頼たよりない……

　これがあらゆる科目で水準以上の成績をおさめ、戦略、戦術の授じゆ業ぎようでは負けなしの部隊チームを率ひきいている人物にはとても見えなかった……

　もしあるとすれば名門カラード家の名声を使って不正に成績を底上げしているのか……　そんな人材なら、必要ないのだ。

　いくらあいつをかつて……

「…………」

　緊張した面持ちで直立不動で立つミルクをシオンはしばらく見つめて、それからクラウに目め配くばせした。するとクラウはうなずいて……彼の手が突然、素す早ばやく動いた。

　瞬間、彼の手の先から、一本のペンがすごい勢いきおいでミルクへと放はなたれる。

　そのペンは一直線にミルクの、幼さの残るかわいらしい顔へと飛んでいき……

　ミルクの目は、あいかわらずシオンを注視していた。まるでペンには気付いてないようだった。

　当たる。シオンはそう思った。

　やはり、あの資料は全てでたらめ……

　と──

　そこでミルクが、無む造ぞう作さに手を動かした。飛んでくるペンには視し線せんすら向けなかった。

　しかし、ミルクの手は、的てき確かくにペンをとらえ……

　そして手に取ったペンをそこではじめて見てから……

　急にうろたえた表情になる。

「あう!?　な、なんで私がふでばこ忘わすれちゃったの知ってたんですか!?　あの……ごめんなさい。今後はこういうことはないようにしますから……じゃあ、このペン借りますね？　で、どこで私は試験を受けるんですか？」

　なんてことを言ってくる。ペンを受け止めたことなど、まったくすごいことだとは思っていないらしい……それを見て、クラウが嬉うれしそうに笑った。

「本物だこりゃ」

「だな。ただ……彼女を見てる限かぎり、部下たちを統とう率そつする能力が高いっていうのはちょっと疑ぎ問もんなんだが……」

　と、シオンはもう一度まじまじとミルクを見つめる。

　彼女は小首をかしげてこちらを見つめていた。その様さまは、見るものを虜とりこにするかわいらしい愛あい玩がん動物のようで……それにシオンは苦く笑しようして、小声で言った。

「一見頼たよりなげなあの子に……部下がついてくるもんなのかな？　どう思うクラウ」

　するとクラウはにやりと笑って、

「シオンはわかってないなぁ。頼りないから部下が奮ふん起きするってこともあるんだぞ？　とくに相手が女の子の場合はな」

「へ～……そんなもんなのか？」

「そんなもんさ。ま、どっちにしろどっかの部隊一つまかせてみりゃ、わかるだろ」

「強ごう引いんだなぁ。んじゃとりあえずクラウ。おまえの上司にしてみるか？」

「はぁ!?　ちょ、ちょっと待て。なんであいつが俺おれの上司なんだよ」

「ん？　不満か？」

「いや……不満というか……」

　と、ミルクを見てから、

「俺はなんていうか、もうちょい大人おとなな女が好きなんだよ。あ、だけどカルネみたいに熟じゆく女じよが好きってのも違うぞ？　こう、なんていうか、いつもはおしとやかだが、いざ夜になったら……」

　などなど、理想の女性像を一人熱く語り始めるクラウ。

　シオンはそれをしばらく聞いてからため息いきをついて、

「はいはい。わかったから。ま、最初からおまえとくっつけるつもりはないけどな。それに彼女の行き先はもう、決まってる」

「ほう。どこに？」

　興きよう味み深ぶかそうにクラウが聞いてくる。するとシオンは悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮うかべて、さっきからごそごそと話している二人を不ふ思し議ぎそうに見つめていたミルクの名を呼んだ。

「ミルク・カラード」

「は、はい」

　突然呼ばれて、再ふたたびミルクは顔を引き締しめてかちこちに固かたまる。

　それをシオンは一いち瞥べつしてから、

「君をいまここで、中ちゆう尉いに任にん命めいする」

「……………………へ!?　って、ええええええええ!?」

　その言葉に、ミルクはそんな声をあげた。そのままくりくりの目をさらに丸くして、

「あのあの……でも私まだ、士官学校も卒そつ業ぎようしてないんですよ？　それも……少尉ならともかく……いきなり中尉だなんて……」

　が、シオンは笑って、

「君の成績からすれば、十分こなせると思うが？」

「そんな……でも……」

「不満かな？」

「いえ！　そんなことはありません！　でもやっぱり私なんかよりも相応ふさわしい人がいると思うんです。ちゃんと士官学校を卒業して、成績もよくて。そういう人たちより先に私が中尉になるというのはちょっと……」

　などと遠えん慮りよするミルクに、またシオンとクラウは苦笑した。この状じよう況きようで、こんなことを言うとは思わなかったのだ。

　こんなうまい出世の口が、目の前に転ころがっているのだ。普ふ通つうなら、あっさり食いつくはずなのだ。

　なのにミルクは、本気で戸と惑まどっているようだった……

　それは……自分を買い取った貴族への反発なのだろうか？　自分が軍部で成功することが、カラード家の思おも惑わくどおりだということに反発しているのだろうか……？

　シオンはミルクを鋭く見み据すえて聞いた。

「なにを迷まよう。中尉という責せき務むの重さにか？　それとも、カラード家への反発かい？」

「え？」

　その言葉に、ミルクはまじまじとシオンを見て、しばらく沈ちん黙もくし、

「…………陛下は、そんなことまで知ってるんですか？」

「ああ。僕のところにいる部下は皆みな優秀なんでね。君の出しゆつ生しようからなにから、全すべての情報を手に入れてくれている。ローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつのことまでね……」

　シオンがその言葉を発した瞬間、ミルクがぴくりと震ふるえたが、彼はそのまま続けた。

「で、どうなんだい？　君はなにを迷っている。僕についてくるのが嫌いやなのか？」

　しかし問いかけても、ミルクはしばらくうつむいたままだった。なにかを考えているかのように……なにかを思い出しているかのように沈黙して……

「私は……カラード家を恨うらんだりはしてません。死ぬほど厳きびしいけど……ここまで育ててくれたし……もし恩おん返がえしできるならば、しなきゃいけないとも思ってます。お養か母あさまはあまり私のこと好きじゃないみたいだけど……エイミ姉さまやナルアさまは優しいし……

　それに、ローランド三○七号特殊施設についても……私は恨んだりしてないんです。

　だって私はあそこで……」

　そこから先の言葉は、シオンたちには聞こえなかったが──

　しかしシオンには想像できた。

　なぜなら、あそこにはあいつがいたんだから……

　と──

　ミルクが顔をあげる。そこには、さっきまでとは違う、毅き然ぜんとした雰ふん囲い気きがあった。

　そして、どこか優ゆう雅がさの漂ただよう笑え顔がおで、

「わかりました。喜んでお受けいたします」

　シオンはその答えで満足だった。

「では、ミルク・カラード中尉。このことをカラード家に報告するといい。おって君の配はい属ぞく先さきは通達する。それまで、家でしばらく休んでなさい」

「はい！　ありがとうございます！」

　ミルクは頭を下げて、部屋を出ていった。

　その出ていった扉をシオンとクラウは眺ながめて──

　クラウが言った。

「い～い子だなぁ……あんな娘が欲しいもんだ」

「ん？　じゃあそろそろ身を固めたらどうだ？　相手ならいくらでもいるだろ。クラウ」

「ンなことしたら俺は殺されちまうだろうが！」

「そりゃおまえが一度に何人もと付き合ってるからだろ」

「俺は公正な心の持もち主ぬしだからな」

「言ってろ」

「ってまあそれはともかく、あの子の……ミルクって言ったっけ？　の、配属先はどこにするつもりなんだ？」

　すると、シオンはあっさりと言った。

「『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいだよ」

　しかしクラウはその言葉に目を見み張はって、

「ああ？　って、なんでまたそんなところに……」

　その驚きは当然のものだった。

『忌いみ破やぶり』追撃部隊。

　そこは、もっとも嫌きらわれている所属の一つだった。

　無断で国を出しゆつ奔ぽんした『忌いみ破やぶり』──言いかえればかつての仲間の、捕ほ縛ばく、もしくは抹まつ殺さつをその任とするこの部隊は、戦争が行われていない現在の中では、もっとも厳きびしい部ぶ署しよの一つである。

　おまけに、その任地はローランド帝国の支し援えんを受けることができない危き険けんな他国領りよう内ないだ。それも、『忌いみ破やぶり』と呼よばれるということは、少なくともローランド帝国の強力な魔ま法ほうを習得している輩やからが相手となる。

　そして……

　そんな常つねに死と隣となり合わせの職しよく務むであるにもかかわらず……『忌いみ破やぶり』追撃部隊は、『仲間殺し』部隊と呼ばれて蔑さげすまれているのだ……

　だから貴族の子供などは絶対にここには配属されない。

　集められているのは、実力はあるが、身よりのない孤こ児じだった者たちなどだ……

　だから、クラウは驚いた。

「シオン。おまえ、なに考えてんだ？」

　が、シオンは肩をすくめて、

「ふふ。秘ひ密みつだ。とりあえずはミラーやルークに預あずけることになる」

　すると、クラウがますます驚いた顔になって……

「ルーク？　って……あいつまだ『忌いみ破やぶり』にいんのか？　なんでまた？　革かく命めいんときにおまえに引き抜かれたはずじゃ……」

「はは。なんでも、あいつはミラーの下にいるのがいいんだってさ。出世には興きよう味みないとか」

「いや、それにしても……ミラー先せん輩ぱいだってもっと出世してても……」

「ミラーはミラーで、『忌いみ破やぶり』は人の命を左右する重要な任務だから自分があたりたいんだそうだ。俺が中ちゆう将じようの地位をやろうとしたら、あっさり断ことわられたよ。少しよう佐さのままのほうが、いろいろ動きやすいですからだってさ」

「…………」

　それを聞いて、クラウはぽかんと間ま抜ぬけな顔になって、

「あ、あいつらあほか？　あんな嫌われてる所属に自分からとどまって……」

　シオンはそれに嬉しそうに笑った。

「ああいう奴らがいる限り、この国は大丈夫ってことさ。俺みたいなのが王になってもな」

「なるほど」

「納なつ得とくするなよ」

　なんてことを言いながら、シオンは立ちあがった。資料を閉じ、

「さて、今日のここでの用事は終わりだ。いくか」

「ああ」

　そして二人は部屋を出ようとした。

　が、そのときだった。

　シオンとクラウは部屋の扉とびらで、圧あつ倒とう的な殺意が膨ふくれあがるのを感じて……

　扉から飛びのいた。

　そのままクラウが、シオンを守るように立ちふさがり、

「なんだ!?　いまのは」

「わからない……だが……」

　シオンも鋭く扉をにらみつけた。

　そこに、なにか危険なものがいるのがわかった。

　それも一人じゃない。

　複数の……

　クラウがうめくように言った。

「貴族どもがまさか、なりふり構かまわずシオンを殺しにきたか……？」

　と──

　扉がゆっくりと開いた。

　するとそこには──

　一人の男が立っていた。意外にも、他ほかには誰も見当たらない。

　シオンは怪け訝げんな顔をしてその男を見つめた。

　綺き麗れいになでつけられた、漆しつ黒こくの長ちよう髪はつ。背はクラウと同じ程てい度どだが、クラウとは対照的に線の細い体。

　そしてはっとするほど整ととのった顔をしているが……それに気付く者はなかなかいないだろう。なぜなら、その中央にある濃のう紺こんの冷たい瞳ひとみが……他者を全て見み下くだしたような切れそうなほど冷たい瞳が、あまりにも暗い雰ふん囲い気きを放ちすぎていたから……

　年はシオンより少し上、二十二、三というところだろうか？

　男はその冷たい目でシオンとクラウを見て、口元に微び笑しようを浮うかべた。

　クラウはそれに、

「なにものだ……？」

　その男とは対照的な、生気溢あふれる赤い瞳で見み据すえた。

　すると、男はとぼけた顔で両手をあげ、

「これは、驚かせてしまったようですね。クラウ・クロム少将。それに、国王陛下」

　ゆったりとした足取りで部へ屋やに入ってくる。そしてシオンたちの前に立つと、黒色の珍めずらしい指輪のついた指先を軽く胸にあて、丁てい寧ねいに頭を下げると、

「私は、ミラン・フロワードと申します。カーラル・フロワード侯こう爵しやくの息むす子こにして、現在、ローランド帝国軍から、中佐の地位をいただいております」

　その挨あい拶さつに、クラウが吐はき捨すてるように言った。

「ほう。その貴き族ぞくの息子さんが、こんなところになんのようなんだ？」

　その問いかけに、フロワードは小さくうなずき、

「いえ、こちらで定期的に、国王陛下が貴族の目をのがれてこそこそと貴族に対たい抗こうするための人材を集めていると聞きまして」

「な!?　貴様！」

　クラウが声をあらげた。しかしそれを、

「下がっていろクラウ」

　シオンは制してから、フロワードに向き合った。金色の瞳で、冷たい、凍こおりつくような瞳をまっすぐ見据える。そして、

「ミラン・フロワード中佐。君のことは知っているよ。弱じやつ冠かん十七で少尉になり、その後いくつかの内戦を見事に鎮ちん圧あつしてみせ、またたくまに中佐までのし上がった逸いつ材ざい。フロワード侯爵の息子ではあるが……実際は、君も買われてきた口だ。元は孤児だった。そうだな？」

　と、シオンのその言葉に、フロワードは薄い笑みを浮かべて、

「さすがでございますね。シオン・アスタール様。それに付け加えますなら──『しかし任務を達成するその手段は卑ひ劣れつ極きわまりなく、成り上がるためならどんなこともする。フロワード侯爵に忠実で、仲間に引き入れることは難むずかしいであろう』──いまは亡なき、フィオル・フォークルが残した調査資料には、そうあったのではありませんか？」

　あっさりとそんなことを言ってくるフロワード。

　フィオル・フォークルが残した資料は、シオン以外には手にすることができないはずなのにだ……

　しかしシオンはそのことについては触ふれずに、言った。

「で、その君が私になんのようだろう？」

　するとフロワードはクラウにちらりと目を向け、それからシオンを見据えて、

「……できるならば……」

　それだけを言った。

　それにシオンは微笑を浮かべて軽くうなずき、

「いいだろう。おいクラウ、ちょっと部屋を出ててくれないか？　ミラン・フロワード中佐は、どうやら私以外には聞かれたくない話をしたいらしい」

　しかしクラウはそれに慌あわてた様よう子すで、

「おいおいおいおい、ちょっと待てよシオン。そういうわけにはいかねぇぞ。俺はいま、おまえを守るためにここにいるんだからな。だいたい、おまえは俺には聞かせられないような話をこいつとしようってのか？」

　その問いに、シオンは苦笑して、

「いや、おまえに聞かせられないんじゃなくて、おまえがいたら、この中佐は口を開かないだろうってことだよ。だが、私はどんなささいな情報も手に入れたい。知ってるだろう？　私の性格は」

　するとクラウは掌てのひらで軽く頭を抱かかえて、

「……ああ、知ってるよ……そんでもって、おまえはこうと決めたら、俺の意見なんか聞き入れやしないってこともな……ったく、こんなことがバレたら、またカルネにぶつぶつと先輩は役立たずだとか小こ言ごと言われそうだなぁ」

「はは。ま、そこんとこはうまくやってくれ」

「ん。だが……」

　とそこで、クラウはじろりとフロワードをにらみつけてから……

「気をつけろよ」

「ああ」

　シオンがうなずくと、クラウは渋しぶ々しぶと部屋を出ていく。それを見送ると、シオンはフロワードに目を向けて、

「で？　もう一度聞くが、君は私になんの用があるんだ？」

　するとフロワードは本題に入った。しっかりとシオンを見据えてから、

「それについては……あなたはすでにお気付きだと思うのですが？　あなたが私を必要としておられるから、私は出向いてまいりました」

「うん？　なにを言っているのかがいまいち……」

　が、フロワードはそのシオンの言葉を遮って、

「あなたはすでに気付いておられるでしょう。クラウ・クロム少将は、見てのとおり輝かがやいておられる。フィオル・フォークルも、そしてさきほどのミルク・カラードも。あなたのような表舞台を歩あゆむ者には、光を求めている者が集まってくる。ですが、あなたが真に欲しがっているものを手に入れるためにはそれだけで足たりるでしょうか？

　それとも、これからもあなたが一人で暗くら闇やみを担にないますか？　それは無理だ。いままではできたかもしれないが、あなたはすでに王になった。この国の光であるべき人だ。ならば、誰かが代わって、暗闇を担わなければならない。私がそれになろうというのです。あなたが本当に求めているものを手に入れるために」

　そんな、まるでシオンの心を見み透すかしているかのような態たい度どで言ってくるフロワードをシオンは見つめたまま、

「……私の暗闇を担う、だと？　ずいぶんと大きく出たじゃないか。で、私がなにを求めているのかが君にはわかっていると？」

　すると、

「もちろん、存じあげております」

　フロワードは表情一つ変えず、迷いなく即そく答とうしてきた。シオンはそれに、

「ほう」

　楽しげに微笑を浮うかべた。

「なら、答えてみろよ」

　すると、フロワードは一ひと呼こ吸きゆうおいてから、目を閉じた。そして、淡たん々たんと語り始める。

「そう……いまはまだ、このローランド帝国はメノリス大陸に散さん在ざいする一国にすぎませんが……しかし私は、この大陸全土を覆おおい尽つくす、大ローランド帝国の王になるあなたの夢の、お手伝いをさせていただきたいと考えております」

　それにシオンは眉まゆを吊つりあげ、

「………………それが、私の夢だと言うのか？　はは。それはずいぶんとだいそれた夢だな。だが、私はそんな大たい層そうなものになろうなどとは考えていないぞ？　私が望むのはただ、争いのない、民たみが笑え顔がおで暮くらせる国だ」

　が、フロワードはそれに満まん足ぞくげな、冷たい微笑みを浮かべ、うやうやしく頭を下げて言ってくる。

「もちろんでございます陛下。胸のうちはどうあろうと、王の発言はそうでなければならない。そして、残りの闇は、私が担いましょう。そのためならば私は、養ち父ちをもこの手にかけることを辞じさない覚かく悟ごです」

　シオンはそのまま、忠ちゆう誠せいを尽くすかのように頭こうべをたれるフロワードを見つめた。

　フロワードが言う。

「どうぞ、お側そばにお置きくださいませ」

「…………」

　ふざけた男だ。

　シオンはそう思った。ひどく冷たい瞳、そして、切れる頭。

　この男がいま、あっさりと言い放った言葉は、とんでもないことだった。

　メノリス大陸全土を覆おおう、大ローランド帝国の王に、シオンを担かつぎあげようというのだ。

　それは、このメノリス大陸全土を、いまだかつてない戦火の炎ほのおの中へとたたきこむということだ……

　そしてこの男は、それをシオンが望のぞんでいると言った……

　俺がそれを望んでいると……

　俺が……

　シオンは目を細めた。確たしか、ルシルもかつてそんなことを言っていなかっただろうか？

　俺が本当に求めているのは、ローランドの王になることの、さらにずっとずっと先……

　が、そこまで考えて、シオンは心の中で首を振ふった。馬ば鹿からしい。俺が本当に望んでいるのは、母さんが望んだもの、キファが、みんなが望んだもの。あいつが望んだもの……

　平へい凡ぼんな、争あらそいのない平和な世界だ。

　再びシオンはフロワードを見つめた。そして、

「妙みようなことを言うなミラン・フロワード。おまえはまず、その養ち父ちを殺したいんじゃないのか？」

　するとそれにフロワードは顔をあげ、一いつ瞬しゆん驚いたような顔になったあと、

「は、はは。おたわむれを……」

　まるで死人のような暗い笑みを浮かべて言った。

　暗い闇。

　シオンは考えこんだ。

　この男は危険だ。

　だが、それでも必要な人材だと、彼は思った。頭が切れ、おまけに自分には、そしてクラウや、フィオルたちにはできないような非情な決断を下すことのできる人材。

　この男には、ルシルと同じ匂においがあった。いや、ルシルほどの神がかった化ばけ物ものではなかったが……しかし、ルシルよりもより一いつ層そうの人間的闇を感じる……

　自分の手に負えるのだろうか？

　そんなことを考え……だが、すぐさま弱気になっている自分を嘲わ笑らった。

「…………いいだろう。おまえにも働いてもらう」

　するとフロワードはそれに再び頭を下げ、

「ありがたきしあわせ」

　呟つぶやいた。




　数日後には、フロワードは大佐に昇しよう進しんし、シオン直ちよく属ぞくの配はい下かへと移うつってきていた。

　仕事は、いやらしいほど完かん璧ぺきにこなした。

　フィオルには任まかせなかった──シオンがいままで一人で処しよ理りしてきたあまり綺き麗れいとはいえない暗い仕事も一手に引きうけ、次々とこなす。

　今日も執しつ務む室しつで、かつてフィオルの集めた書類──クリアド卿きようの領りよう民みんが、貴き族ぞくと対立して税を納おさめなくなった問題についての、領民の意見がまとまっている書類を、なんの感かん慨がいもない、冷たい瞳で眺ながめて、

「この問題は、しばらくはこのままで放置しましょう」

　それにシオンは執務卓に広げた書類から顔をあげて、

「だが、どうもその問題は、クリアド卿が税率をあげたことから起こった問題だろう？　国民たちが苦しんでいる。それを放置するわけには……」

　が、フロワードはシオンのほうは一いち瞥べつもせずに、

「陛下。発言権の弱い国民よりも先に、まず貴族です。いま、アスタール様の貴族への発言権はそれほど強くありません。おまけにクリアド卿は、あのステアリード公爵の一派。いま、手を出す力は残ざん念ねんながら、我われ々われにはありません。ここは、クリアド卿の領民を、反国王派貴族たちへの不満の種として飼かうのが最良の一手かと」

　そう、フロワードは言った。苦しんでいる領民を、飼うと……

　シオンはそれに顔をゆがめて、

「たとえそれが最良の一手だとしても、私がそれをするわけにはいかないな。それではかつての王と同じになって……」

　が、フロワードはそれを遮さえぎって、

「ならば早くこの国を完全に手中に入れることです。目先の偽ぎ善ぜんを優先して、国民全すべてを苦しませるか……それともここは耐たえて、覇は道どうを進むか……」

「…………」

　フロワードの言葉は正しかった。このままずるずると反国王派の貴族と対立が続けば、一番被ひ害がいを受けるのはやはり国民だ。フロワードのいまの一手は、その貴族たちの勢せい力りよくを弱らせ、シオンの力を強めるためには、必要なことだろう……

　しかし……

「やはりだめだ。ヒュレッド地方の領民に、援えん助じよを送るんだ」

　すると、少し落らく胆たんしたようにフロワードは目を細めてシオンを見つめ、

「援助……ですか？」

　が、シオンはにやりと笑って、

「ああ。援助だ。だが、私の名で援助するわけにはいかないからな。そう、豪ごう商しようかなにかの名を騙かたって、援助しよう。もちろん──」

　フロワードはそれに納なつ得とくした表情で、

「なるほど。そしてその豪商は、国王の信しん奉ぽう者しやで、領民に援助するたびにあなたへの好意的な情報を流すと……いいでしょう、今回はそれでいきます。しかし、いつまでもそういう方ほう針しんでは……」

「……ああ、わかってる。わかってるさ……あとのことは、おまえに任せた」

「……かしこまりました」

　言って、下がっていくフロワード。それと入れ違ちがうようにして、クラウとカルネが執務室に入ってきた。

　クラウは部屋から出ていくフロワードを振り返りながら、シオンの前に立って、

「結局、あいつを仲なか間まに引き入れたのかよ？」

　憮ぶ然ぜんとした表情で言ってくる。それにシオンは笑え顔がおで、

「ああ。優秀そうだったからな。現に、かなり助かってるよ」

　続いてカルネがクラウとシオン、そしてもういない、フロワードが出ていったあとの扉をキョロキョロと見まわして、

「え？　って、誰の話してるんです？　いまのって、新入りさんですか？」

　それにクラウがうっとうしそうにうなずいて、

「俺がおまえにかわってシオンの護衛についてたときに、シオンがスカウトした奴だよ」

「へ？　スカウト……？　え？　え？　だって、先輩あのとき、めぼしい人材はかわいい女の子が一人いただけだって言ってませんでしたっけ？」

「ああん？　細こまけぇことぐちゃぐちゃうるせぇな。男の話なんて俺は普ふ段だんはしない主義なんだよ」

「どういう主義ですかそれは……そんなことじゃ、もう安心してクラウ先輩に仕事任せられないじゃないですか」

「ほう……てめぇいつから俺に仕事任すなんて言えるほど偉えらくなったんだよ。俺がおまえに仕事を与えてやるの間ま違ちがいだろうが」

「なに言ってるんですか。与えるじゃなくて、押おしつけるの間違いでしょう。めんどくさそうなのは全部僕に押しつけて……ああもう、それはいいです……それより、どういう人なんですか？　その新入りの……」

　それにシオンが、

「フロワードだ。ミラン・フロワード」

　すると、クラウが顔をしかめて、

「嫌やな奴だよ……なあシオン。あいつはたぶん、おまえのためにはならないぞ……やりにくいったらありゃしねぇ。おまけに……ひでぇ瞳めをしてやがる。……凍こおりつくような、嫌な瞳だ……俺たちとはあきらかに種類が違う」

　それにカルネは首をかしげて、

「先輩がそんなに人を嫌うなんてめずらしいですね」

「ああ？　俺は男は全ぜん般ぱん的に嫌きらいだぞ」

「いや、そりゃ僕だって女の子のほうが好きですけど……って、そういうことじゃなくてですね……」

　そんな二人のやりとりにシオンは苦く笑しようを浮うかべて、

「フロワードは、貴族の息むす子こなんだよカルネ」

「ああ、先輩は貴族、嫌いですもんねぇ。そのわりには貴族の女の子たちと付き合ってるけど……」

　と、カルネがうなずく。だが、クラウはその軽口の相手をせずに、シオンを見つめて、

「で、おまえはじゃあ、考えは変えないわけだな。奴を仲間に引き入れると。奴を使いこなせると思うか？」

　真しん剣けんな表情だった。シオンの心と、まっすぐに向き合うような、フロワードとはまるで違う真しん摯しな瞳。シオンはそれをしっかりと受けとめて、言った。

「それを使うのが、王の器量ってもんだろう？」

「…………」

　それで、クラウはにやりと笑った。

「いいだろう。あんたが決めたことだ」

　続いてカルネが、

「あたりまえでしょう。先輩と違って、シオンさんが決めたことはいままで間違ったことなんてないんですから」

「ああ？　俺が決めたことだっていままで間違ったことなんてなかっただろうが」

「はぁ？　じゃあなんで僕は先輩の女関係であやまってまわらなきゃならないんですか！」

「てめぇそりゃ、俺に喧けん嘩か売ってんのか？」

「なわけないでしょう。喧嘩で先輩に勝てる人がいるなら見てみたいですよ。でも、いつものようにカードでならこてんぱんにしてあげますけどね」

「ほう、言うじゃねぇか。今日の俺が一ひと味あじ違うことを知らねぇな」

「いつも先輩そんなこと言ってますよ？」

「うるせぇ。今日こそいままでの負けぶん全部取り戻してやる！」

「負けてもお金払はらってくれないくせに……でも、いいでしょう。やりましょうか」

　そしてクラウは勢いきおいよくシオンの前に書類をおいて、

「そういうわけだ。こいつをこてんぱんにしてくるから、ちょっと俺いくな。あ、それこないだの調査任務のレポートだ。んじゃ」

　と、ずかずかと部へ屋やを出ていくクラウ。それに続いてカルネが、

「あ、じゃあ僕もこの報告書……」

「おらカルネ！　早くきやがれ！」

「あ、あ、んじゃシオンさん、僕いきますね」

　と、部屋を出ていく二人を見据えて……

「って、おまえら仕事しろよ……」

　シオンはため息をついたのだった。




　一方、部屋をでたところでは……

「じゃあ、先輩。今日はどのゲームにしますか？　ポーカー、クロック、フィスト」

「…………」

　が、クラウは答えない。カルネがそれに首をかしげて、

「って、先輩？」

「ああ？」

「カードしないんですか？」

「俺が公務中に遊ぶかよ」

「!?」

　瞬間、カルネは信じられない天てん変ぺん地ち異いに恐おそれおののく赤あか子ごのような驚きよう愕がくの表情になって二、三歩後ずさり……

「せ、せ、せ、せ、先輩がまともなことを言ってる!?」

「…………おまえは俺をなんだと思ってんだ？　って、そんなことはどうでもいい。それよりも、フロワードだ」

「フロワード？　あの新入りさんのことですよね。そんなに気になりますか？」

　するとクラウが真しん剣けんな表情でうなずいた。

「ああ。あいつはやばい。感じるんだ」

「げ、先輩のいつもの直感ってやつですか。やばいなぁ。先輩の直感はあたるんだよなぁ。野や獣じゆう並なみに……」

「直感だけじゃない。おまえにもそのうちわかると思うが……とにかくだ。俺たちの役目はなんだ？」

「は？　役目……ですか？　まあ、シオンさんを守ることですかね？」

「そうだ。俺は、シオンがこの国の王になってくれたことによって、この国はようやく救われると思った」

「そりゃ僕もですよ。シオンさんなら、この国をいい方向へ導みちびいてくれる。だからあの人についてきたんですから」

「あいつは俺たちとは違うんだ。この国にはあいつが必要だ。そして、あいつを守るのは……」

「僕らの仕事ですね」

　そこでカルネも真剣な表情になった。

「で、フロワードの身しん辺ぺんを、調べろと……」

　クラウはそれに微ほほ笑えみ、カルネの緩ゆるやかなウェーブのかかった金色の髪をくしゃくしゃとなでてから、

「ったく、世せ話わがやける王様だよなぁ……」

「…………というより、僕的には先輩のほうが世話がやけますけどね……せっかくセットしたばかりなのに……」

　そんな会話をしながら、二人は廊ろう下かを歩きはじめた。

　途と中ちゆう、フロワードとすれ違ったが、声はかけなかった。









　　第三章　王の憂ゆう鬱うつ









　トアレに案内された屋や敷しきは大きかった。

　その屋敷の一室で、ここのところライナは研究に没ぼつ頭とうしていた。

「へ～、この地域にこんな勇者伝説があんのか……でもこれは嘘うそくせぇなぁ……確たしかこの伝でん承しようはいろんな国に分ぶん散さんして……」

　なんてことをぶつぶつ言いながら、次々と本をめくっては、レポートに文も字じを書き入れていく。

　ライナにあてがわれた部へ屋やは、無意味に広い室内に、ぽつんとテーブルとベッドがあるだけの部屋だったが、研究するにはもってこいの場所だった。

　部屋の広さを有ゆう効こうにいかして──というよりは、出したら出しっぱなしなだけだが──いたるところに積つみ重かさなった本の山々のせいで、部屋の入り口からライナが座すわっているテーブルまでたどりつくには、迷めい路ろをたどるようにいったりきたりしなければならない。

　とそこで──

　扉とびらの外から子こ供どもたちの声がした。

「ライナ兄にいちゃーん!!　ごはんだよー!!　はやくきなよー。さめちゃうよー！」

　しかし、

「…………」

　ライナは返事しない。

「あーそうか。なるほど。この伝承がこのお伽とぎ噺ばなしにとってかわってんのか……とするとこれは……」

「おーい兄ちゃんってば！」

「ごはんいらないなら俺おれたちが食べちゃうぞー？」

「いいの？　いいんだねー？」

　次々と子供たちの声がする。

　この屋敷には実に十五人もの子供がいた……下は一歳さいから、上は十九のトアレまで……

　よくもまあ、それだけ生ませたと思うが……

　だから最初のうちは、うるさくてまるで研究どころではなかったのだが……

「おい聞いてんのか!?　ライナ兄ちゃん。飯めしだって言ってんだろ!!」

「……ふむふむ。じゃあ、あっちの地方宗しゆう教きようの神は、あっちの宗教を取り込んで……ってことはこれは調べてもたいした成果はあがらないってことに……」

　滞たい在ざい四日目ともなると、ライナもいい加か減げんなれてきて、うまい具ぐ合あいに子供たちの声を聞き流せるようになっていた。

「もうキレた！　夕飯ちゃんと食べないと夜にお化けにおそわれちゃうんだぞ！　トアレ兄ちゃんが言ってたもん！　そうなってもしらないからね！」

「そうだそうだ！」

　そう言い残して、どたどたと走り去っていく子供たち。

　それにライナは顔をあげ、ため息いきを一つついた……

「あいつらに捕つかまったら、一日中弄もてあそばれるからなぁ……」

　と、この屋敷に到とう着ちやくして早そう々そう、子供たちに次々と抱だきつかれ、鬼おにごっこの相手やかくれんぼの相手をさせられ、それをサボって昼ひる寝ねをしていたら仕事をちゃんとしろとフェリスに殴なぐられ……おまけに子供のおもらしの世せ話わやらなにやらまでやらさせられて……

　うかつにこの部屋から出ることもできないのだった……

　幸さいわいこの部屋にはトアレが言ってくれたおかげで、子供たちは入ってこないし……

「ってか、あいつらトアレの言うことしか聞かねぇし……」

　トアレの言葉は絶ぜつ対たいだった。

　子供たちにとって、トアレは親であり、兄であり、友達であり、そして教きよう師しだった。

　そしてライナはといえば、子供たちにとって体ていのいいおもちゃだった……

「うう……仕事しよっと……」

　再ふたたび彼は、公用語ではなく、古代語で書かれた本に目を戻もどし……

　と──そのときだった。

　部屋の窓まどが音もなく、すっと開いたのは。

　一いつ瞬しゆんだけ、ほんのわからない程てい度どの間だけ、風が部屋に入りこみ、カーテンがかすかに揺ゆれる。しかしそれも、本当に一瞬だけのことだった。再び音もなく窓は閉じられ、部屋には元の静せい寂じやくがおとずれる。

　常じよう人じんなら、気付かない程てい度どの変化……

　が、ライナは本にいつもの緩ゆるんだ目を向けたまま……

　体を緊きん張ちようさせていた。

　その部屋の中のかすかな変化に、勘かん付づいていた。

（ったくめんどくさい……いったいなにが入ってきたんだ？）

　侵しん入にゆう者しやの動きは、見み事ごとなまでに気け配はいがなかった。侵入手段にしても、音一つたてていない……それからも、物取りやなにかの類たぐいでないことはあきらかだった。

　その動きは、よく訓くん練れんされたものだ。それも、主おもに暗あん殺さつ技ぎ術じゆつ……

　ってことは、いま入ってきてるのは暗殺者ってわけで……

　ってことは、俺は殺される可能性があるってわけで……

　ってことは、撃げき退たいするために少し動かなきゃいけないのは……

「めんどくせぇなぁ。だいたい、俺は狙ねらわれる覚おぼえはないんだけどなぁ」

　本に顔を向けたまま、あいかわらず緊張感のない声こわ音ねで言う。

　すると同じ室内から突とつ然ぜん、

「おまえになくても、あたしにあるの！」

　その声は、意外にも幼おさない女の子のものだった。しかし、そんなことが問題にならないことはライナが一番よく知っていた。彼が幼いころに所しよ属ぞくしていたローランド三○七特とく殊しゆ施し設せつでは、実力さえともなえば子供だろうがなんだろうが、実戦投入される……

　暗殺だろうが、戦場だろうが……

　気配を完全に消すことができるほどの相手にライナは気を抜ぬいたりはしない。

　やる気なさそうに脱だつ力りよくしていても、眠ねむそうに目を緩めていても、あらゆる状じよう況きように的てき確かくに対たい応おうするよう、あの施設で教育されてしまっている……

　ふと、部屋の中の停てい滞たいしている空気が揺ゆれるのを感じた。音はしない。

　しかし、相手が仕し掛かけてきたのがわかった。

「ん」

　ライナはとっさに振ふり向き、相手を確かく認にんしようとして……

「んな」

　視し界かいに相手の姿すがたがなかったことに驚おどろいた。

　かわりに、一冊の本が彼に向かって飛んでくる。

「くそ！」

　それを見て、ライナは舌うちした。いまの空気の揺れは、おとりだったのだ。

　ライナの注意を投げつけた本に向けさせておき、その間に気配を完全に絶たって別の方向から攻こう撃げきを仕し掛かけて……

「えい！」

「うわ!?」

　かけ声とともに、背はい後ごから強きよう烈れつな拳けん打だが放はなたれた。ライナはそれをあわててかわし、反対方向から飛んできていた本をはたいてそのまま見えない敵てきへ投げつける。

　が、相手は当然のようにそれをかわし、そのままものすごい勢いきおいで跳ちよう躍やくして壁かべを蹴けり、反動をつけて殴りかかってくる。

　すさまじい身体能力だった。

　この狭せまい部屋の中、天と地の区切りを無視するかのように、縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る。

　ライナは迫せまってくる敵の姿を見た。

　恐おそろしいことに、それはほんの少女だった。

　七、八歳さいくらいだろうか？

　なぜかフリルのたくさんついたドレスのようなもので身を包つつんでおり、その背には小さな赤いリュック。綺き麗れいな金きん髪ぱつに、幼さは残るが、信じられないほど整ととのった顔。

　美女……という年ねん齢れいではないが、間ま違ちがいなく美少女だった。

　それも、人間離ばなれしているほどの……

「って……」

　そこまで見て、その少女を形容する言葉に、あまりに自分のよく知っている人物と共通するものがあったのでライナは戸と惑まどった。

「これはいったいどういう……」

　が、言葉をそれ以上紡つむぐ暇ひまはなかった。

　その美少女は、鋭するどい手しゆ刀とうを繰くり出しながら必死の顔で、

「は、早く倒たおさなくっちゃ!!　姉ねえ様さまを連つれ去さった男は……夜になると忌いまわしい伝説の野や獣じゆうに変へん貌ぼうして手がつけられなくなるってシオン兄にいちゃんが言ってたし……あたしが、あたしががんばらなくっちゃ!!」

「はぁ!?　って……野獣？　シオン？　姉様？　おまえちょっと待……」
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　が、ライナの言葉など聞かずに、美少女は常人なら、百回は確かく実じつに殺せるほどの攻撃を、連続して放ってくる。それをライナも巧たくみな動きでかわし、なんとか防ふせぎながら、

「く……これはちょっとまずい……か？」

　顔をしかめた、その瞬しゆん間かんだった。

　部屋の扉とびらが開き、片手に料理の載のったお盆ぼんを抱かかえた絶ぜつ世せいの美女が入ってきて、

「ん。なんだイリス。なぜこんなところにいる？」

　ライナと少女を、いつものまったく感情というものがうかがえない瞳ひとみで見て言った。

　と──

　突然イリスと呼よばれた少女はライナへの攻撃をやめ、弾はじけるように跳躍した。

　そのまま壁を蹴り、さらに天てん井じようを蹴るなんていう超ちよう人じん的な動きをして、

「姉様ぁ!?」

　フェリスに抱だきつこうとする。

　フェリスはそれを、盆を持っているのとは反対側の手でイリスの顔面を押さえてとどめるが……

「姉様ぁ～姉様ぁ～」

　その手にイリスは嬉うれしそうにじゃれついている……

　そんな、愛情があるのかないのかいまいち微び妙みような光こう景けい……

　ライナはそれをぼけっと見つめて……

「姉様？……ってまさかそれ、フェリスの妹か？」

　するとフェリスはうなずいて、

「そうだ。私に似にて美人だろう」

「………………………いや、まあ、そりゃ否ひ定ていしないけどさ……」

　そんでもってフェリスに似て迷めい惑わくこの上ない……

　とは、口が裂さけても言えなかった……

「ん。ところでライナ。研究はすすんでいるのか？　トアレに頼たのまれて、夕食を持ってきたぞ」

「ってか、そのまえになんでその迷惑妹がここにいるのかとかは気にならないのか？　ここネルファだぞ？　そんな小さな子が一人でこんなところまで……」

　言いかけて、さっきのイリスのとんでもない動きを思いだし、

「……いや、これないことはないだろうが……なんでまたきたんだ？」

　聞くと、フェリスもそれに納なつ得とくしたのか、手であやしていたイリスに向かって、

「おいイリス。なんでおまえはここにいるのだ？」

　するとイリスは顔を輝かがやかせて、

「イリスってば、姉様を助けにきたんだよ！　だって、姉様ったら急にいなくなっちゃうんだもん。でねでね、毎日いろんなだんご屋さんとか探さがしてたんだけどいなくって……そんで泣ないてたらシオン兄ちゃんがきて、姉様が凶きよう悪あくな野獣と連れ立って最高のだんごを見つける旅に出たって聞いて……でね。イリスがなんか……えっと……情報をどうのこうのする係りになったの！　えらい？　えらい？」

　なんてことを言うイリス。いまいちわかりにくい説明だったが、この少女がどうも、シオンとライナたちとの情報伝達の役をすることになったということは伝わった。

　フェリスはそれにうなずいて、イリスの頭をなで、

「ん。えらいな。しかし、一つ足たりないものがある」

　が、イリスはそこでさらににまーっと笑って、

「わかってるもーん。姉様にはちゃんとお土産みやげ持ってきたよ！　はいこれ。ウィニットだんご詰つめ合わせセット！」

　と、背中の小さなリュックからだんごの箱はこをとりだす。いくつも、いくつも……

　合計五つのだんごの箱をとりだすと、リュックはぺしゃんこになり……

　どうやらそのリュックにはだんごしか入っていなかったようだった……

　それを見てライナは、この少女はいったい、旅の身み支じ度たくもなしにどうやってここまできたのかと目を疑うたがった……

　そういうライナたちも、ここまで身一つできたのだが……

　そんなことはこのさい棚たなの上である。

　まあそれはともかく、フェリスがそんなイリスに満まん足ぞくげな表情で、

「百点だ」

　途と端たん、イリスは飛びあがって喜び、それからライナのほうを向いて、

「やったー！　イリスってば百点取っちゃった!!　すごい？　すごい？　えへへへ♪」

　かわいらしいことこの上なかった……

　これがフェリスの妹とはとても思えない……

　がしかし、ライナがそんなことを思っているところで急にイリスはむむむっと難むずかしい表情になり、

「あ！　しまった！　野獣と会話するとすぐに子供が生まれちゃうって姉様に習ってたんだった!!」

「……おいおい……」

　そんな言葉にライナは思わず突つっ込こんだ。そこでフェリスがだんごをぱくつきながら、

「ん。よく覚おぼえていたな。そしてイリス。あそこの間ま抜ぬけ面づらをしている男を見てみろ。あれが夜な夜な婦女子を襲おそう、野獣の代表だ」

　すると途と端たんにイリスは驚きよう愕がくの表情になり、

「だ、代表……？　まさか……姉様になにかしたんじゃ……」

　それにフェリスはなぜか顔を赤く、そして悲しげにうつむいて、

「……すまないイリス。私は……あの色しき情じよう狂きようと会話してしまった……」

「いやあああああああああああああ!?」

　そんな会話にライナはげんなりしながら、

「って………………おまえらなぁ……会話で子供ができるなら世の中大変なことに……」

　が、ライナの言葉はそこで絶たちきられた。

「もう許ゆるさないんだからぁ!!」

「へ？」

　彼は目を丸くして……

　瞬間、イリスの鉄てつ拳けんが信じられない勢いで飛んできて……

「ぎゃああああああああ!?」

　ライナの悲ひ鳴めいが屋敷に響ひびき渡わたったのだった。




　しばらく後。

　ライナとフェリス、それにフェリスの横からまったく離れようとしないイリスは、テーブルを囲かこんでだんごを食べながらお茶をすすっていた。

　イリスがリュックからメモ帳ちようをとりだして、

「で、じゃあとりあえず、状じよう況きようを教えてー。シオン兄ちゃんに報告するからね！　さあ、いってみよー！」

　と、一人元気に叫さけぶ。ライナはそれにげんなりした表情でため息いきをつき、フェリスはあいかわらずもくもくと、もう何本目かわからないだんごを食べ続けていた。

「さあ、はやくはやくぅ！」

「…………はぁ。ったく、シオンの奴やつ、俺にばっかりこんな奴らを押し付け……ってはう!?　う、うそですうそ……いやー絶世の美人姉し妹まいに囲まれて嬉うれしいなぁ……だから、その、投げつけようとしているだんごの串くしを降おろそうね……さすがにおまえの攻撃は防ぎきれないから………………はぁ……」

　と、最近のライナはどうも、ため息が多いようだった……

　まあそれはともかく。

　ライナが疲つかれた様よう子すで、

「んとな、とりあえずいまの状況は……あー……っていうか、はっきり言ってほとんどなんの成果も出てないぞ？　ここネルファ皇こう国こくの王都の図書館で、この地ち域いきの詳くわしい勇ゆう者しや伝説についていま調べてるところ。まあ、そんなところだな。ここまではいいか？」

　それにイリスは、わかっているのかわかっていないのか、ライナの話にふんふんともっともらしくうなずきながら、メモ帳になにやらを書きこんでいる。

　ライナはそれをしばらく無言で待って、

「………………」

　イリスはまだ書いている。

「…………………………」

　イリスはまだまだ書いている……

「……っておまえ、いまくらいの内容で、そんなにいっぱい書くことあるのか？」

　と、ちょっと気になってイリスの手元をのぞきこんでみるとそこには……

　奇き妙みようにへたくそな絵がいろいろと描かきこまれていたりして……

「っておまえ俺の話全然聞いてないだろ!?」

　するとイリスはぎくりとした表情でライナを見て……

「そ、そんなことないもん！　あたしこれで全部わかるんだもん！」

「嘘つけ」

「嘘くないもん！　ほんとだもん！」

　手をぶんぶんふりながらイリスが言い張る。それにライナはてきとうにうなずいて、

「はいはい。んじゃ、俺はもう本読むからあんまり話しかけんなよ。そうでなくても最近全然研究が進んでないんだし……」

　言って、再び本を広げる。それをイリスはむむむとにらみつけて拳をにぎりしめ、

「無む視ししたらやだぁ!?」

「ぎゃああああああああああああ！」

　その悲ひ鳴めいが響ひびいたのはもう、何度目だろうか……




　再びしばらく後のち……

　ライナは、ネルファに入ってから手に入れた、この国の情じよう勢せいをイリスに語かたっていた。

　というのもイリスのたどたどしい説明からなんとか聞き取ったには、シオンはライナたちに、勇者の遺い物ぶつ探たん索さく以外にも各国を巡めぐっているときに手に入れたその国々の情報なんかも報ほう告こくしろとのことだった。

　そんなわけで。ライナはあいかわらずメモ帳に芸術的作品を生み出し続けているイリスに向かって淡たん々たんと話す。

「あー……ってないきさつで、いまんとこ俺たちは、この国の皇こう子しの息むす子こ、トアレのやっかいになってるわけだ。ちなみにこのトアレってのは、けっこう民みん衆しゆうからも人気があって、馬ば鹿かで有名な皇子にくらべたら、かなりいい奴みたいだな。トアレにその気があれば、革かく命めいの火ひ種だねにくらいはなれるかもしれない。シオンと素す性じようも似てるし……あ、だが、街まち並なみを見る限かぎりは、みんな生き生きとしてるし、革命は起きないか……ここしばらくはこの国はどことも戦争してないみたいだしな。まあ、そういうのをかんがみると、いまの王様はそこそこできた奴みたいだな。比ひ較かく的良政を敷しいてると思う。だから、次だな。いまの王が倒たおれたあと、馬鹿皇子が王になったら……

　この国は変わるだろうなぁ……なんせ聞いた話によると、民衆はみんな皇子が嫌きらいみたいだからなぁ。なんか、手当たり次し第だいに女を連れていくし、街に下りてきては傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいをするらしい……

　こりゃ、王になったらひどそうだろ？　その上、この馬鹿皇子は、いまの王の一人息子だときたもんだから……貴き族ぞくたちは絶対に次の王になるであろう、この馬鹿皇子のことをいまの王に告つげ口したりはしないし……トアレが期待されるのもわかるわけだ。

　おまけに聞いた話によると、トアレがいくつもの貴族の圧あつ政せいやら専せん横おうなんて問題を、国王に上じよう奏そうして解決したりしてるみたいで──なんか、国民と国とをつなぐ窓口みたいな役割になってるらしい。問題が起きたら、まずはトアレのところに相談ってなくらいに。

　当然そんなトアレは国民には絶ぜつ大だいな人気があって……そのくせ気取ったところがまるでないしと……

　まあ、シオンとは多少素性が似てるが、優やさしいし、責せき任にん感かんがあるしと、大おお違ちがいだな。

　そんなこんなでまとめると。

　シオンの野や郎ろう、俺にこんな迷めい惑わく娘むすめ二人も押し付けやがって、次会ったら絶対ぶっ殺してやる！

　ってなところか」

　と、話し終わってイリスを見ると、イリスもメモ帳にお絵え描かきをし終わったところだった。そして顔をあげて、

「よし！　これで完かん璧ぺき！」

　なんていうセリフに、ライナは半はん眼がんで、

「………………はいはい」

「あ～！　なにそれなにそれ！　それ絶対疑うたがってる目だぁ！」

「……だっておまえ……そんな絵ばっかでなにがわかるんだよ」

　ライナが言うと、イリスはメモ帳をつきつけてきて、

「じゃあ、質問してみればいいじゃん！　イリスってば全部答えちゃうんだからね！」

「…………」

　ライナは手渡されたメモ帳を開いて、ますますげんなりした。

　そこには、全すべてのページにわたって、イヌなのかネコなのかよくわからないへたくそで不ぶ気き味みな動物たちがいくつもうごめき、太陽が二つでてたり、海から赤い屋や根ねの家がすごい勢いで発はつ射しやされていたり……

　あげくに次のページではその赤い家が太陽に突つき刺ささっていたり……

　恐きよう怖ふだった……

　俺は、俺はどこか狂きよう気きの世界にまぎれこんでしまったのだろうか……？

　ライナはそんな錯さつ覚かくさえおぼえて頭を抱かかえた。

　しかしその狂気の美少女は期き待たいした輝くような瞳でライナを見つめてきて、

「早く早くぅ！」

　せかしてくる……

　ライナは仕方なく二つある太陽を指差して、

「んじゃ……これは？」

　するとイリスは身を乗り出してきて、まるで子供が親に自分の描いた絵を語るように嬉うれしげに話しはじめた。

「んとねんとね、こっちのおっきい太陽はいまの王様で、こっちのちょっと黒くて小さい太陽は馬鹿の国の皇子様！　でもってね、この飛び出してる赤い家がトアレとかいう人で、海が民衆！　赤い家は民衆の後押しを受けて黒い太陽を撃うち抜ぬくかもしれないけど、まだいまはおっきい太陽が強く輝いてるから、革命は起きないんだよ！」

「……って……」

　その説明に、ライナは呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　そんなライナの様子を見て、イリスが急に自信なさげなおどおどとした態たい度どになって、

「……あ、あれ……だめだった？　イリス不合格？」

　ライナを見つめてくる。

　それにライナはあわてて首を振って、

「いや、ンなことないよ。全然ばっちりだった……ばっちりすぎてびっくりしたが……」

　するとイリスの顔がぱっと輝いて、

「ほんと!?　やったー！　姉様姉様！　イリス合格しちゃった！」

　と、横で他のことなどどうでもいいとばかりに、黙もく々もくとだんごを食べ続けているフェリスに向かって、常人なら殺しかねない勢いで抱きつきにいく。

　フェリスはそれをあっさりよけ……足をひっかけて一回転させて空中に放りあげ、片足をつかんでイリスを逆さかさまにぶらさげると、

「ん。さすが私の妹だな」

「姉様大好きー！」

　と、ぶらさがったまま抱きつく。

　そんな奇妙な姉妹を眺ながめ……

「……やっぱり俺は、狂気の世界にまぎれこんじゃったんだろうか……」

　再びライナは頭を抱えるのだった……

　とそのとき。突然、部屋の扉がノックされ、

「あのーライナさん。食事終わりましたでしょうか？　もしよければ、食後の紅こう茶ちやとデザートを下に用意してますが……」

　トアレの声がかかった。

　瞬間、ライナとフェリスは顔を見合わせる。

「ってこれって……やばくないか？」

　ライナは逆さまにぶらさがっているイリスを見て、小声で言った。

　イリスはどう見てもただの子供に見えるが……しかしそれでもローランドからシオンに派は遣けんされたスパイなのだ。それをトアレに見られるというのは……

「確かにまずいな。よし」

　フェリスもうなずいて……

　直後。

　フェリスはイリスを放り投げた。

「え？　え？　なに？　姉様？」

　と、空中でくるくると回るイリス。

　そしてそのままイリスは窓の外へと放り投げられていき……

　そんな様さまを、唖あ然ぜんとした表情でライナは眺ながめていた。

　ちなみにここは三階なので、窓から落ちたら……

　ただではすまないと思うのだが……

　フェリスはまるで心しん配ぱいしている様子もなく、イリスが窓の外に消えたのを確認すると、ライナの手からメモ帳をひったくり、それも窓の外に放り投げて振り向き、

「ん。トアレ、いまライナをつれていく」

「わかりました。じゃあ、下でお待ちしてますね」

　なんて言葉が返ってきて、フェリスは一つため息をついた。

　そしてライナを振ふり返って、

「ん。少々危あぶなかったな」

　という言葉に、ライナはまだ窓の外を眺めて……

「………………っていうか俺、むしろおまえと一いつ緒しよにいまこの部屋にいるのがすっごい危ないことなんじゃないかって思い始めてるんだが……」

　するとそれにフェリスは重々しくうなずいて、

「うむ。そうだな。おまえのような色しき情じよう狂きようと天使のような純じゆん粋すいな心を持った美人が、密みつ室しつ空間で二人きりですごすというのは大変な危き険けんがともなっているということは、私にもわかっている」

「…………………………」

　もう、あえて反論する気力もライナにはなかった……




　ちなみに、ライナがフェリスと連つれ立って下の食堂にいくと、そこではいつのまにやらイリスが他の子供たちとわいわい喋しやべりながらデザートを食べていて……

　ライナたちを見るなり、なんにも考えてない無む邪じや気きな顔で嬉しそうに手を振ふってくるが……

「……………………はぁ……もうやだ……」

　ライナがそれに手を振り返さなかったのはいうまでもない……







　月明かりだけが光こう源げんの、暗い部屋の中。

　シオンはひさしぶりにベッドに横になっていた。

　普ふ段だん着させられている堅かた苦くるしい服は脱ぬぎ、ラフな格かつ好こうで窓の外を眺めている。

　ここはローランドの宮きゆう廷ていの中でも、かなり高い階かい層そうにある上に、城しろ自体が高台に建たてられているため、その窓からはローランドの帝てい都と、レイルードが全て見み渡わたせた。

　シオンはその都を目を細めて眺めた。

　もうすでにだいぶ遅おそい時間なので、街まちに灯あかりはあまりみあたらないが、それでもシオンには、この都の全てが手にとるようにわかる。

　右手の区く画かくには貧ひん民みん層が、手前の、城のそばには貴族たちが住む場所、外周をまわるように農家がひろがり、中央には商家が……

　あとはまばらに、一いつ般ぱんの人たちの住む場所が点てん在ざいしてる。

　シオンは……この都で育った。

　もちろん彼の母もだ……

　シオンの母が彼を生んだとき、彼女はまだ二は十た歳ちの娘むすめだったそうだ。それほど金持ちの家の子供ではなく、ごく普ふ通つうの女の子で、ごく普通に恋れん愛あいをし、ごく普通に結けつ婚こんした。

　そしてある日、王に見み初そめられて……彼女の人生は一変した。

　シオンは、母に聞いたことがあった。

　自分を、シオンを恨うらんだことはないかと。好きな男の子供ではなく、あの男……王の子供であるシオンのことを憎にくんだことはないかと。

　しかし、彼女は首を振って言ったのだ。

「シオンは神様からの贈おくり物なのに、なんで憎んだりするのよ。私は幸しあわせものよ。シオンみたいな賢かしこい息むす子こに恵めぐまれて。だからもう、そんなこと思っちゃだめ」

　そう言って、彼女はシオンの額ひたいに口付けた。

　いつも笑え顔がおだった。

　苦しそうな顔を見せたことは一度もなかった。

　幸せだといつも言っていた。

　貴族たちにどんなにけなされても、どんな嫌いやがらせを受けても……

　シオンがいれば幸せなのだと言った。

「………………」

　シオンはベッドから起きあがり、窓のそばへと歩いていった。そのまま、外の空気を吸すい込む。カーテンがかすかに揺ゆれていた。

　シオンは窓から顔を出し、貴族たちが住んでいる区画を見下ろす。

　貴族……

　他の人間たちよりも、貴たつとい人々……

「馬ば鹿からしい……」

　シオンは小さく、呟つぶやいた。

　母はこの城にいる誰だれよりも身分は低かったが……しかし、誰よりも気け高だかかった。

　とそこで、シオンは薄うす笑わらいを浮うかべる。

　そう。この自分よりも、だ……

　フロワードや、ルシル・エリスなどを利用して、遠えん大だいな野望へと向かいはじめている自分を見たら、母はなんと言うだろうか……

　それでも笑って、自じ慢まんの息子だと言ってくれるのだろうか？

　死んだフィオルは？　ライナやキファ、それにトニー、タイル、ファル……

　窓の外の夜や景けいを眺めながら、そんな名前を思いだしてシオンはじっとたたずんでいる。

　が、すぐに肩かたをすくめて、

「なに弱気になってんだか……考えすぎだな。ここのところ、仕事し通しだったからなぁ……また、フィオルに怒おこられるな……」

　そう言って、笑った。

　もう一度窓から大きく顔を出してから外の空気を吸い込み、そして窓を閉めようとした、

　そのとき！

　突とつ然ぜん、上方からなにか大きな物体が襲おそいかかってきた。

　それはどすんと窓から身を乗り出していたシオンの背中に乗っかり、

「うあ!?　なんだ!?　って、うわわわわ！」

　シオンは思わずその衝しよう撃げきで窓から落ちそうになる。

　が……

「くぅ……こ、こんなところで死ぬわけにはいかない!!」

　彼は体を思いっきり跳はね上げて、背中に乗った物体をそのまま部屋の中へと吹ふっ飛ばす。

　するとその物体は、空中で軽かろやかにくるくると回って……

　すたっと床ゆかに立ち、両手をあげてポーズを取るとすぐさま振り返り、

「じゃーん！　イリスちゃんでしたー！」

　そこにいたのは、イリス・エリスだった。シオンが現在使用している諜ちよう報ほう員いんの一人なのだが……

「どう？　びっくりした？　びっくりした？　久しぶりにイリスに会えて嬉うれしい？」

　彼女は満まん面めんの笑えみで言ってくる。

「…………」

　シオンはそれに、しばらく殺されかけた恐きよう怖ふで跳ねあがった鼓こ動どうを押さえるように深しん呼こ吸きゆうして、すぐに微ほほ笑えみ、

「ふう。しかし、ずいぶんと早かったね。もう、ライナやフェリスには会えたのかい？」

「うん！　会えたよ！　それでね、トアレがデザートおいしくてね、イベルたちと駆かけっこしたらイリスが一番だったの！」

　と、意味不明な言葉を並べるイリスにも、シオンは慣なれたものだった。うんうんと優しく微笑んで、

「そうか。楽しかったんだね。で、ライナたちはなにか言ってた？」

「うん。言ってたよ。なんかね、えっとね……あ、ちゃんとイリスってば、野や獣じゆうくんの言ったこと書きとめてたんだった」

　言って、イリスはごそごそと背中のリュックをまさぐって一冊のメモ帳をだし、

「はいこれ！　これに全部書いてあるよ」

　手渡してくる。

　それをシオンは受けとって……

　メモ帳を開く。

　瞬間！

「………………………………………………」

　危うくシオンの脳のうが異い空くう間かんへと旅立とうとしたが……

　彼はなんとか踏ふみとどまった……

　シオンはあくまで微び笑しようを崩くずさず優しげな声でイリスにメモ帳に書かれ──いや、描かれていることの意味を一つ一つ質問していって……

　イリスがそれに嬉しげに答える。

「それでね、それでね、この最後の眠そうなネコがライナで、こっちのずる賢がしこそうなキツネがシオン兄ちゃん。でもって、この眠そうなネコは、キツネをいつか殺す！　って、怒ってるんだよ！」

　なんていう、おおよその説明を聞き終わるのに一時間以上かかったが──

　とりあえずライナたちの報告を受けたシオンは、笑って言った。

「あはは。ライナは僕のことを怒ってるのか。そりゃいいや。やっぱりフェリスをつけたのは正解だったな。怠なまけずちゃんと仕事してるみたいだし……しかし……まさかあいつらがこのタイミングでネルファの王都にいるとはね……

　これは偶ぐう然ぜんか？……　それとも……」

　と、そこで言葉を切り、考えこむ。

　イリスはその間に部屋の中をうろうろと物ぶつ色しよくしたり、ベッドでぽんぽん跳はねたりして遊んでいたが……それを横目に、シオンは目を細めた……




　翌よく日じつ。

　広間の中央にある円卓を囲んで、二十人ほどの男女が言いあいをしていた。

　クラウ、カルネや、かつてからシオンを支えてきた側そつ近きんたち。そして、シオン側についている貴族数人。

　と──

　カルネが立ちあがって言った。

「でもやっぱり今回のことはまずいですよシオンさ……じゃなかった……陛へい下か。あきらかにこれは、反国王派はたちの罠わなです」

　続いてひょろ長い身長に、深く刻きざまれた皺しわ。紳しん士しという形容がぴったりな初老の男が立ちあがり、

「そうですな。わたくしも今回のネルファ皇こう国こく訪ほう問もんは、少々軽けい挙きよにすぎると思いますぞ陛下」

　ゆっくりとした、しかし確かな口く調ちようで言う。

　彼は早くからシオン側に歩あゆみ寄よってきた、貴族の一人だった。

　ヌーブル伯はく爵しやく。

　それほど大きな勢せい力りよくを持っているわけではないが、彼がシオンについたということで、シオンの下もとに少なからぬ貴族たちが集まっていた。

　いまここにいる貴族たちも、ヌーブルの一声で集まった連中だった。

　そんな面々でいま話しあわれているのは、いまここに集まっていない他の有力貴族たちが上じよう申しんしてきた、シオン──もとい、新ローランド帝国王、シオン・アスタールのネルファ皇国訪問である。なんでもその貴族たちがしたり顔で言うには、

「現在ローランド帝国では、革命が起き、鮮あざやかな手て並なみで瞬またたく間に王の座へとアスタール様は就つかれましたが……しかし、そのあまりに急な情勢の変化に、いままでつかず離はなれずの状態だった各国は緊きん張ちようしております。そこでここは一つ、ローランドは平和を望のぞんでいること、そして、我われ々われの新たな王を世せ間けんへ見さしめるためにも……ネルファ皇国へと陛下ご自身で訪問をなされるのがいいのではないかと思うのですが、いかがでしょうか？」

　シオンの前に膝ひざをついて、貴族たちの代表ともいえる、ステアリード公こう爵しやくが言ったものである。

　シオンはその場では、その案を留りゆう保ほしたのだが……

　しかしどういうわけか、すぐさま世間にはローランドの王が、ネルファ皇国を訪問するという噂うわさが流れた。ある者は、その危険をものともせずに平和を望むローランド王をほめたたえ、ある者はローランド新王が行う国の誇ほこりをかけた最初の大事業だと言った。

　いつのまにか、シオンはネルファへといかざるを得えない状況に追いこまれていた……

　そのことについて、ヌーブルがさらに言う。

「だいたいが、前ぜん代だい未み聞もんなのです。一国の王が、危険を顧かえりみずに他国を訪問する。そんな馬鹿な話はありません。殺されてしまえば誇りもなにもないのですから……どうせ、世間に噂を流したのは、ステアリード公爵の一派に決まっております。なにとぞ、ご一考くだされ」

　それにその場の貴族たち、そしてシオンの側近たちが、そうだそうだとうなずいた。

　続いてクラウがシオンを見て、

「ま、みんながこう言ってんだし、あきらかに今回のは奴やつらの罠なんだから、いくこたぁねえよな。やめとけやめとけ」

　軽い口調で言う。

　それをヌーブルがじろりと見み据すえて、

「クロム少しよう将しよう。陛下に向かってその言葉遣づかいは……問題があるのではないかな？　いくら貴官が陛下のかつての同どう朋ほうであるとしても、いまはアスタール様は国王なのだ。貴官がそんなことでは、下々の者たちに……」

「ああ、もうわかったよ！　悪かったって。ったく、うっさいなじいさんは。はいはい。そうでした。陛下さまさま国王さま」

　するとシオンは微笑を浮かべてから、隣となりの席で行ぎよう儀ぎ悪く座すわっているクラウの背中を、こっそりとぽんっとたたく。

　それでクラウは機き嫌げんが直ったようで、肩かたをすくめておとなしくなった。

　ヌーブルもそれに満まん足ぞくしたのかうなずいて、

「では陛下。いかがなさいましょうか。我々の意見は、満まん場じよう一いつ致ちで今回のネルファ皇国訪問はなしという方向でまとまっているのですが……」

　その場の一同を見まわすようにしてから、シオンを見つめてくる。

　それを受けてシオンは言葉を発しようとして……

　しかしそこで突然、

「ネルファへは、いくべきです、陛下」

　円卓の隅すみから、冷つめたい、切れるような声があがった。

　一いつ斉せいにそこへ視線が集まる。

　と──

　そこにいたのは、フロワードだった。まるでそこだけ闇やみが落ちたかのように、暗く、冷たい瞳ひとみが周囲の人々を睥へい睨げいしている。

　ヌーブルが言った。

「それはどういうことですかな、フロワード大たい佐さ殿どの」

「簡かん単たんな話です。頭の悪い貴族どもが、薄うす汚ぎたない罠わなを張はった。ならば、陛下はそれをやすやすと超こえてみせねばならない……おっと、これは失しつ礼れい。あなたがたも貴族でしたね」

　瞬間、クラウや、カルネ、その場にいた軍属の数人が失しつ笑しようし、続いて貴族たちがいろめきたった。

「貴き様さま！　我々を侮ぶ辱じよくする気か！」

「新しん参ざん者ものの分ぶん際ざいで、口がすぎるぞ!!」

　続いて、ヌーブルがじろりとフロワードをにらみつけ、

「そういう貴官も、貴族であろう」

　皮ひ肉にくげな一言をフロワードにたたきつける。

　が、フロワードは、そんな貴族たちの様よう子すに顔色一つ変えずに堂どう々どうと立ちあがり、

「これは失礼……少々口がすぎましたか」

　軽く頭を下げた。そのままその場の貴族たちに向かって、

「しかし、私が言いたいことはわかってもらえたと思います。私が言っているのは、保身と、欲よく望ぼうにこりかたまった、貴族のことを指しているのです。あなたがたのような、国のことを思う心有る貴族の方々は、残ざん念ねんながら、そう多くはないので……そうでしょう？　陛下」

　その問いに、シオンは苦笑しそうになるのをこらえてうなずいた。

　するとその場にいた数人の貴族は気き恥はずかしそうに、数人は満足げに笑って……

　フロワードはそれを確かく認にんしてから、続ける。

「とにかく、陛下の覇は業ぎようは始まったばかり。弱気を見せるわけにはいかないのです。その上今回のことは……あきらかに門もん閥ばつ貴族たちの罠だということがわかっている……ならば対たい処しよの仕し様ようもあるというものです。うまくすれば反国王派の貴族たちを一いち網もう打だ尽じんにできるやもしれません……そうすれば、あなたがたを軽かろんじている、ステアリード公爵一派の名声も地に落ちるでしょう。次にこの国をつくるのは、あなたがたです」

　すると途と端たんに、その場の貴族たちの表情がかわった。

「なるほど」

「そういう考え方もあるか……」

　次々に意見をひるがえし、考えこむ……

　貴族たちのトップに立ち続け、国王派にまわったヌーブル派の者たちを虐しいたげてきたステアリード公爵の名前を出したのが効きいたのだ。

　巧たくみだった。一度怒らせておいて注目を集め、すぐさまほめそやして、最後にはエサで釣つる。一気にフロワードの意見寄りに貴族たちが傾かたむいていきそうになって……

　しかし、そこでクラウが声をあげた。あからさまにフロワードに向かって嫌けん悪おの表情をあらわし、

「ふん。机き上じようの理論だな。で、意い気き揚よう々ようネルファにいって、シオンが殺されたらどうする。それで俺たちはお終しまいだぞ」

　が、フロワードは今度はクラウのほうを向き、

「クロム少将。貴官は反国王派たちが、ネルファへと陛下をいかせたがる理由はなんだと考えますか？」

「あぁ？　だから、シオンを殺すためだろうが」

「そうです。ではなぜ国内で殺そうとせずに、国外で？　反国王派たちは、ローランドの貴族たちです。当然ですが、国内でのほうがその勢力は強い。国内で確実に殺すべきではないのですか？」

「ふん。国内では……あの剣つるぎの一族……エリス家が国王の守りについてるからな。そうそう簡単には手が出せないんだよ」

「エリス家……生きながらにして伝説と化している大貴族ですね。彼らがいる限かぎり……ローランドの王の血ち筋すじは絶たえないと言われている。革命が起きようとも、征せい服ふくされようとも……確かにエリス家が守っている限り、陛下の命を奪うばうのは難むずかしい。陛下を更こう迭てつして、他の王族の血筋にあたる者をつれてくれば、また話は別ですが……

　それはともかく、では、国内で陛下を殺すことが難しいとなったら、あなたならどうしますか？」

　そのもってまわった話の進め方に、クラウが頭をかきむしって、

「おまえ……だからなにが言いたいんだ。ようはローランドで殺せないから、シオンをネルファへいかせて殺そう。それだけだろ？」

　フロワードはそれにうなずいてから、

「では、聞かせてください。あなたがもし国外で陛下を殺すのなら、どのようになさいますか？　ネルファにはあなたの手て勢ぜいはいません。他国ですからね。しかも失しつ敗ぱいは許ゆるされない。失敗すれば、むざむざ国王派のものたちにつけいる隙すきを与えてしまうわけですから……チャンスは一度です……さて、どうしますか？」

「…………」

　それに……クラウはなにかに気付いたのか、シオンを振り返った。

　するとシオンは、

「まあ、そういうことになるだろうな。ネルファとローランドの間に、通じている者がいる。おそらくネルファの貴族の誰かだろうが……」

　その言葉に、貴族たちが顔色を変えた。

「そんな!?　ステアリード公爵め……他国と結ぶとは、なんと恥はじ知しらずな！」

「それでは、ますますネルファに陛下をいかせるわけにはまいりませんぞ！」

　が、そこでフロワードが、強い口調で言い放った。

「ではあなたがたは、ネルファと内通している反逆者をこのまま捨て置かれるおつもりか！　それこそ恥知らずだ。反逆の芽めは、いまここで摘つみ取っておかねばならない」

「し、しかし……」

　という貴族たちの声を遮さえぎって、さらにフロワードが言う。

「陛下はネルファへ向かわれても死んだりはしない。こんなところで死ぬような方ではないのだ」

「なぜそんなことが言いきれる！　貴様……そんなことを言って、本当は貴様こそが反国王派の間者スパイなのではないのか!?」

　すると冷たい瞳でフロワードは貴族たちを見み据すえた。

「……ありえない話ですが……その疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくすることもいまの私にはできません。しかし、今回の働きで潔けつ白ぱくを証しよう明めいしてみせましょう。私は陛下に同行して……ネルファへと入ります。それが私の忠ちゆう誠せいの証あかしです。さて、あなたがたはいかがいたしますか？　今回のネルファ訪問はおそらく命がけのものとなりましょう。あなたがたに陛下のお命を守ろうという気き概がいがある者がおりますでしょうか？」

　彼の問いかけに、答える貴族はいなかった。みなバツの悪そうな表情になって……

　そこでヌーブルだけが顔をあげ、

「わかった。わしもいこう」

　名乗りあげた。それに続いて一人、また一人と、フロワードを見返さんとばかりの表情で名乗りあげる……

　フロワードはといえば、それに微笑で応こたえているが……

　そこでクラウが、

「っておいおい。なに簡単にまるめこまれてんだよ。ったく……だいたいフロワード。シオンについていくおまえが殺し屋だったらどうすんだ？」

「ふむ。そのときは……あなたが私を殺して陛下をお守りすればいいことでしょう。クロム少将。それとも……その自信がありませんか？」

　フロワードの態度は挑ちよう発はつ的だった。

　しかし……

「ンなふうに言ったって乗ってやらねぇよ。あいにく俺は、他人に自分の実力を試ためされたりするのは大だい嫌きらいでね。もしネルファでおまえにシオンを殺されるかもしれないということがわかってんなら……俺はいますぐ、おまえをここで殺す」

　瞬間、クラウの赤い瞳がぎらりと光る。手を軽く掲かかげ、指を鉤かぎ爪づめ状に力をこめていく。

　フロワードはそれを冷然とした態度で見つめ、

「紅こう指し……ですか。革命のときにあまたの貴族を赤く染そめ……」

「うだうだうるせぇな。てめぇもすぐに向こう側に連つれていってやるから、黙だまれよ」

　クラウが低い、くぐもったような声で言う。
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　フロワードはしかし、それでもまるでうろたえた様子を見せずに……

「意外と……あなたは扱あつかいにくいですね。私の挑発に乗らない上に、私の正体をあかそうと、駆かけ引きまでしてくる……さすがに陛下の右腕というわけですか？」

　そんなことを言ってくるフロワードに、

「…………」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにクラウは腕を下ろした。

「…………ちっ。てめぇ……バレてんのかよつまんねぇな。それにしたっておまえ、もうちょいあわてたりしろよ」

「ふむ。なぜ私があわてなければならないんです？　私には後ろ暗いところは一つもないというのに」

「おまえ……そんな暗い目してて、よくもまあそんなこと言えるなぁ」

「…………」

「って無視すんなよ！」

　が、完全にそれを無視して、フロワードはシオンを見つめてくる。

「陛下。それではご採さい択たくを。ああは言いましたが、全すべては陛下がお決めになることです」

「ん」

　そのまま、シオンはその場にいる面々を見まわした。

　全員が、彼を注ちゆう視ししている。

　その視線をしっかりと受けとめ、シオンは笑みを浮かべて言った。

「ネルファへはいく。この中からついてくるのはフロワード一人でいい」

　瞬間、フロワードをのぞいて、円卓にいる者全てが立ちあがった。

「な!?　そんな馬鹿な！　危険すぎます。お考え直しください」

「このような新しん参ざん者もの、いつ裏切るかもしれませんのですぞ。それも危険な他国で……」

　続いてクラウも、

「おいシオン。そりゃあちょっとねぇんじゃねえか？　せめて俺とカルネは連れていけよ」

　が、シオンは首を振って、

「もしも罠わなならば、ネルファにいくのは危険だ。そんな危険な場所にわざわざみんなでいく必要はないだろう。危険な思いをするのは私と、そしてこんな案あんを言い出したフロワードだけで十分だ。それに、私がいなくなったあと、貴族たちを押さえる役目が必要だしな……」

「だが、それにしたって危険すぎるだろう。せめてもう数人、信しん頼らいできる側そつ近きんをつれていけ」

　だがシオンはそれを受けつけなかった。ただ、おもしろそうに笑って、

「いらない。いや、必要ないと言ったほうがいいか。貴族たちがどんな罠をネルファにはってるかは知らないが……どういうわけか私の息いきのかかっている、おもしろい奴やつらもちょうどいま向こうにいるんだ。あいつらは……うまくやらないと私の命令も受けつけないがな」

　と、苦笑する。それにクラウは不ふ思し議ぎそうな顔になって、

「おもしろい奴ら？」

　するとシオンは小声でクラウの耳元に囁ささやいた。

「おまえには前に話したろ？　エスタブールの魔ま法ほう騎き士し団だん五十人を一人で撃げき退たいするような奴だよ」

「な……あ、あれか。『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者の……」

　しかしシオンはそれには答えず、再びまわりを見まわして、

「それで決まりだ。私はネルファ皇国を訪問する。各自迅じん速そくにその準じゆん備びをはじめてくれ」

　国王の命令は、絶対だった。

　それで決まり。

　円卓にいた全ての者が立ちあがり、

『御ぎよ意い』

　そしてその場は解かい散さんになった。









　　第四章　迷めい走そうする夜









　ネルファ皇こう国こくはいま、領りよう内ない全土にわたって大おお騒さわぎになっていた。

　エスタブール王国を呑のみこみ、近きん隣りんでは一いち躍やく大国へと成長したローランド帝てい国こく王が国を訪ほう問もんするとあっては、仕方がないだろう。

　一応は、両国間の親交を深めるというのが建たて前まえだが……

　誰だれもそんなことを信用する者はいない。

　ネルファの王も、貴き族ぞくも、そして国民までもが、いよいよ大国と化したローランド帝国の侵しん略りやく戦争が始まったのではないかと緊きん張ちようした。

　おまけに訪問するのは、かつては軍部に所しよ属ぞくしており、瞬またたく間に前王を更こう迭てつしてローランドを手中に収おさめた、シオン・アスタールという若い王だ。

　若さは、野や望ぼうを育はぐくむ。

『近いうちに大きな戦争になる。そうなればネルファはローランドには勝てないだろう』それが世せ間けんの見けん解かいだった。おまけにネルファ皇国の東方に隣りん接せつするルーナ帝国は、ローランドの同どう盟めい国こくでもあるし……

　各国を巡めぐる旅りよ商しようたちは口々に、

「いましばらくは、あの二国には近ちか寄よらないが得とく策さくだな」

　とうなずきあっていた。




　街まちには、いたるところに兵へいが配はい置ちされ、軍が整ととのえられた。

　領内から狩かり集められてきた兵たちが、王都エイラルンに集結している。




　そんな、厳げん戒かい態たい勢せいの中をシオンたちは進んでいた。

　連れ立っているローランド兵の数は二千。

　エイラルンに集結しているネルファ兵、四万に比くらべれば、決して多いとは言えない。

　これは、シオンが争いを望んでいないということの証しよう明めいであり、演えん出しゆつだった。

　しかし……

　馬でゆっくりと進みながらシオンは隣となりをやはり馬で進んでいるフロワードに声をかけた。

「これはまいったな。これほどの大軍の中を進ませられるとは……よっぽど警けい戒かいしているらしい」

　するとフロワードはこんな状じよう況きようでも顔色を変えることなく、

「これがいまの、各国のローランド帝国の評ひよう価かです。エスタブール王国を併へい合ごうしたローランドは、単純計算で国力、軍事力ともに二倍になっています。魔ま法ほうも二種類の強力な魔法体系を有し、兵の数でも二十万はゆうに集められるでしょう。それをネルファは畏おそれているのです」

「ふむ」

　と、シオンはうなずき、それから自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべて言った。

「実質は、風土風習、なにからなにまで違ちがうエスタブールを統とう治ちするのに四し苦く八はつ苦くしてて、戦争にさける軍ぐん備びはうちにはないんだがな。ちょっとでも目を離はなせば、すぐにでもかつてのエスタブールの貴族たちが軍を集めて、襲おそいかかってくるだろう……そうなったら、ネルファにかかずらわってる暇ひまはない……そういう意味でも、多少危き険けんでも今回のネルファ訪問という牽けん制せいが必要だった……そうだろ？　フロワード」

「おっしゃるとおりでございます。その上今回の訪問を成功させれば、各国にローランドの新王を強くアピールできますし、うまくすれば国内に巣す食くう鼠ねずみを駆く除じよできるやもしれません」

　それにシオンはあきれた表情で、

「で、その囮おとりになるために、国王自ら二千で四万の兵の中を進むと？」

「問題がありますか？」

　さも当前とばかりに言い放つフロワードに、シオンはにやりと笑い、

「問題ないな」

　こちらもあっさりと言った。

　同行させられる二千の兵たちにはたまったものじゃないだろうが……

　しかし、結局なにごともなく、シオンたち一行はネルファの城しろへと入ったのだった。







　案あん内ないされた場所は、簡かん素そな、しかし質しつ実じつ剛ごう健けんな気風を絵に描いたような宮きゆう廷ていだった。まっすぐにこの国の王が座す場所へと延びていく道の左右を、屈くつ強きような兵士たちや、文官たち、貴族たちがならんでいる。

　一いち様ように緊張した面おも持もちで、シオンを凝ぎよう視ししてくる彼らの前を……

　シオンは数人の護ご衛えいの兵と、フロワードだけを連れて、悠ゆう然ぜんと歩あゆんでいった。

　すると、どこからか声があがる。

『ローランド帝国王シオン・アスタール様がご到とう着ちやくになられました！』

　と──

　まだ、前方少し離れた玉ぎよく座ざにいた、老ろう齢れいの男が立ちあがった。

　シオンは一度足を止めて、それを見つめる。

　この国の王だ。ネルファ皇国王。年はすでに六十を越しているだろうか？　顔に刻きざまれたいくつもの皺しわが、この男の老ろう練れんな威い厳げんに深みを増ましていた。しかし、目に浮うかんだ表情は柔やわらかく、優やさしい……

　シオンとは対たい極きよくにいるような人物だった。

　輝かがやくばかりの希望に、そして若さで国を導みちびいていくシオンとは……

　それから、ネルファ王の側そば近く仕つかえる、おそらくこの国では身分が高いのであろうやはり老齢な貴族たちが、ひどく警けい戒かいした目で、シオンをきつくにらみつけてくる。

　それを受けて、シオンは微ほほ笑えんだ。

　彼らの態たい度どは当然だ。

　一歩間違えれば、戦争に即そく突とつ入にゆうする……

　世間ではそう言われているのだから。警戒しないほうがおかしい。

　気をとりなおして、シオンは歩き出した。やがて、ネルファの王の前にくると……一度周囲を見まわしてから……丁てい寧ねいに頭を下げて言った。

「お初にお目にかかりますネルファ皇国王。このたびは、突とつ然ぜんの訪問をお受けいただき、感かん謝しやの言葉もありません。わたくしが、ローランド帝国王、シオン・アスタールです」

　その挨あい拶さつに、初老の男……ネルファ王は少しあわてた様よう子すで、

「こ、これは失しつ礼れいした。わしはネルファ皇国王、グリード・ネルフィじゃ。アスタール殿どののお噂は、かねがね聞き及およんでおる。善政を敷き、国民に慕われておるとか」

「ご冗じよう談だんを。私などまだまだです。若じやく輩はい者ものにて、力の及ばないことばかりで……このたびは、長年賢けん王おうとしてネルファに君くん臨りんし続ける、ネルフィ殿のご助言をうかがいたく、恥はじも知らずにこちらへとまいった次し第だいでございます」

「これはまた、お言葉がお上じよう手ずですなアスタール殿」

「いいえ事実でございます。ネルファ皇国の民たみの様子を見ればわかります」

　と、シオンは振ふり返って、周囲で固かた唾ずを呑のんでシオンと、ネルファ王との会談を見つめていた兵や貴族たちを見まわし……笑え顔がおで言った。

「皆みな、あなたを慕っておられる。一時期は天てん災さいが続き、荒こう廃はいした領りよう土どを、あなたは……いえ、あなたがたは……見事にこの国を、再び一大国家へと引き戻もどした。とてもなまなかなことではできることではありません。できれば我わがローランド帝国としても、ネルファ皇国とは末すえ永ながいお付き合いをしたいと願ねがっております」

　あくまで真しん摯しな口く調ちようで、シオンは言った。

　そしてそれは本心だった。

　このグリード・ネルフィが即そく位いして以来、ネルファは争いを好まず、国を豊かにすることだけに全力を注そそぐようになった。

　ここまで復ふつ興こうするのに、どれだけの苦労があっただろうか？

　その苦労は想そう像ぞうにかたくない。

　かつての……見み栄えと、欲望にまみれていたローランドとは違い、尊そん敬けいに値あたいする国だ。

　シオンはそう思っていた。

　そしてその気持ちが通じたのか、他の緊張した面おも持もちでいた、まわりの貴族たちの表情が緩ゆるんで……

「陛へい下か、ローランド王をお招まねきして、こんな堅かた苦くるしい場で会談を続けるのもなんです……せっかく酒しゆ宴えんの席も用意したことですし」

　それにネルフィはうなずいて、

「うむ。そうだな。いかがですかなアスタール殿。今こ宵よいはわしと、両国のこれからについて、酒でも酌くみかわしながら……というのは。それとも、ここまでの旅で少々お疲つかれですかな？」

　が、シオンはそれに首を振り、見るもの誰もが目をそらすことのできない、無む邪じや気きな笑えみで、

「喜んでお受けいたします」

　数人の者たちが宮廷を駆かけ出していく。会談は成功、ローランドとネルファが戦争に突入することはない──そう、誰かに伝つたえにいったのだろうか？

　どうやら、ネルファ訪問はとりあえずは成功のようだった……

　シオンはほっと、胸むねをなでおろした。




　酒宴はなかなか楽しいものになった。

　ネルファ国王のまわりにつかえる貴族は気さくな者がおおく、なによりもネルファ国王自身が気安げに語かたりかけてくる。

　それぞれが、この国を懸けん命めいに復興させたことを誇ほこりにしている。

　自分の欲のためではなく、国民のため、国のために働いた者たちだった……

　シオンは微笑みながら貴族や、王と酒を酌みかわして……

　隣となりに座すわっているフロワードに小声で話しかけた。

「どう思う。おそらくここにいる貴族たちには……ローランドの腐りきった貴族と手を結んでいる者はいないと思うんだが……」

　すると、いつもの暗く、冷つめたく、鋭するどい瞳ひとみという、とても外交に向いてるとは思えない表情をまったく崩くずそうとしないフロワードがうなずいて、

「でしょうね。ここにいる方たちは、権けん謀ぼう、謀ぼう略りやくの類たぐいにはどうもうといようです。ローランドの貴族と結んでローランド王を暗殺しようなどという考えは、思いつきもしないでしょう」

「俺おれもそう思う。ということは、うちの貴族と通じてるやつが、他ほかにいるということだな。それも……」

　それにフロワードがうなずいて、

「ええ。それも、それなりにこの国で力を持った貴族でしょう。そうでなければ、これだけ大おお掛がかりなことはできません」

　とそこで、だいぶ酔よいがまわってきたネルフィが赤ら顔で酒しゆ盃はいをシオンにつきつけて、

「飲んでおるかね!?　ローランド王殿」

「はい。いただいております」

　シオンはにこやかに言った。

　するとネルフィは満足げな顔になって、

「うむ！　飲まねばいかんよ飲まねば。わしらが若い頃ころは、どんなに苦しいことがあっても、仲なか間まとこうして酒を酌みかわせばいくらでも元気がでてきたものじゃ。なあ、みなのもの」

　言うと、やはりネルファ王に負けず劣おとらず酔っ払ぱらった老人たちがうんうんうなずいて、

「ごもっともでございますな陛下」

　言って、昔話に花が咲さく。

　それをシオンは嬉うれしそうににこにこと聞きながら、フロワードと会話を続ける。

「で、フロワード。敵てきは誰だか見当がつくか？」

　するとフロワードは首を振って、

「申もうし訳わけありません。子こ飼がいの調ちよう査さの者を方々に放っておりますが、いまはまだ……しかし有力なのはプロトーン侯こう爵しやくと、王の一人息むす子こ、スターネル・ネルフィかと」

「ほう……その理由は？」

「プロトーン侯爵については、侯爵の領地がローランドとの国こつ境きように位置しており、ローランドの貴族と結びやすいということ。そして、領民に重じゆう税ぜいを課すなど、あまりいい噂を聞かない上に、そのことについてたびたび現国王に注意され、ネルファにもあまり忠ちゆう誠せい心しんがないことがうかがえるという点から怪あやしいかと……」

　それにシオンは顔をゆがめて、

「なるほど。だがそういう奴やつに限かぎって、変に権けん力りよくはあったりするんだよなぁ」

「おっしゃるとおりです。侯爵は近隣の貴族の中では有力な存そん在ざいのようです」

「……で、後者は？」

「スターネル・ネルフィのほうは簡かん単たんです。野心があって素そ行こうが悪い。王の息子だということを振りかざして問題ばかりを起こしています。そして……」

　と、そのときだった。

　広間の扉とびらが乱らん暴ぼうに開き、きらびやかな服ふく装そうに身を包つつんだ数人の男たちが入ってきたのは。

　先頭に立っているのは、褐かつ色しよくの髪かみに皮ひ肉にくげな顔。三十後半くらいの華きや奢しやな男だ。男は、人を小こ馬ば鹿かにしたような目でシオンを見つめてきて、

「へ～。あんたがローランドの王なのか。ずいぶんと若いな。そんなんでつとまるなんて、ローランドもたいした国じゃないな」

　にやにやと言ってくる。

　瞬しゆん間かん、その場が凍こおりついた。

　あれほど気持ちよく酒に酔っていた老人たちの顔から一気に血の気けが引いて、

「な、なにを言われますか皇こう子し殿。そんなことをおっしゃられては……」

　が、その言葉が終わる前に、皇子と呼ばれた男が、

「ああ？　なんだよおまえ、誰だれにものを言ってんだ？　俺はこの国の皇子だぞ？　おまえみたいな三流貴族が意見していいと思ってんのか？　殺すぞ？」

「…………」

　それだけでもう、シオンにはこの男のことが全すべてわかったような気がした……

　少なくとも、この男にはなにも見えていない……

　いまのネルファのこの状じよう況きようは、いかに戦争を回かい避ひするかなのだ。いかにエスタブールをとりこんだ強国、ローランドの次なる目もく標ひようにならないか……

　それを、あとさき考えずに相手の国の王に向かってこんな発言をするようでは……この男が王になったときに、この国に対して、国民に対して、どういう態度をとるのかが、目に見えるかのようだった……

　しかし、シオンはあくまで微笑を崩くずさずに言った。

「これはこれは、皇子様でございますか。私はローランド帝国王、シオン・アスタールと申します。以後お見知りおきを」

「うるせぇなおまえは。ちんけな国の王になったからってえらそうに俺に話しかけ……」

　が、そこで今度は皇子の言葉が遮さえぎられた。

　いつのまにか皇子の横まで歩み寄ってきていたネルファ王が、皇子の髪かみの毛を無む理り矢や理りつかんで頭を下げさせ……

　しかしすぐさま皇子はその手を振り払って、

「なにしやがんだじじい！」

「黙だまれこの馬ば鹿か息子！　早そう々そうにこの部へ屋やから出ていけ！」

　すると皇子はネルファ王とシオンを恨うらみがましい目でにらみつけて、

「ちっ。いくぞおまえら」

　と、皇子とそのとりまきたちはぞろぞろと部屋を出ていく。

　それを確かく認にんしてからネルフィは深ふか々ぶかと頭を下げ、

「申もうし訳わけない。とんだ恥はじをさらしました。アスタール殿はさきほどわしのことをこの国を建て直した賢王だのと申されましたが、実際はこのざまです。国の復興に気を取られ過ぎ、息子をあまやかしたせいで……息子の非礼、まことに……」

　が、シオンはネルフィの手を取り、顔をあげさせて、

「いいえ。お気になさらずに。私がまだ若い、力のない王なのは本当なのですから。皇子様にああ言われても仕方がありません」

「そ、そう言ってくださるか……」

「もちろんでございます」

　言って、微笑むシオンに、ネルフィは感心したようにうなずいて、

「ローランドの新王はどうも、本物のようじゃ。人間ができておる。できればそちのような息子がわしにも欲ほしかった……ネルファと親交のある諸しよ国こくにも、そう伝えておこう。それで、諸国も貴き殿でんを真実の王と認みとめることであろう」

　それに今度はシオンが軽く頭をさげて、

「ありがとうございます」

　その場はそれでお開きになった。




　シオンはあてがわれた広く、小こ綺ぎ麗れいな部屋でフロワードと話していた。

　シオンが言う。

「あの皇子……なんと言ったっけ？」

「スターネル・ネルフィです。陛下」

「ふむ。スターネル……か」

　そう呟つぶやき、しばらくシオンは考えこむ。ふと目を横に向けると、シオンがあてがわれた部屋の窓まどからは、ローランドの彼の寝しん室しつと同様、ネルファの王都が一望できる造つくりになっていた。

　ネルファのそれは、ローランドの網あみの目に整理された街まち並なみとは違い、円を描えがくように街が広がっている。

　空を見上げると、闇は白い光に押おされはじめていた。夜が明けようとしているのだ。

　まだ暗い雲の切れ間からいく筋か光が漏れはじめている……

　それを眺ながめながら、シオンはかたわらに立ったまま座ろうとしないフロワードに言った。

「担かつぎ上げられている神輿みこしは見えたな。スターネル・ネルフィ。あの皇子様だろ」

「はい。しかし、あの方の単たん純じゆんな頭の構こう造ぞうでは、ローランドの貴族と結んで、なにかの利を得ようなどとは考え付きますまい。その度ど胸きようがあるとも思えませんし」

　シオンはうなずいた。

「黒くろ幕まくがいるだろうな。どの貴族だろう。おまえの言っていたプロトーン侯爵かな」

「それも……近いうちに判はん明めいするでしょう。私が使っている者たちは優ゆう秀しゆうです」

「そして、おまえも優秀と言いたいのかな？」

　するとフロワードは冷たい目に、薄うすい笑みを浮かべて、

「私は陛へい下かに尽つくすのみでございます。どんなことがあっても、陛下のことをお守りいたします。たとえこの命にかえようとも……」

　シオンはそう言うフロワードの暗い顔を見つめた。そこには底の見えない闇やみが広がっており、なにを考えているのか、読み取ることはできなかった。

　しかしその言葉に嘘うそはない。それはわかった。

　シオンは肩かたをすくめて、

「それは頼たのもしい限かぎりだな。では、今回の黒幕を早急に洗い出せ」

　言って、立ちあがる。そしてそのまま窓まど枠わくに近づいて外を見まわし、

「じゃあ俺はちょっとここを抜け出していくところがあるから、あとはよろしく頼むよ」

　窓枠に足をかける。シオンはそこから、外へと忍しのび出ようとしているのだ。

　瞬間、フロワードの表情がめずらしく変わった。驚おどろいたように目を見開き、

「ご冗談を。状況はご理解していただいていると思いましたが……」

「危険だって言いたいんだろう？」

「そうです」

　が、シオンはそれに、にやりと笑って、

「だが、おまえが言ったんだぞ。俺は……こんなところで死ぬような王ではないと。おまえが奉たてまつる王は、覇は道どうの途と中ちゆうで死ぬような男なのか？　なら、そんな王はここで死んだほうがいい。そうは思わないか？」

　無む茶ちや苦く茶ちやなことを言う。しかし、王も王なら、家か臣しんも家臣だった。

　フロワードは口くち許もとに凍こおりつくような笑みを浮かべて、

「わかりました。では、あとのことは私にお任せください」

「ああ。頼んだ」

　そう言って、シオンは窓から器き用ように外へと飛び出していったのだった。







　トアレ邸ていの朝は早い。

　まずはじめにトアレが目を覚さまして料理の準じゆん備びをし、次に子こ供どもたちが目を覚まして館やかた中をわーきゃーと駆かけまわり、駆けまわるだけではあきたらなくなった子供たちがライナの寝ねている部屋に忍しのび込んできてこっそりとライナの口と鼻はなをつまむ。

　そして……

「…………………………………………!?　う……あ……あうあう……って……」

　ライナはひとしきりうめいたあと、勢いきおいよく起きあがって、

「死ぬだろうが!!」

「きゃー！　野や獣じゆうが起きたー！」

「誰が野獣だよ！」

「えーだってイリスちゃんが帰るときに、あの野獣は喋しやべっただけで子供をつくっちゃう危険な生き物だから近づいちゃだめって」

「じゃあ近づくなよ！」

「きゃーきゃー」

　と、嬉うれしそうに駆けまわる子供たち。それにライナが頭を抱かかえてため息いきをつき、

「だいたい、俺は昨日夜中まで資料の整理してて……ててて痛て痛て痛いたい痛い痛いって!!　おまえら何人俺の頭に乗ってんだよ！」

「きゃー!?」

「きゃあじゃねぇ！」

　と、ずいぶん仲なかがよくなったようだった……

　子供たちはひとしきりライナをからかうと、

「トアレ兄ちゃんがご飯はんができたってさ。ライナ兄ちゃん」

「んぁ……わかった」

　ライナはそれに適当にうなずいて、起きあがった。一度あくびして、

「はふ……眠む……」

　それを確かく認にんすると子供たちは、

「よし！　今度はフェリス姉ねえちゃんだ！」

　言って、部屋を飛び出していく。ライナはそれを見送って、

「……フェリスに手を出すなんて、子供は度ど胸きようあるよなぁ……」

　なんてことを言いながら部屋を出ていこうとすると……

　案あんの定じよう。

「ぎゃああああああああああああ！」

　きゃあではなく、ぎゃあという正しよう真しん正しよう銘めいの子供たちの悲ひ鳴めいが聞こえてきたが、毎朝のことなのでとくに気にしない。

　寝ぐせのついた頭を押おさえながら、ライナは食しよく堂どうへと向かった。

　そして──

　食堂の扉とびらを開けた瞬間。

「……って、はぁ？」

　ライナはそこにあった光こう景けいに思わずそんな間ま抜ぬけな声をあげていた。

「って……なんでおまえらがここにいんだ……？」

　すると、目の前のテーブルで、すごい勢いでなにやら料理を食べていた二人組の一人が顔をあげて、

「よおライナ。久ひさしぶりだな。ちゃんと仕事やってたか？」

　続いてもう一人が顔をあげて……
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　その瞬間、

「イリスちゃん!?」

　後ろからきた子供たちがライナを押し倒たおし、そのまま踏ふみつけにしてイリスのほうへと駆け寄よる。ライナはさんざん踏み潰つぶされてから……イリスたちがまるで嵐あらしのように庭へと駆け出していくのを見送ると……

　もう慣なれた様子で立ちあがりため息をついて、

「…………はぁ……とりあえずなんかめんどくさそうだから、俺はもっかい上に戻もどって寝るわ。んじゃ……」

　と、戻ろうとしたところで今度はさっきよりもさらに強い衝しよう撃げきが彼の背せ中なかを打ち、

「ぎゃあ!?」

　ライナは吹ふっ飛ぶ。

　そして現れたのは、金きん髪ぱつの美女。

　フェリスだった。

　彼女はそのままなぜか、ライナの背中をぐりぐりと踏みつけながら彼を見下ろし、

「ん。どうしたライナ。なぜそんなところで寝ている」

「……てめえ絶ぜつ対たいぶっ殺……って痛……うそうそごめんなさ……ぎゃあああああああ!?」

　そんな光景を、シオンがなぜか満まん足ぞくげに眺めて、

「うん。なかなか仲良くやってるみたいだね」

　途と端たん、ライナとフェリスが同時に、

「どこを見てそんな言葉がでる？　この危険な色しき情じよう狂きように、いつ襲おそいかかられるともわからない恐きよう怖ふに震ふるえる、か弱い美少女の気持ちになったことがあるのか？」

「どこがだよ!!　おまえこんな迷めい惑わく娘むすめを俺に押しつけやがって、あとで絶対ぶっ殺し……ぎゃあああああああ！　死ぬ!?　死ぬかもしれない!?」

　それにシオンは苦く笑しようして、

「ほんとに仲がよさそうだ。俺のときはフェリスはそんなに打ち解とけなかったもんな」

　そんなことを言われたライナたちといえば……

　ライナは体をはねあげ、ものすごく巧たくみな動きで体たい勢せいを立て直すと、

「もう俺はキレた！　今日はこれ以上我が慢まんしない！　いくぞ！」

　身み構がまえる。するとフェリスも平然と、

「ん。こい」

　瞬間、ライナとフェリスの体が交こう錯さくして……

　いつものことだが……ライナが地面に倒たおれ伏ふして、

「うう……絶対いつか殺してやる……フェリスは無理だからシオンを……」

　かぼそい声で呟つぶやいたのだった……

　まあそんなことはともかく。

　ライナ、フェリス、シオン、イリス、そしてトアレとトアレの兄きよう弟だいたちはそろって食事の席についたのだった。

　がやがやと騒さわがしい中、トアレが聞いてくる。

「なんでも、シオンさんはライナさんの従い兄と弟こなのだそうで……」

　突然のその言葉に、ライナとフェリスは顔を見合わせ……

　ライナが、

「おまえなに言ってんだよトアレ。俺がこんな悪人と……」

　が、次の瞬間シオンがテーブルの下、ライナの足をおもいきり蹴けりつけ、そのままぎしぎしと踏みつけてくる……

「って……うあ……まじで？……」

　フェリスのキレのいい蹴りとはまた違う、鈍にぶい痛いたみにライナは思わず言葉を失った。

　しかしシオンは、そんなことをテーブルの下でやっている素そ振ぶりなど一つも見せずに、にこやかな好青年の微び笑しようを浮うかべて、

「そうなんですよトアレさん。もうね、こいつの怠なまけ者ものっぷりにはほとほと振りまわされてて……ちょっと目を離はなすとどこで昼寝してるかわからないし……女の子ばっかり追い掛け回してるしで……」

　そんなことを言うシオンにライナが抗こう論ろんしようとして、

「ってシオン……おまえ……あうあ!?」

　がしかし、再び足を強く踏みつけられ、喋れなくなる……

　仕方なくライナは、

「そ、そうなんだよな。うん。俺とシオンは従兄弟で……もうね、こいつほんと昔から性格が悪いんだ。なんだかんだ言って俺を陥おとしいれて、暴ぼう力りよく娘むすめと一いつ緒しよに旅をさせるし。俺はこいつのせいでどれだけ苦労してるか……ってか俺はもうここんとこのシオンとフェリスの暴力のせいで人生やってくのがなんかめんどくさくなってきたよ……ここは一つ、昼寝でもしないともうだめかもしれない……」

「おまえはいつも寝てるだろうが」

「俺は一日中寝てたいんだよ」

　それに今度はフェリスが、

「ん。まあ、あれだけ毎夜毎夜起き出して、夜道で女を襲おそっていればそれは眠ねむくもなるだろう」

「んなこと俺はした記き憶おくは一つもないんだが……？」

　それにシオンがしれっと、

「夢む遊ゆう病びようか？」

「違ちがうわ!!」

　そんな会話にトアレが嬉うれしそうに笑って、

「ほんとにお三方は仲がいいみたいですね」

『どこが？』

　三人は声をハモらせて言ったのだった……

　それはともかく三人は目の前にならんでいるトアレの作った食事に手をつけながら……　ライナが言った。

「おいシオン。だいたいおまえがなんでこんなところにいるんだよ」

　するとシオンはさも当前とばかりに、

「たまたま近くを通りかかってね」

「はあ？　嘘うそつくんじゃねぇよ。おまえがこんなところを通りかかるわけないだろ」

　が、そのライナの言葉にはまったく答えずに、

「そしたらイリスちゃんがこの家に入るところを見かけてね、声をかけようとしたら、逆にトアレさんに声をかけられたと、そういうわけなんだ」

「いや……そういうわけなんだじゃなくて……っていうかおまえ、俺の言葉まるっきり無む視ししてるだろ？」

「ああ」

「ああじゃない！　……ったく、なんでまた俺はこんな奴と知り合っちまったんだ……」

　するとフェリスもそれにうなずいて、

「まったくだ。おまえらのような常じよう識しきの通じない野や獣じゆうどもに、可か憐れんな乙おと女めはいつも振りまわされてばかりだ……」

「……可憐な乙女？　どの口がンなこと言ってんだ？」

「うむ。このひとたび開けば、妖よう精せいの歌でも流れ出てきそうな美しい唇くちびるだ」

　なんてことを、妖精どころか悪あく魔までももうちょい愛あい嬌きようがあるんじゃないかと思える、感情のない淡たん々たんとした声こわ音ねで言う。それにトアレがにこやかに、

「へえ。フェリスさんは歌がお得とく意いなんですか？」

「うむ。風ふ呂ろのときによく鼻歌を歌うな」

　瞬間。

　ライナとシオンは顔を見合わせて絶ぜつ句くした。

　そのままライナがわなわなと震ふるえながら、

「ま、まじかよ……風呂で鼻歌って……」

　続いてシオンが小声で、

「な、なあライナ……フェリスが歌なんて歌ってるの……聞いたことあるか？」

「ねぇよ。ンな怖こわいもん……ってか、聞いた奴はみんな殺されてるとかそういうオチじゃないのか？」

「あ、ありえる……」

　こそこそと男同士の話で盛もりあがる二人……

　直後、二人は勢いよく地面に倒れ伏すが……

　それはいったいなぜだろう？







　しばらく後のち。

　イリスが子供たちと庭を駆けまわっているのを眺めながら、三人は食後の紅こう茶ちやをトアレに出してもらって話していた。

　シオンが聞く。

「しかし、トアレさんはなんでも、この国の王族の血を引かれている方とか？　グリード・ネルフィ様のお孫まご様さまであらせられると、ライナから聞きましたが……」

　するとトアレは苦笑しながら首を振って、

「そんなたいそうな者じゃありませんよシオンさん。この場所を見てわかるでしょう？　ここは厄やつ介かい払ばらいされた者たちが集まる場所なんです。あの人……父はいろんなところで子供を作ってきては、邪じや魔まだと言ってここへ放ほおりこんでいく。養やしない手もいないから、私が面めん倒どうを見てますが……やはり、弟たちには私だけではだめなんじゃないかと思うときもあります。あいつらだって、本当の父、本当の母に、会いたいと思うときがあると思うんですよ。あいつらには寂さびしい思いをさせてます。それもこれも私がいたらないばかりに……」

　と、少し寂さびしげな表情で、庭を駆けまわる子供たちを見つめるトアレ。

　それにシオンは微笑した。ライナの報ほう告こくでは、民みん衆しゆうにはトアレが人気があって、ぜひ次期国王は、トアレになってもらいたいという声がけっこうあるという。

　当然だろうと、シオンは思った。あの皇こう子しじゃ、トアレとは勝負にならない。

　トアレなら、立りつ派ぱな王になれるだろうとも思った。彼は人の痛みを知っている。優しさを知っている。

　しかし……

　彼の母親はシオンの母と同じ、身分の低い──貴族たちの言い方を借かりれば、下げ賤せんな生まれの女だ。だから、トアレが王になることはない。

　シオンのように、革かく命めいでも起こさない限り……

　あるいは、なんらかの理由で皇子が失しつ脚きやくしない限りは無理だろう……

　だが、それでいいのかもしれないとも思った。

　こんなに優しい青年が、シオンのような道を歩あゆむ必要はない。

　と──

　そこでライナがさっさと紅茶を飲み終わると、一つあくびをしてつまらなそうに、

「別に、父親や母親がいなくたって、不幸とは限らないだろ。子供は誰かに自分が愛されてるってわかってりゃ、強くなれるし、元気なもんだ」

　なんてことを言う。

　瞬間、シオンが目を丸くしてまじまじとライナのことを見つめた。

　それに、

「な、なんだよ……？」

　一瞬ライナがたじろぐが、すぐさまシオンが真しん剣けんな表情で、

「ら、ライナが……まともなことを言ってる……いったい今日きようはどんな天てん変ぺん地ち異いが起こるんだ!?」

「って、おいおい、俺をなんだと思って……」

　が、その言葉を遮さえぎってフェリスが、

「心配することはないシオン。この男はさっきの言葉にさらにこう続けるつもりだったはずだ。『だから俺が愛してやるから、トアレの一番下の幼よう女じよを俺の嫁よめにくれ』」

　そこまで言ってからあきれたように首を振り振り、

「信じられんな。おまえの変へん態たいぶりもここまできたとは……これは世のためにも、ここで始し末まつしておく必ひつ要ようがあるようだ」

「………………ああもう！　はいはいわかったよ。俺が悪かったよ。勝かつ手てにしてくれ……俺はもう寝る！」

　そのまま、椅子の背もたれに倒れこんで、目を閉じてしまうライナ。

　しかしそれにトアレが、

「あはは。やっぱりお三方は本当に仲がいいみたいですね……」

　言って空からになった紅茶のカップを片かた付づけるように立ちあがって、

「でも、ライナさん。励はげまされました。ありがとうございます」

　それにライナは、目を閉じたまま、

「ん～」

　緩ゆるんだ表情でそっけなく応じたのだった。







　三人は部屋に戻ると、さっそくトアレの前ではできなかった情報交こう換かんをした。

　ライナたちがしばらく王都に滞たい在ざいして得えた、ネルファの情報や、遺い物ぶつ探たん索さくの研究の進み具ぐ合あい。

　続いてシオンが現在、王としてネルファを訪問しているということ。

　どうやらいろいろな陰いん謀ぼうや計けい略りやくがうずまいており、おそらくはシオンの命が狙ねらわれているということ。

　そんなシオンの話をベッドに横になってたいくつそうに聞いているライナと、さっき食事を終えたばかりなのに、イリスが持ってきただんごを黙もく々もくと食べ続けているフェリスが聞いていた。

　シオンはその二人の、あまりの興きよう味みなさそうな様子に苦笑しながら言った。

「そういうわけで、君たちの国の王様が命を狙われているから、君たちはこれからしばらく、僕ぼくの護衛についてもらいたいと思うんだが、どうだろう？」

　がしかし、そう聞いた途端にライナがあからさまに嫌いやそうな顔で、

「え～……なんで俺がンなことしなきゃいけないんだよ。暗殺計画とかって、暗殺者とかくるんだろ？　怖こわいからやだよ。めんどいしさ、眠いしさ」

　というのが、かつてのエスタブールとの戦せん役えきで、強力な魔ま法ほう騎き士し団だん五十人をたった一人で撃げき退たいしてしまった男の言葉なのだからあきれる……

　シオンが今度は金髪の美女へと目を向けると──

　彼女もやはり、いつもとかわらない平へい坦たんな声音で……

「んぐ。むむ。ふみゅ。にゅ。みょみょ」

　口の中のだんごのせいで、まるで言葉が聞き取れない……

　それに本人も気付いたのか、フェリスは言葉を止め、もぐもぐとマイペースでだんごを食べ続け……

　部屋にしばらく、ぱくぱくもぐもぐという音だけが間抜けに響き続ける。

　やがてそれを食べ終わると、彼女はかたわらにおいてあったお茶で喉のどを潤うるおしてから、

「ん。そういうわけだ」

『って、どういうわけだよ！』

　瞬間、思わずライナとシオンは同時に突つっ込こんでいた。

　そんな二人の様子に、シオンはひとしきりげんなりしてから、しかしそれでも引き下がらない。この二人が、こういう反はん応のうを返してくることは、おおよそ見当がついていたのだ。

　だが、シオンはにやりと笑って、

「ライナ。『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいって知ってるか？」

「んぁ？　なんだよいきなり。知ってるに決まってんだろ？　ローランドの魔法を習得した者が、無む断だんに他国へ出しゆつ奔ぽんした場合、ローランドの魔法の秘ひ密みつを他国に漏もらされないよう、これを追いかけ、捕ほ縛ばく、もしくは抹まつ殺さつするとかいう、物ぶつ騒そうな機関だろ」

「そうだ。くわしいじゃないか」

「まあな。俺が元いた、あの特とく殊しゆ施し設せつを出た後の一番の就しゆう職しよく先さきだったからな。嫌きらわれ者の『忌いみ破やぶり』追撃部隊は……ってンな能のう書がきはいいんだよ。で？　それがどうしたって？」

「それにおまえは追われてる」

　なんてことを、シオンはあっさり言った。

　しかしライナはその意味がわからなくてしばらく沈ちん黙もくし……

「はぁ？」

　思わずそんな声をあげた。するとシオンはそれに満まん足ぞくげにうなずいて、

「いや、まあこれから追われることになると言ったほうがいいかな」

　それにライナはあわてて、

「いやいやいや、ちょ、ちょっと待てよシオン。なんで俺が、『忌いみ破やぶり』追撃部隊に追われるんだ？」

「ん？　心当たりがないとでも言うのか？　ローランドの魔法を使えて、牢ろう獄ごくから脱だつ走そう、金髪の美女を誘ゆう拐かいし、あげくに派は手でに国境を破ったおまえが、追われないとでも？」

「って……はぁ？……いやその……もう一度聞くぞ？　ゆっくり聞くから、ちゃんと聞いてろよ？　なんで俺が、『忌破り』追撃部隊に、追われなきゃなんないんだ？　俺はおまえ──信じられない大悪人、ローランド帝国王様の命令で、無理矢理やりたくもない仕事をやらされてるわけだよな？　まあ、言ってみりゃ、王の勅ちよく令れいで動いてるわけだ。それが、『忌いみ破やぶり』として、追われる？　おかしいだろうが」

　が、それにシオンは、

「そうか？　だが俺がなにも言わなきゃ、『忌いみ破やぶり』追撃部隊の隊員たちは、『忌いみ破やぶり』を追うに決まってるだろう？」

「って、じゃあなんか言えよ！」

「ああ、そっか。言えばいいのか。だが、言うことを聞いてくれないライナのためにそこまでする必要をあんまり感じないなぁ……ここは一つ、『忌いみ破やぶり』追撃部隊のみんなに、ライナが昼寝してるときも、手洗いへいっているときも、食事のときも襲いかかってもらって……そしたらきっと、ライナのプライベートののんびりした時間なんてまったくなくなるんだろうなぁ……気の毒どくになぁ……って、ん？　どうしたライナ。急に黙だまりこんで」

　と、とぼけた様子で聞いてくるシオンに、ライナは頭を抱かかえて……

「どうして俺はほんとに、こんな悪魔と知り合っちまったんだ……」

「ふむ。それは俺の護衛についてくれるってことかな？」

「………………ああもうわかったよ……好きにしてくれ」

　それにシオンはにっこり笑って、

「さすが親友」

「やかましいわ！」

　続いてシオンはフェリスのほうを向いて……

　するとフェリスは警けい戒かいするようにじろりとシオンをにらみつけて、

「なんだ悪魔。私はライナのようにはいかないぞ。『忌いみ破やぶり』追撃部隊が襲ってくると言うのなら、私はそれを全すべて斬きり伏ふせてやる」

　などと、怖こわいことを言う。しかしシオンは、

「わかってるよフェリス。君にそんなたわごとが通じるとは思えないし、君には無理に頼たのもうとは思ってないよ」

「ん。好こう判はん断だんだな」

　と、安心したようにうなずくフェリス。が、シオンはそこで軽い口く調ちようでなにげなく、

「ああそうそう。ところで今度、ウィニットだんご店が、貴族たちの住む区画……フェリスの家のすぐそばに支店を出したいと言ってきてるんだが……それをどうしようか迷まよってるところでね……どう思う？　フェリス。やっぱり、貴族の住む区画に食品店はにあわないかな？　断ことわっちゃおうか」

　すると突然、フェリスはがたんと立ちあがって、

「さあライナ、なにをぐずぐずしている。さっさとシオンを護衛するぞ」

「あ、てめぇ、なにあっさりシオンにまるめこまれてんだよ。それもたかだかだんご程度で……」

「ん？　いま貴様はだんごを馬ば鹿かにしたか？」

　刹せつ那な、剣けんが抜ぬき放はなたれる甲かん高だかい音が響いて、

「って、ちょ、ちょっとたんま!!　前ぜん言げん撤てつ回かい！　そ、そうだよな、だんごといえば国家を覆くつがえすくらいの一大事だよな。わ、わかったから剣を収おさめろって」

「ん」

　そんなやりとりを、シオンは満足げに眺ながめて、

「いやぁ、俺は国王思いの部下を持って嬉しいよ」

　その言葉に二人は、

「いつか絶対、ローランドの王は色情狂の変態だの、喋しやべっただけで子供ができる野獣だのっていう噂を流して、おまえを殺してやるからな！」

「ん。私が帰ったときに支店が完成していなかったら、貴様の首は宙ちゆうを舞まうと思えよ王」

　本当に愛国精神溢あふれる言葉を、同時に言い放はなったのだった。







　月の出ている夜。

　いかめしくそびえる城門。

　何なん層そうにも厳げん重じゆうにそびえる城じよう壁へき。

　その堅けん牢ろうな城には、多数の番兵が配はい置ちされ、猫ねこの子一匹ぴき通さないような厳げん戒かい態たい勢せいが敷しかれている。

　当然だろう。ここは王が住まう居きよ城じようである。おまけにいまは、隣りん国ごくの王まで迎むかえている。警戒しないほうがおかしい。

　こんな状況の城に、忍しのび込めるような者はいないだろう。

　常人ならば……

　しかし、月明かりに照てらされた、城の屋や根ねに、六つの怪あやしい影かげがあった。

　黒い覆ふく面めんに黒くろ装しよう束ぞく。敏びん捷しような身のこなしで城の屋根を伝つたい歩いていた。

　目め指ざしている場所は──

　と──

　彼らが向かっている先にある、小さな窓が突然、内側から開いた。中からは若い女官がおどおどとした顔で外をのぞき、黒装束の男たちを目にすると、手を振る。

　おそらく彼女は黒装束の男たちを城の中へと招まねき入れる役なのだろう。

　黒い男たちは、一直線にそこへ向かって駆けはじめた。




　そんな光景を。

「…………」

　そこから少し離はなれた、やはり屋根の上で眺ながめている者がいた。

　その数は二人である。

　一人はその場にやる気なく寝ね転ころがり、そんな、黒装束の男たちには興味ないとばかりの表情で、

「はぁ……ってかさ、俺すげぇ眠いんだけど……昨日きのう寝るの遅かったし、今け朝さ起きるの早かったし……なあ、シオンのことはおまえにまかせて、俺ここで寝ていい？」

　まったく、緊張感のない声音で言う。

　それにさらにもう一人の、金髪の美女が、

「それは私のセリフだ。せっかくイリスがだんごを持ってきたというのに……今日は月を眺めながらだんごをたしなみ、日ひ頃ごろの色情狂へのうっぷんを晴らそうと思っていた私の夢をどうしてくれる」

「…………っていうか、日頃からそのうっぷんはきっちり晴らしてるような気がしないでもないけどな……」

　と、とりあえず突っ込んでおいてからライナは大きくため息をつき、

「で、どうするあれ。めんどいし、ほっとくか？」

「ん。そうしたいのはやまやまだが、だんご屋の支店の命めい運うんがかかっているからな。そうもいかない」

「……シオンの命の心配は？」

　その問いかけに、フェリスが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて、

「する必要があるのか？」

「ないな」

　あっさり言って、ライナは立ちあがった。そのままひどく気けだるそうに肩をまわすと、

「だがまあ、あいつ性格悪いから、このまま死んだりしたらたたりそうだしなぁ……仕方ないから働くか……」

「ん。ではいってこい」

「あ!?　って、なんだよそれ。おまえも一いつ緒しよにやるんじゃないのか？」

「めんどうなことはごめんだ」

「俺だってごめんだよ」

　その言葉になぜかフェリスは驚おどろいた表情になり、

「では……では、だんご屋はどうなる？」

「ンなもん俺が知るかよ！」

　と、二人はこんなところでも言いあいをはじめる。

　それも、けっこう大きな声音で……

　静かな夜である。

　城の中ではいま、シオンを歓かん迎げいする大々的なパーティーが開かれている最中だが、それが行われているのは一階の広間であり、いま彼らがいる場所は、城の最上階。五階よりもさらに上だ。その音が聞こえるわけもない。

　そんなわけで、当然その声は黒装束の男たちにも丸聞こえなわけで……

　男たちはライナたちの姿を目に留とめて、

「な……いつのまにそこに……まるで気け配はいを感じなかったぞ……」

「なにものだあいつら……」

　覆面の中に光る、本物の暗殺者だけが放つことのできる鋭するどい、そして冷たい視線でライナたちのことを見み据すえてきた。

　それをライナは、いつもの緩ゆるんだ表情で受け流してしまうが。

　そして、

「ってフェリス。おまえが馬ば鹿かなことばっかり言うから、気付かれたじゃないかよ。おまけにあいつら……ホンモノみたいだぞ。なかなか強そうだ」

　が、フェリスもやはりいつもの、まったく感情というものがうかがえない無表情で、

「そのようだな。だが、おまえが問題にするほどのレベルではないだろう」

「へぇ。意外にもおまえ、俺のことずいぶん高く買ってんだな」

　するとフェリスは重おも々おもしくうなずいて、

「毎夜毎夜、夜道で女を襲おそい続け、にもかかわらず一度も捕つかまらない百ひやく戦せん錬れん磨まのおまえには、さすがの私もある種の尊そん敬けいを……」

「もたんでいい！　はぁ……一瞬でもおまえに期き待たいした俺が間ま違ちがってた…………いやでもまあ、確たしかに相手がどんな奴やつだろうと、おまえの問もん答どう無む用ような暴力の前には……」

　瞬間、鋭い剣が放たれる音が響ひびき、

「………………いや、と……そうじゃなくて……おまえの華か麗れいな剣技をもってすれば、問題ないだろうな」

　ライナがそう言ったところで、黒装束の男の一人が、

「仕し方かたない。奴らがなにものかはわからないが、目もく撃げき者しやは排はい除じよだ。やるぞ」

　一いつ斉せいに襲いかかってきた。

　それをぼーっとした目で、そしてもう一つは無感動な目で見み据すえて、

「んじゃめんどくさいが……やるか」

「ん」

　二人は動き始めた。

　フェリスは駆けだし、ライナは脱だつ力りよくした様よう子すで手を動かし、ローランド帝国特有の魔ま法ほう、光の魔ま方ほう陣じんを空間に描えがきはじめる。

　それを見て、黒装束の男たちが動きを止め……

「貴き様さまら……ローランドの手のものか!?」

　叫さけんだ。そのまま先頭三人は再び身構えて懐ふところから鋭い短たん刀とうをとりだし……

　続いて後方三人は手を複雑に動かし、光の印いんを空間に刻きざみこみはじめる。

　それを見てライナは、

「へえ。その魔法の発動方法……そういうおまえらは、ネルファの暗殺者なわけね。少しだけ、ローランドの貴族たちの差し金かとも思ったけど……んじゃ、この魔法やめた」

　とそこで、ライナは魔方陣をあっさり解かい除じよしてしまう。

　次の瞬間、先頭三人とフェリスが激げき突とつした。

　男たちが叫ぶ。

「女一人で我われ々われを相手になにができる！」

「我らを相手にするとは、不幸な奴らだ……」

　と、信じられないほどの身のこなしで、男たちは短刀をフェリスに繰くり出してくる。

　やはりライナの最初の見立てどおり、この男たちはホンモノだった。一いち分ぶの隙もない動き。連れん携けいのとれた陣じん形けい。けっして歴れき史しの表おもて舞ぶ台たいには姿すがたを現さないが、へたな軍人が一部隊を率ひきいてかかっても、この六人にはかなわないだろう……

　が、それでもこの美女は顔色一つ変えずに……

「ずいぶんと口数の多い暗殺者だな」
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　こちらはむしろゆったりとした動きで腰こしの剣を引き抜き、空中に放り投げてしまった。

　そのまま前方から繰り出されてきた短刀を鋭い蹴けりで跳はね飛ばし、続いて左右から同時に放たれた短刀をひょいっと指でつかんでひねり取るとそれも空中に放り投げてしまう。

「な!?」

　それにあっけにとられる男たち。しかしフェリスは動きを止めずに、落ちてきた自分の剣をつかみとると、そのままそれを一いつ閃せんする。

　刹せつ那な。

　甲高い金きん属ぞくと金属がぶつかり合う音が一度響ひびき、しかし空中では三本の短剣がフェリスの剣に強くうちすえられ、一直線に魔法を唱となえようとしていた後方三人の男たちの腕をたがうことなく貫つらぬく。

　瞬間。

「ぎゃああああああああああ!?」

　悲鳴があがった。腕を押さえ、その場に倒れこむ男たち。

　それを確認すると、あざやかにフェリスは剣を腰こしに収め、目の前にいる三人に、

「ん。続けるか？」

　男たちは血の気けを失うしなってその場から飛びのいた。

「な、なにものなんだ貴様……」

　それにフェリスがあっさり一言。

「美人だ」

「………………」

　それに突っ込んでくれるものは誰もいなかった……

　静まり返った場で、なぜか一人顔を赤らめてうつむくフェリスはさておき──

　男たちは決死の表情になって、

「く。しかし失しつ敗ぱいしたら俺たちの帰る場所はないぞ！　なんとか、なんとかこいつらだけでも始し末まつしなけれ……」

　が、そこで男の言葉は止まった。

　目の前で、複ふく雑ざつに手を動かし、空間に次々と印を刻みこみはじめた、やる気なさそうなライナを見たから……

「な、なんなんだ……」

　男はそれに……震ふるえながら言う。

「なんなんだ貴様らは……なんで貴様が……ローランドの魔法を使う貴様が……ネルファの魔法を使える……」

　それは信じられない出で来き事ごとだった。

　魔法はそもそも、各国でまったくその形式が違う。いや、まったくの別物の魔法を使うといってもいい。どうやって起動するのか？　なにを媒ばい体たいとするのか？　呪じゆ文もんを唱えるのか？　または魔方陣を描くのか？　印をきるのか？

　とにかくそういった、根こん幹かんからまるで違う。

　だから他国の魔法を使うことはそうそう簡かん単たんにはできないし、魔法の仕組みを他国に知られることはもっとも危険なことだとされている……

　だからこそ魔法を他国に漏もらしそうな者には、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊なんていう、抹まつ殺さつ部隊がわざわざ派は遣けんされるくらいなのだ。

　それだけ、他国の魔法を使うというのは異い常じような光景なのに……

　しかしライナはいま、眠そうな表情であっさりとネルファの魔法を使おうとしていた。

　それに男たちは唖あ然ぜんとして、

「いったいなにがどうなって……」

　とそこで、一人が突然、なにかに気がついたかのように叫んだ。

「あ、あいつの目……あいつの目に五ご方ほう星せいが浮ういてるぞ!?」

　瞬間、男たちは騒そう然ぜんとなった。

「な!?　まさかじゃあ、あいつ、あの大だい災さい悪あくを起こした、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやなのか!?」

　男たちは悲鳴をあげそうなほど、引きつった顔で言った。




『複アルフア写・ステイ眼グマ』

その言葉はいつも、畏い怖ふと、嫌けん悪おの感情を持って口にされる……

　ライナの瞳ひとみの中にはいま、夜よ闇やみの中に帯おびを引くように、朱しゆの五方星が浮きあがっていた。この瞳は、どんな魔法でもただ見るだけでたちまちその構こう成せいから現げん象しよう、存そん在ざいを解かい析せきして、自分のものにしてしまう。

　いや『複アルフア写・ステイ眼グマ』の、本当に忌いまわしい力は、それだけではないのだが……

「馬鹿な！　『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者なんて化ばけ物ものが……理性を保って他人のために働くなんてことがあるはずが……そんな話聞いたことないぞ！」

「ローランドはこんな化物を飼かってるのか!?」

「…………」

　その言葉に、ライナは少し悲しげに、五方星の浮きあがった目を細めて小さく、

「言いすぎだろ。別に好きで化物やってるわけじゃないんだけどな……」

　しかしそれにフェリスがすぐさま、

「ん。しかしベッドの上ではたちまち野や獣じゆうに……」

「はいはい。やかましいから黙だまってなさい」

　ライナは悲しげに細めた目を一度つぶり、苦く笑しようした。

　そして。

　ライナは、ネルファの魔法を使ってみせることで隙すきだらけになった暗殺者たちに向かって、

「風の息い吹ぶきが、我らに力を貸かし──」

　ゆったりと魔法を唱えた。

　突とつ如じよ周囲から集められた風が、烈れつ風ぷうとなって男たちを襲おそう。

　男たちはよけることができずに直ちよく撃げきをくらい……

　全身を切り裂かれてあっさり戦せん闘とう不ふ能のうとなった。

　戦闘終しゆう了りよう。

　それに、

「ふう」

　ライナは気けだるそうなため息をつく。するとフェリスが首をかしげ、

「うむ。やはり楽勝だったな。しかしライナ……おまえ、なぜ殺さずに魔法を手て加か減げんした？　そういう甘あまさは身を滅ほろぼすぞ」

「って、ああ？　なんだよそりゃ……おまえだって後ろの奴らの腕に短刀刺さしただけで、殺さなかったじゃねぇかよ。おまえなら、心しん臓ぞうも狙えたろ？」

　が、そのライナの言葉はまるで相手にされずに……

　フェリスはなぜか無表情な顔のまま驚いて見せて、

「ま、まさか貴様……婦女子だけではもの足たりず、男にまでその毒どく牙がを振ふるおうと考えているわけでは!?」

「ってかおまえ、俺の話聞いてねぇだろ？」

「無む論ろんだ」

「開きなおんな！」

　そんなやりとりをひとしきりして……

　いまの戦闘の数倍の疲ひ労ろうを感じながらライナは言った。

「んで、どうするあいつら。このままここに寝ねっ転ころがしといていいのかね。後あと始し末まつとかめんどくさくてやりたくないんだが」

「うむ。これから私たちがとる方法には三つの選せん択たく肢しがあるな」

　ライナは同意して、

「だな。あれだろ。一はこのままあいつらを捕とらえるか、二は殺すか、三は放って帰るか……さて、どれにする？　あいつらどうせ、もうびびってシオンを襲わないと思うし……ああいうプロは一度失敗した仕事は二度とやらないもんだから、俺は三でいいと思うんだが」

　しかしフェリスは真剣な表情で首を振って、

「いや、やはり二だな。イリスを呼よんで、月を見ながらだんごを食べる」

「………………だからおまえ、俺の話を全然聞いてないだろう？　ってか、聞く気すらないだろ？」

「無……」

「無論じゃねぇ！」

　なんてことを言いあいながら、結局はそのまま放って場所を移動することになった。どうせこの暗殺者たちは、依い頼らい主ぬしの本当の名前など知らないだろうから、捕つかまえても仕方がない。そう結論すると、二人はやる気のない足取りで、

「ってか、なんか疲れたなぁ……まあ、なにに疲れたかっていうと、あの暗殺者たちの百倍毎日おまえの相手に疲れてるんだが……」

「うむ。おまえのような生まれつき悪の性しよう根ねを持つ者は、私のような天使の心を持つ者に触ふれると、ダメージを受けるのだな」

「……ダメージを受けるってところだけは、あたってるかも……」

　などなど、夜の帳とばりの中、仲良さそうに（？）その場を去っていったのだった。







　一方そのころ、無ぶ事じパーティーを終え、シオンは自室に戻ってきていた。

　うわべだけの笑え顔がおと、談だん笑しようの繰り返しに少し疲ひ労ろうを感じながらも、

「ふう。一応、いまのところ何事もないな……」

　呟つぶやき、そのままベッドに横になって、天てん井じようを見つめた。

　しかし彼は確実にいま、命を狙ねらわれている。

　パーティーではそれを思い知らされていた。いたるところから、殺意や、悪意のこもった嫌いやな視し線せんを感じた。目の前に立った何人かの貴族たちは、微笑を浮かべながら、しかしシオンを殺したいという雰ふん囲い気きをぷんぷんさせていた。

　あきらかにそれは、素しろ人うとのものだ。

　プロならば、そんな自分の思おも惑わくをばらしてしまうような態たい度どはとらない。

　それと気付かさずに近づき、殺したらすぐに立ち去る。

　目ター標ゲツトとは必要以上の接せつ触しよくはしない……

　これが鉄てつ則そくだ。だから、あのパーティーにはシオンを殺したいと思っている者はいても、それを実行してくる者はいないと思った。

　もしもくるなら、まったく別の場所からだ。だが、それもまるでくる気け配はいがなかった。

「……ふむ。ライナたちがうまくやってくれてるのかな……？」

　そう考えると、不ふ思し議ぎと不安は感じなかった。

　と──

　そこで突とつ然ぜん、部屋がノックされた。シオンはそれに顔をあげて、

「お、やっときたな」

　すると扉とびらの外から、暗く、冷たい声音で、

「遅おそくなりました陛下。調査を完了いたしました。ご入室の許きよ可かをお願いします」

「ん。入れ」

　シオンが言うと、部屋の扉が開かれた。

　そして……

　中へ入ってきたものを見て……

「…………」

　シオンは金色の瞳を鋭く細めた。

　そこには、フロワードがいた。

　いつもの暗い表情。しかし、そこにいるのは、もっと深く冷たいなにかだった。

　フロワードは背はい後ごに引きずってきていた、奇き妙みような物体を部屋の中央に放り投げ、

「今回の首しゆ謀ぼう者しやの一人です。ウェリアス伯はく爵しやく。彼からいろいろ聞かせてもらいました」

　そう、平然とした口調で言うが……

　しかしシオンは言葉を発さなかった。

　いや、発せなかった。ただ、目の前に転がったものを見据えて……

　ウェリアス伯爵と紹しよう介かいされたその物体には、両腕両足がなかった。いや、それだけじゃない。体中のいたるところが破は損そん……それも、獣けものかなにかに喰くいちぎられたかのような形で欠落していて……

　奇き妙みような光景だった。

　いったい、ウェリアスにフロワードはなにをしたのか……？

　その疑ぎ問もんがわいてくる。

　しかし、シオンは一度目を閉とじると、息を一つ吸すい込こみ、顔をあげて、

「報告を聞こうか」

　聞いた。するとフロワードはなぜか嬉うれしげに、口くち許もとを吊つり上げて、

「やはり、あなたを主あるじとして選んでよかった」

「…………どういうことだ？」

「もちろん、これを見ても、なにも言わないあなたの家か臣しんでよかったということです。あなたは光を抱かかえているのに……同時に大きな闇やみも抱えている。ならば私は存ぞん分ぶんに働ける」

　それにシオンは苦笑した。

　しかし彼は、それ以上なにも言わずに、フロワードの言葉をうながした。

　するとフロワードは淡たん々たんとした調子で説明をはじめた。

「この男から聞き出したところによると……やはり今回の件の黒幕は皇こう子しと、そのとりまきの貴き族ぞくのようです。コトの起こりは、いまの王が、世よ継つぎに皇子ではなく、皇子の息むす子この誰だれかをつかせようとしている素そ振ぶりがあり、それが皇子には気に入らなかったと。そして皇子は、それなら王を暗殺して、いずれ自分がこの国の王になろうと……そういう考えらしいです。

　しかしそれだけのことをするためには、強力な後うしろ盾だてがいる。アスタール様はその力を、軍部で昇しよう進しんすることで得られましたが、この皇子と貴族たちは恥はじ知しらずにも、ローランドの貴族の力を頼たよった。まあ、うちの貴族どもに頼ったところでむくわれるとは思いませんが……」

　と、薄うすく笑う。それにシオンはうなずいて、

「まあ、しかしありがちな話だな」

「はい」

「それで、内通を図はかっていたローランドの貴族の名前は聞き出せなかったのか？」

「それが……どうも、ローランドの貴族は金きん銭せん面めんの援えん助じよのみをしていたようで、名前は明かされていないようです」

　するとシオンは笑って、

「はは。うちの貴族たちのほうが、黒幕ぶりではいちまい上うわ手てだな」

「……いずれ、始し末まつをつけなければなりません」

　フロワードが言った。始末。それは、殺すということだ。

　それにシオンはため息をついて、考えこんだ。

　いや……もうすでに、自分の手で……部下の手で……何人も殺あやめてきている。こんなことで躊ちゆう躇ちよすることもない。

　だが、それでもシオンは自分の掌てのひらを見て、ため息をつく。

　ずいぶんと、この手も血に汚よごれたものだと思って……

　もう、母さんに触ふれる資し格かくはないなと、自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみを浮うかべて……

　そこでそんな考えをわきにどけ、本題に思考を戻した。

　どちらにせよ、ネルファでの敵はわかったわけだ。

　あとはそれをどうするか……

　自国のことではない。他国のことなのだ。皇子を始末してはい終わりというわけにはいかない。

　と──

　フロワードが言ってきた。

「私としては、ネルファの皇子に近づくべきだと思います。ローランドの貴族になりかわり、陛下がネルファの皇子を支し援えんするのです」

「ほう。そしていまの国王をあの馬鹿息子に暗殺させるって？」

「はい。愚ぐ者しやが王の国なら、それだけ滅ほろぼしやすくなりますから」

　フロワードはあっさりと言った。

　それにシオンは一瞬思考するように言葉を止めたが、すぐに肩かたをすくめて、

「おまえは本気で俺に、メノリス大陸全土を手中に収おさめさせようと思ってるんだなぁ……だが、俺は本当にそんなものは望んでないんだぞ？　むやみな戦争とか、したいとは思わない」

「問題ありません。真実の王というのは、あなたが望むのではなく、世界が望むのです。たとえあなたが……それを拒こばんだとしても……です。しかし私は、あなたはいずれそれを、望むと思っていますが……」

「望まないよ」

「ならば私がそう仕向けるまでです」

　フロワードが、やはり淡たん々たんとした口調のまま、言い放はなった。

　それにシオンは唖あ然ぜんとして、それから楽しげににやりと笑った。

「俺の部下は、怖い奴らばっかりだなぁ」

「……それはほめ言葉として受け取っておいてよろしいのでしょうか？」

「はは。さあな。だが、今はローランド内部をしっかり整ととのえるのが先だ。馬鹿皇子をネルファの王に据すえて、ネルファの治ち安あんが悪くなればそれこそ足を引っ張ぱられる。ここは、ネルファに対して貸しをつくるということでよしとしよう。国王には俺が話しておく。皇子の処しよ分ぶんは、ネルファの王に任せよう」

　シオンのその言葉に、フロワードはしばらく黙だまりこんでいたが……

「仰おおせのままに」

　言って、しずしずと頭を下げた。







　その夜、ネルファ皇国の裏側は、途と端たんに慌あわただしくなった。

　シオンが今回のことの顛てん末まつをネルファの国王に話したからだ。

　一歩間ま違ちがえれば大国ローランドとの戦争……

　それを回かい避ひするために、ネルファ国王をはじめ、国を思う貴族たちが国中を奔ほん走そうした。

　まず今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやである、ネルファ皇国皇子、スターネル・ネルフィの拘こう束そく。

　続いてそれを補ほ佐さした貴族たちが、芋いもづる式に次々と捕ほ縛ばくされていった……

　それは時間との戦いだった。

　時間をおけば、反国王派の貴族たちに逃にげられてしまう可能性がある。

　片付けるのなら、一夜にして全て始末してしまわなければならない……

　しかし幸さいわい、ローランド国王訪ほう問もんのパーティーという名目で、大勢の貴族が城に集まってきていたこともあり、首謀格のほとんどを捕らえることができた。

　そしていま、ネルファ国王をはじめ、おもだった貴族たちはそろってシオンに深々と頭を下げてきている。

「こ、このたびはまことに、ご迷めい惑わくをおかけして……これほどの事態になりながら、寛かん大だいなお心を持って、わが国との戦争を思い止とどめていただいたこのご恩おんは……」

　それに、シオンは困こまったような表情を浮うかべて言った。

「いえ、それはお互たがいさまです。今回のことにはローランドの貴族もからんでいました。ネルフィ殿どのにそんなにあやまられると、私としても立場がありません。どうぞ、お気になさらずに」

「…………感謝の言葉もありません……わしは、隣国のローランド帝国王が、アスタール殿であることを誇ほこりに思いますぞ」

　するとシオンはそれににっこりと笑って、

「それは私の言葉ですよ。国のために、他国の王に頭を下げられる王など、そうはいません。ネルファの王にグリード・ネルフィ殿がついている限り、私どもの国は北部への心しん配ぱいをする必要はないでしょう」

　そのシオンの態度に、ネルファの者たちはもう、本当に言葉もない様子だった。




　それでとりあえずは、全すべて終わり……のはずだった。

　しかし──暗い深夜に、フロワードはたたずんでいた。

　彼のまわりの景け色しきは、真まっ赤かに染そまっている。

　血、血、血。

　それを眺ながめて微笑を浮かべ、

「これで、今回のことを企くわだてた貴族の残ざん党とうは、あらかたの始し末まつできましたね……」

　呟つぶやく。フロワードのまわりにいる者は男も、女も、見み境さかいなく一いち様ように息をしていなかった……

　彼はふうと一息つくと、空を見上げ、月の傾かたむきを確かく認にんした。夜は、まだしばらくは明けそうにない。それを見つめ、それからまわりで息をしていない、骸むくろたちに向かって、

「いい月夜です。皆みな様さま、よい眠ねむりを……」

　それから歩き出した。闇の中をゆっくりとした足取りで、

「さて。あとはもう一つ……ですか。アスタール様の覇は道どうを邪じや魔まする者を生かしておくわけにはいきませんからね。この機に、陛下の前に立ちふさがりそうな者は全て、排はい除じよしておかなくては……なんとか、夜が明ける前に始末したいのですが……」

　そんなことを言いながら、音もたてずにその場をあとにする。

　空の月はもう傾かたむき始めていたが……

　まだ、しばらく夜は明けそうもなかった。









　　第五章　暗がりにひそむ者









　トアレ邸ていは静かに寝ね静しずまっていた。

　そこに、ライナは親に隠かくれて朝帰りする子こ供どものようにこそこそと周しゆう囲いを見まわしながら、忍しのび足で窓まどから戻もどってきて……

「あ～疲つかれた……ったくいま何時だ？　もうすぐ夜が明けるんじゃないか？　また明日あしたも朝早くからあのガキたちに起こされるんだろうし……それになんか腹はら減へったしさぁ」

　げんなりしながらぐちぐち言う。

　続いて無む造ぞう作さに、しかし音一つ立てずに窓から部へ屋やに入ってきたフェリスが、

「ん。だんごならあるぞ。月でも見ながら一いつ緒しよに食べるか？」

「お、いいね。明日胃いがもたれそうだけどな」

「ふむ。だんごはもたれたりしないということを知らないのか？」

「嘘うそつけよ」

「本当だ。少なくとも私はだんごを食べてもたれたことはない」

「……そりゃ、おまえが化ばけ物ものなだけだろうが」

「究きゆう極きよく変へん質しつ狂きようのおまえだけには言われたくないな」

「へいへい」

　なんて会話をしながら、二人は椅い子すを二つ窓のほうへ向けたりと月見だんごの準じゆん備びをする。そして席につくと、フェリスが用意しただんごを食べはじめた。

　しばらく。

　夜の静せい寂じやくのなかに、ぱくぱく、くちゃくちゃという音が響ひびく。

　ライナとフェリスは二人きり。

　ライナは眠ねむたげな目で月を見あげて、

「しっかし、こんなこと言うのもなんだが、月ってのはローランドから見ても、ネルファから見ても、かわんないんだなぁ」

　するとフェリスも、だんごを食べる手を一度止め、目を細めて月を見た。

「ん。そうだな。丸いな」

「…………って、それが感想かよ。風ふ情ぜいもなにもないな。おまえもうちょいなんかあるだろ？」

「……たとえば？」

「え？　あーそうだな。たとえば……月が黄色いなぁとか……って、ああだめだ。俺おれもなんか洒落しやれたセリフとかは全然思いつかないわ。これじゃあ女の一人も口く説どけないな」

　言ってから、少し自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って、

「まあ、口説いたこともないんだけどさ……」

　そしてライナは一いつ瞬しゆんだけ、自分の目を手で覆おおった。

　そこにあるのは──




　誰だれからも畏おそれられ、忌いみ嫌きらわれる代しろ物ものだった……




　自分が一番よく知っている。自分がどれだけ危き険けんなのかを……

　フェリスのことを化物と言ったが、しかし、本当の化物は自分だということを……

　だから彼は、人とのかかわりを避さけ続けてきたつもりだった。

　好きになった人を、優やさしくしてくれた人を、傷きずつけたく……

　いや……殺したくなかったから……

　とそこで、ライナは隣となりでだんごを食べ続けているフェリスを横目にうかがって、ため息いきをついた。

「…………」

　シオンは彼を欲ほしいと言った。『複アルフア写・ステイ眼グマ』を持っている彼を。

　おまけにキファは自分を化物と呼んじゃだめだと言うし……

　そしてフェリスは、おそらくシオンから彼のことを聞いているだろうに、平へい然ぜんと彼の隣に座すわり、

「ん。確たしかにおまえももう少し女を口説く方法を覚おぼえたほうがいいな。女と見ればすぐに襲おそうなどということをこのまま続けていたら、少なくとも天国へはいけまい」

　なんてことを言ってくる。

　ここのところ彼のまわりにいるのは、こんな奴やつらばっかりだった。

　彼の正体を知っても、まるで彼を恐おそれたりしない。それどころか、さらに彼の心に近づいてこようとする。

　それは……

　奇き妙みような感かん覚かくだった。

　いずれ彼らを自分が傷つけてしまうんじゃないか、殺してしまうんじゃないか？　そんな恐きよう怖ふが胸むねに膨ふくれあがってきて、なのに、心を閉とざすことができない。

　怖こわいのに……

　悲しいくらい心が揺ゆれるのだ。

　過去にも一度そんなことがあった。

　しかしあの少女のときは……少女を傷つける前に離はなれることができた。

　だがいまは？

　いまは……

　そこで考えるのをやめ、ライナはフェリスを見つめて、

「ったく、おまえはほんと物好きな奴だよなぁ」

「？　なんの話だ？」

　と、フェリスはライナを見つめてくる。

　切れ長の、少し感情にとぼしいが綺き麗れいな目。それをライナはいつもの緩ゆるんだ瞳ひとみで受けて、

「いんや。なんでもない」

　部屋の中は静かだった。

　月が傾かたむいていく。

　聞こえるのはフェリスのかすかな呼こ吸きゆうの音だけ。

　妙な雰ふん囲い気きだった。

　なにか……

　なにかが……

　そこでライナが立ちあがった。

　真しん剣けんな表情で、

「フェリス」

　すると……

「ん。気付いている」

　彼女はうなずいた。

　そのまま立ちあがり、かたわらにおいてあった剣を引き寄せ、

「なにかが……くるな」

「ああ。だが、なんだこりゃ？　なんか……すげえ殺さつ気きだぞ。それもかなりたくさんの……さっきの暗殺者たちが、報ほう復ふくにでもきたかな？」

「……本気でそう思ってるのか？」

　それにライナは余よ裕ゆうのない笑えみを浮うかべて、

「いんや。こいつは……ンなレベルじゃない。ってか、人間か？　これ」

　言った。

　徐じよ々じよに近づいてくるその殺気は、本当に信じられないものだった。

　人間が放つ理性を持った殺気というよりも、獣けもののような、無差別な殺気が、複数近づいてきている。ライナはそれにたじろいで、

「どうするこれ……？」

　が、フェリスは鋭するどく細めた目をライナに向けて、

「この殺気だ。相手ははなから気付かれることを前ぜん提ていに近づいてきているだろう。もう、逃にげられない」

「…………ったく、んじゃ、この館やかたを舞ぶ台たいにするわけにはいかないよな……子供たちは寝てるし。迎むかえうつか……？」

「ん」

　そう言って、二人は再び窓から飛び出した。




　トアレ邸てい正門から少し入った場所。

　昼間見れば手入れの行き届とどいた青々とした庭も、いまは暗い。

　静まり返った綺き麗れいな月夜。

　そこに、一人の男が立っていた。

　たった一人の、夜よ闇やみに溶とけていきそうなきっちりとしたダークスーツをまとった男。

　その体から……

　どういうわけか、複数のとんでもない殺気が噴ふき出している。

　男は綺麗な黒い長ちよう髪はつをやわらかい風になびかせ、底そこ冷びえのするような冷つめたい瞳をトアレ邸へと向けていた。そこに、

「おい。おまえが狙ねらってる相手はその館にはいないぞ。俺たちはここだ」

　ライナが声をかけた。

　そして、ライナとフェリスも庭に現あらわれる。

　すると男はライナたちのほうを見て、

「……ほう。まさか、お出迎えをしていただけるとは思っておりませんでした……あなたがたは、私の接近に気付いて、待ち伏ぶせをしていたのですか？」

　それにライナは肩かたをすくめて、

「って、そりゃ、あんだけあからさまに殺気を放ってりゃ、誰だれでも気付くわな」

　すると男はにやりと笑って、

「ご謙けん遜そんを……この殺気に気付くことのできる方のほとんどは……この殺気に射いすくめられて動けなくなるんですが……

　あなたがたは平然としている。さすがですね……」

　とそこで、男がライナに向かって、

「トアレ・ネルフィ様」

　なんてことを言ってくるもんだから、ライナは目を丸くして、

「へ？」

　と、声をあげた。それに男は少し思し案あんげな顔で、

「しかし、おかしいですね……報告では、トアレ様の経けい歴れきには、才さい気きと人じん望ぼうという項こう目もくはありましたが、戦せん闘とう能のう力りよくが高いという情報はなかったように思えるのですが……」

「……って……トアレって……？」

　なにをこの男は言い出してるんだ？

　と、ライナは一いつ瞬しゆん戸と惑まどってから、フェリスのほうを向いて、

「それって……そういうことだよな？」

　どうやらこの、馬ば鹿かみたいに大量の殺気を溢あふれさせている男は、ライナたちに用があるのではなく、トアレに用があるようだった。

　おまけに、ライナをトアレと勘かん違ちがいしている……

　ずいぶんと見けん当とう違いな話だが……
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「って、こりゃずいぶんとめんどくさいことに……」

　しかし、言いかけたライナの言葉をさえぎって、フェリスがいつもの無表情で言った。

「なるほどな。で、そういうおまえはなにものなのだ？」

　と──男は丁てい寧ねいに二人に頭を下げて、

「これは失しつ礼れいいたしました。私はミラン・フロワードと申もうします。このたびは夜や分ぶん遅おそくの突とつ然ぜんの訪ほう問もんをお許ゆるしください」

「だめだ。そう思うのなら出なおしてもらおうか」

　フェリスがにべもなく言う。

　フロワードと名乗った男はそれに顔をあげ、薄うす笑えみを浮うかべて、

「いえ、こちらとしてもそうしたかったのですが……なにぶん急を要する用よう件けんでして」

「ほう。で？」

「……トアレ様のご高名は、かねてよりうかがっておりました。民心を掌しよう握あくするその手しゆ腕わん……見み事ごととしか言いようがありません。どうも、国民は次の国王にはあなたになってもらいたいと思っているようだ。そして私もそう思っております。才気、人望を兼かね備そなえたトアレ様こそが、この国の王になるべきお方でしょう。よき王に恵めぐまれる。それでこそこの国は栄さかえるというものです」

　紡つむぐように言う。よき王。確たしかにトアレが王になれば、いい王になれるだろう。

　ライナは思った。が、フェリスはそれに、

「……御ご託たくはいい。用件を言え」

　すると男は暗く、悪あく魔まのような瞳ひとみで二人を見み据すえ、にたりと笑った。

「……いえね、しかしそれでは私が困こまるのですよ。この国が、よき王に恵まれるのは非ひ常じように……ですから──」

　瞬間、フロワードが空を振ふり払はらうかのように軽く手を掲かかげ、

「闇やみよ……」

　途と端たん。男の全身からさっきまでとは比くらべ物ものにならない強大な圧あつ力りよくが噴ふき出した。

　その殺気だけで、殺されてしまいかねないほどの……圧あつ倒とう的な圧力が……

　それを受けて、

「こ、こいつ……やばい……」

「…………」

　ライナとフェリスは弾はじけるようにその場から退しりぞいた。

　と──

「有れ」

　フロワードの声が夜闇に囁ささやいた。

　刹せつ那な。フロワードの足下にあった影かげが膨ふくれ上がり……

「なんだよあれは……」

　ライナはそれを見て、思わず声をあげた。

　黒い影が空間に飛び出し……一直線にライナたちの前に迫せまってくる。

　それは信じられない速はやさだった。ライナでも対応できないほどの……

　それは一瞬で間合いを詰つめ、ライナの喉のど元もとへと……

　ライナはとっさに身を反そらしてかわそうとしたが、まるで間に合わない。

「く!?」

　死ぬ。そう思った。絶ぜつ望ぼう的だった。

　ただ視し界かいの端はしで、もう一つのなにかが動いているのを見て……

　とそこで。

　ギィン！

　金きん属ぞく同士がぶつかり合うような甲かん高だかい音が響ひびいた。いつのまにかフェリスがライナの前に立ちふさがり、黒い影を剣で受けとめてくれていた。

　彼女はそのまま、剣を一ひと振ふりして影を振り払うと、

「ぼーっとするな。死にたいのか」

「…………ってか、あんなもんに反はん応のうできるほうがおかしいんだよ!!」

　叫さけんで、すぐさまライナも身み構がまえる。そしてフェリスに振り飛ばされた影を見て……

　ライナはまた驚おどろいた。

　その影は、獣けものの形をしていたのだ。狼おおかみとも熊くまともつかない、奇妙な獣……

　夜闇よりもさらに黒いしなやかな肢し体たい。鋭い牙きばに鋭い爪つめ。口からはやはり黒いなにかが唾だ液えきのように流れ落ち、それはそのまま地面へと溶とけて消えていく……

　それにフェリスが、

「おいライナ。あれはなんだ……？」

「……って、知るかよあんなもん……魔ま法ほう……か？　だがあいつ、魔法使ったようには見えなかったぞ？　いま見てみるが」

　言って、ライナは一度目を閉じ、再ふたたび開く。するとそこには朱しゆの五ご方ほう星せいが浮うきあがっていて……

　状じよう況きようを瞬しゆん時じに解かい析せきしていく。

　しかし……ライナはうめくように言った。

「あ、やっぱ魔法じゃねぇ……『複アルフア写・ステイ眼グマ』でもなんも構成が見えない……」

「じゃあなんだ？」

「だからわかんねぇって言ってるだろ！」

「………………役たたずめ」

「あ、てめぇいまこそっとなんてった！」

「役立たずだ」

「……いや、そんなはっきり言いなおされても困るが……」

　なんて軽かる口くちを言いあいながらも、二人は緊きん張ちようしていた。

　目の前にいる、正体不明の敵てき。それも、信じられない強敵。

　ほんの一瞬の間に、ライナの首が飛ばされそうになったのだ。

　この敵は、エスタブールの魔法騎き士したちのように人を痛いためつけて楽しんだりはしない。

　なんの感かん慨がいもなく、確実に近づき、いきなり首をはねようとしてくる……

「たちが悪わりぃ……」

　ライナはうめくように言った。その上、圧倒的な力を持っている……

　普通の魔法じゃない。『複アルフア写・ステイ眼グマ』でも見通せない、なにか……

　ライナは小声で、

「ちょっとやばいな……正体がわかんなきゃ、うかつに近づくこともできない。近づいたときになにをしてくるか……」

　しかしフロワードも少し驚いたような顔で言ってきた。

「すごい……いまの動きに反応しますか。なにものですかあなたは？」

　が、フェリスはその問いには答えずに、

「貴き様さまこそ……いったい、その化物はなんだ？」

「……これですか？　これは、あなたがたをお送りする死しに神がみですよ。そして……」

　再ふたたびフロワードが何事かを呟つぶやくと──

「ま、まじかよ……？」

　それを見て、ライナはうめくように言った。彼の目の前では、夜だというのに不ふ自し然ぜんなほど大きな影の落ちているフロワードの足下から、再び獣が飛び出してきた。

　それも一匹ぴきじゃない。全部で五匹の獣が現れ、信じられない殺気をライナたちに向けてくる。

　どうやら、最初に感じた気け配はいはこの化物たちのものだったようだ。

　ライナは顔をしかめて、

「おいフェリス……こりゃちょっとやばいぞ……逃げる……わけにもいかないよな……」

「ん。おまえが相手の動きに反応できないとなると、確かに少しきついな。あの速さを五匹、おまえを守りながら相手するのは正直私でも無理だ」

「…………だろうな。わかった。んじゃ、俺は俺でなんとかするよ……ったく……しかしここんとこ、すっごい働いてる気がしないか？　もっとこう、平へい穏おんだとか、惰だ眠みんをむさぼるだとか、そんな人生を俺は望んでるんだけどなぁ……」

　言いながらも、言葉とは裏うら腹はらにライナは素早く手を躍おどらせ、空間に光の文字を書きはじめる。それを見てフロワードが眉まゆを吊つり上げ、

「ん？　それは……エスタブール王国の魔法じゃないですか…………どういうことでしょう。ネルファにいるトアレ様がエスタブールの魔法とは……」

　そこまで言って目を細め、ライナを鋭く見据えて……

「ああ。なるほど。あなたはトアレ様ではないのですね。まんまと騙だまされました。護ご衛えいかなにかの方ですか？　それも、エスタブール王国の残ざん党とう……？」

　戦闘中に、丁てい寧ねいな言葉遣づかいで聞いてくる。しかしライナはそれには答えずに、

「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠る悪意の精せい獣じゆうを宿やどす」

　魔法を発動した。

　途と端たん、ライナの全身がきらめき……

　加速する。

　さきほどまでとは別人の動きでライナは駆かけだし、一気にフロワードへと迫せまる。

　それに反応するように、影の獣たちが一いつ斉せいにライナに襲いかかるが……

「もう、さっきのようにはいかないよ」

　ライナの動きがぐいぐいと加速していく。迫りくる鋭い爪をかわし、顎あぎ門とをいなして、今度は空間にすさまじい速さで光の魔ま方ほう陣じんを構こう築ちくしていく。

　それは瞬またたく間まに完成し……

　そこではじめて、フロワードの表情が変わった。

「な……ローランドの魔法……だと？　貴様いったい……」

　が、ライナはその言葉が終わる前に魔法を放はなつ。

「求めるは焼しよう原げん〉〉〉・紅くれ蓮ない」

　瞬間、ライナの構築した魔方陣から爆ばく発はつ的な炎えん弾だんがいくつも放たれ、影の獣と、そしてフロワードに襲いかかった。

　獣数匹は、灼しやく熱ねつの炎ほのおの直ちよく撃げきを受けて消しよう滅めつ。

　フロワードはとっさに両手を突つき出し、

「有れ」

　瞬間、フロワードの足下から黒いなにかが生み出され、それが彼を守るようにライナの放った炎弾を受けとめて、霧む散さんした。

　ライナはそれを見て、

「ちっ。外はずしたか……」

　思わず舌したうちした……

　フロワードはそんなライナに、

「驚きましたね。エスタブールの魔法にローランドの魔法ですか。なにものなのかは知りませんが……あなたも危険人物のようだ。そちらの剣士の方も、尋じん常じようじゃない動きをしていましたし……さすが、未来のネルファ王の護衛というべきでしょうか？」

　淡たん々たんとした口く調ちようでそう言うが、しかし、そんなライナとフェリスを前にしても、フロワードの声こわ音ねにはまだ余よ裕ゆうが感じられた。

　だからこそ、ライナは舌うちしたのだが……

　この男はまだ本気になっていないのだ……

　それがわかった。いまのライナとフェリスの動きなら、はっきりいって黒い獣が何匹こようと問題ないはずだった。

　ライナの動きは獣とほぼ同どう程てい度ど。しかし経けい験けんと動きの巧たくみさで、ライナが少し上回る。

　くわえてフェリスが本気になったら、さらにその動きは──魔法で増強ブーストされたライナの動きを凌りよう駕がするのだ……

　間違いなくいまの状況は、こちらに分ぶがある。

　だが……フロワードは薄うす笑わらいを浮うかべて、

「しかしいまからあなたがたほどの人材がトアレ様のもとに集まっているとなると、ここはやはり、トアレ様の息の根を止めておく必要がありますね」

「……させねぇよ。おまえ、トアレの兄きよう弟だいの子供たちも皆みな殺ごろしにするつもりだろ？　俺はあいつらに、毎朝毎朝乱らん暴ぼうに起こされた恨うらみを返さなきゃいけないんでな」

「……それは残ざん念ねんですね。ではあなたがたにも死んでもらわなければなりません。トアレ様のご兄弟へのご用向きは、あの世で言ってください」

　するとそれにフェリスが、

「あいにくだが、この男は日々の悪行のせいで地じ獄ごくに落ちるのでな、天国へいくトアレの兄弟とは、あの世では会えないのだ」

「……って、なんで俺が地獄へいくんだよ」

「ん？　違うのか？　それとももしや、婦ふ女じよ暴ぼう行こう犯はん専用のあの世というものが存そん在ざい……」

「するわけねぇだろ！……って、ンなこと言ってる場合じゃなかった……とりあえず」

　と、ライナはフロワードに再び向かい合い、

「めんどくせぇけど、まだトアレんとこでは調べものしなきゃいけないんでな」

　続いてフェリスが、

「ん。三食昼寝つき。しばらくの滞たい在ざい場所を失うしなうわけにはいかないからな」

　二人は身構えた。それにフロワードは、

「そうですか。では、本気でいきましょう」

　と、目を閉じた。

　その隙すきをフェリスはのがさない。

　一気に間合いを詰め、フロワードを両断しようとして……

　しかし。

　フロワードの足下からさっきの獣よりもさらに大きななにかが現あらわれて……

　フェリスの剣を受けとめる。

「って……」

　突とつ如じよ現れたそれに、ライナは思わず唖あ然ぜんとした。

　それは、巨きよ大だいな人型の化物だった。

　いや、獣と人の中間と言ったほうがいいだろうか……

　さっきの獣と同様、影なので全身真っ黒だが、丸まる太たほどの太さがある手足。はちきれんばかりの筋きん肉にくで覆おおわれた猫ねこ背ぜ気ぎ味みの体。

　異い形ぎようの頭からは、角つのが生はえ、背せ中なかには黒い翼つばさに鋭い尻尾しつぽ……

　その姿すがたは……

「おいおい嘘うそだろ……」

　伝説やお伽とぎ噺ばなしに伝わる、『悪あく魔ま』そのものだった……

　その悪魔は、さっきの獣を上回る動きで巨体を操あやつり、フェリスの剣を尾おの先についている鋭い剣状のもので受けとめると、

『ヒュイイイイイイイイイ!!』

　不ぶ気き味みな咆ほう哮こうをあげてフェリスに殴なぐりかかる。フェリスはといえばとっさに跳ちよう躍やくして拳けん打だをかわし、落下と同時に悪魔の腕うでを剣で斬きり裂さくが……

　悪魔は腕を落とされてもまるでひるむことなくフェリスに襲いかかり、一瞬の隙すきを突ついて彼女を鋭い爪で……

　とそこで、ライナが動いていた。

　半瞬で魔方陣を完成させると、

「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」

　雷らい撃げきを放つ。それが悪魔の頭を根こそぎ吹ふっ飛ばして、フェリスがすぐさま悪魔の心しん臓ぞうの部分に剣をたたきこむ。

「やったか？」

　が──

　フェリスが震ふるえる声こわ音ねで、

「く……だめだライナ……逃げ……」

　言葉はそこまでだった。

　いつのまにか、フェリスがさきほど地面に斬り落としていた悪魔の腕が動き、フェリスの背中に鋭い爪を突き刺さしている……

　その傷きずは浅くなかった。

　彼女の背中からは赤い鮮せん血けつが飛び散り……

「フェリス!?」

　ライナは走り出そうとしてしかし……

「おっと、君の相手は私ですよ。ライナ君、と言いましたか？」

　フロワードが目の前に立ちはだかった。

　フロワードの背後では、フェリスが負ふ傷しようしながらもなんとか悪魔と戦っている。が、あきらかに押おされているようだ。

　さっき首を吹っ飛ばされて、腕を斬り落とされ、心臓を貫つらぬかれたはずの悪魔が……

　いまは、なにごともなかったかのように腕も頭も復活してしまっている……

　悪魔は丸太を振り下ろすかのような強きよう烈れつな拳打を次々と放ち、フェリスは負ふ傷しようした体でそれをなんとかかわしていたが……

　その中の一つが彼女をとらえる。

　とっさにフェリスはそれを剣で受けとめ……

　しかし。

「く……ぁ……」

　そのまま彼女は信じられないほど遠くまで吹っ飛ばされてしまう……

　そしてフェリスが、まるで糸の切れた操あやつり人形のように、地面を無ぶ様ざまに転ころがって……

　ライナはそれに目を細めた。

「どけよ」

　が、フロワードは肩かたをすくめて、

「そういうわけにはいきません。それに、あなたがいったからといってどうなるというんです？　彼女はもう終わりですよ。思ったよりはあっけなかったですが……そんなものでしょう。しょせん弱者は、強者の前にひれ伏ふすしかない」

　その言葉にライナは、

「弱者？　あの女が？」

　そう言ってから、もう全てが馬鹿らしいとばかりの表情で首を振って、

「……おまえ……知ってるか？」

　言った。その突然の問いに、フロワードは首をかしげて、

「なんでしょう？」

　ライナの黒い瞳ひとみは、眠ねむそうに緩ゆるんでいた……

　脱だつ力りよくしきった動きで、彼は頭についた寝ね癖ぐせをなでながら、

「あの女はな、性格が悪いんだ」

　そんなことを言う。

「おまけに暴力的だし、俺をいじめるし、だんごばっか食ってるし、どんな状況でも飄ひよう飄ひようと無表情だし、あの女さえいなけりゃ、俺はこんな辛つらい旅もしなくていいし……はっきりいって、助けてやりたいとかぜんぜん思わないんだよなぁ」

　それにフロワードはにやりと笑って、

「なるほど。あなたも私と同じ種類の人間でしたか。いいですよ逃げても。私の邪じや魔まさえしなけれ……」

　が、ライナはフロワードの言葉が終わらないうちに弾はじけるように動いていた。

　脱力した体から放たれたとは思えない、信じられないほど鋭い拳打。

　フロワードは顔面にその直撃を受けて、吹っ飛ぶ。

　しかし、地面に広がっている影が突とつ如じよ盛もりあがって、彼の体を支ささえてしまうが……

　そのままフロワードは口から血をしたたらせながら、ゆっくりと地面に着地し、

「はて？　いまのはなんでしょう？　あの女が嫌きらいだから逃げるんじゃなかったんですか？　それともあくまで私とやりあいますか。あなたに勝ち目があるとは思えないですが……しかも、あなたはそれに気付いているでしょう？　私は影を無む尽じん蔵ぞうに生み出せる」

　するとライナはさらに大きくため息をつき、

「ああ、気付いてる。どういうわけか、おまえはやたら大きな力を持ってるな。ったくさ、できることなら俺もこんなめんどくさいことはやめて、とっとと逃げて昼寝でもしたいんだけどさ……」

「ん。逃げればいいでしょう。あの女の剣士の方は馬鹿ですよ。他人のために命をはるなど。他人の命が、自分の命よりも大切な者などいません。素す直なおに逃げなさい。私は追いませんよ」

　が、それに……

「…………かつくんだよ」

　ライナはひねりだすように、低い声こわ音ねで言った。

　しかしフロワードはそれが聞き取れずに、

「は？　なんですか？」

　聞き返す。

　するとライナは鋭く、黒い瞳でフロワードを見み据すえて、

「……むかつくんだよてめぇが。あの女はな、いつも無表情でいいんだよ。なにがあっても動じなくていいんだよ。いつもだんご食いながら人殴なぐってりゃいいんだよ……俺が助ける必要なんてないくらいいつも強くて……」

　そのまま、ライナは走りだした。

　いくつもいくつも魔方陣を高速で生みだし、地ち水すい火か風ふう、次々と多種多様な魔法を放はなつ。

　そのたびにフロワードは影を呼び出し防ふせぐが、ライナの動きはそのたび速さを増ます。

「稲光いづち」

　雷らい光こうが走り、

「紅くれ蓮ない」

　炎ほのおがうなる。

「崩水みすみ」

　激げき流りゆうがうずまき。

「倒ちが地しら」

　地面に巨大な穴が穿うがたれる。

　そのことごとくをフロワードは影で防ふせいでしまうが……

　しかし、ライナはそのたびフロワードとの間ま合あいを詰め、ついには顔面に掌しよう底ていをたたきこむとそのまま頭をつかんで地面に押し倒たおし……

「…………あの女はな、無ぶ様ざまに、地面を転がるような奴やつじゃねぇんだよ！　おまえなんかにあっさりあいつがやられたら、いつも殴られてる俺は殴られ損ぞんだろうが！」

　なんて滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言い放った。

　それにフロワードは、地面におさえつけられたままあきれた表情で、

「ふむ。で、どうするというんです？」

「てめぇをぶっ飛ばして影を消す」

「あなたにはできませんよ」

　しかしライナはそれににやりと笑って、

「どうかな。やってみなきゃわかんねぇぞ。おまえは……その指輪で影を操ってるんだろう？」

　瞬間。

　フロワードの表情が変わった。地面に落ちていた影が一いつ斉せいに盛りあがり、ライナに襲いかかる。

　とっさにライナはその場を跳とびのき、それをかわすと、再びフロワードと向かいあって……

　フロワードは右手を押さえていた。いや、右手の中指についている、珍めずらしい黒色の指輪を……

　そして、

「…………やはりあなたは、怖こわい人ですね。なぜ気づいたんです？」

　それにライナは、

「さあ。勘かんだ。あえて言えば、おまえが手を振るうたびになぜか、俺の目にほんのかすかな痛いたみがあった。俺にもなんでかわからないけどな……だから手に注目してたら、その指輪が目に入った。それで、思い出したんだ。大たい帝てい『黒こく叡えい』の伝説を……」

　その言葉に、フロワードの口くち許もとに、貼はりついたように浮いていた笑みが突如消えた。

　酷こく薄はくな瞳でライナを見据え。

「なぜ、貴き様さまがそれを……」

　が、ライナはその言葉を遮さえぎって、朗ろう々ろうとした口調で異国の……

　いや、遠い昔に失われた古いにしえの言葉を紡つむぎだす。

　韻いん々いんと……

『其そが者は闇やみから生まれた。

　暗い月夜。

　夜の帳とばり。

　漆しつ黒こくの翼つばさ。

　闇の幻げん影えい。

　影の王。

　其が現れしとき、世、常とこ世よ、常とこ闇やみに包つつまるる宙そらをうめ尽つくすは──』

「貴様はいったい……」

　しかしライナは言葉を止めない。フロワードを見据えたまま、

「世界を覆おおった影の王の伝説だな。これは人間だったといわれているが……世界に残ざん虐ぎやくな圧あつ政せいをしいたせいか、魔王扱あつかいになってる……でもってこの王は、一番の部下に奇き妙みような力がこめられている指輪を与あたえた。それは……」

「黙だまれ！」

　フロワードは怒ど鳴なるが、ライナは黙らない。

「影を操る力だ。そしてその部下はその力で次々と敵対国家の要人を暗殺していき、黒叡の領りよう土どはどんどんと拡かく大だいしていった。だが……ある国の要人を殺そうとしたときに、それを護衛していた騎き士しにその指輪をつけていた指を剣で斬り落とされ、指輪を奪うばい取られて、黒叡は逆に影の力で殺されてしまうと……こんな物語だったかな？　まあ、なんで黒叡はそんな奇妙な指輪を持っていたのかとか、その指輪はどっからきたもんなのかとかはまったく謎なぞのまま、文ぶん献けんも残ってないんだが……だが、その指輪を奪った騎士の名前は世界を救すくった勇者として名前が残ってる。確たしか……」

　ライナはそこで一度言葉を止めて、記き憶おくをたぐるように宙ちゆうをしばらく見つめてから、

「確か、そう、ハルフォード・ミランだ。

　で、おまえの名前はミラン・フロワードと……できすぎだとは思わないか？」

「………………」

「おまえ、聖騎士ミランの末まつ裔えいか……？」

「……だったら、どうしたというのです。なにか状況でも変わるというのですか？　あなたがたはここで死ぬ。それ以外の結末は存在しません」

　が、ライナはにやりと笑って、

「ぬかすんじゃねぇよ。伝説の勇者の末裔が、子供を皆みな殺ごろしにするなんて言いやがって。子供たちの夢が壊こわれんだろうが」

「なら夢が壊れる前に、殺してさしあげますよ」

　と、フロワードは指輪を掲げるように手を広げる。

　が──

「……おまえにはできねぇよ」

　ライナが言った。

「実じつ証しようされてんだろ？　ハルフォード・ミランは、影を操る暗殺者の指を斬り飛ばしてその指輪の力を撃げき退たいしている」

「だが、あなたはハルフォード・ミランではない。あなたにはできませんよ」

　するとライナはあっさりうなずいて、

「ああ……俺には無理かもな。だが、あいつなら……フェリスなら、できる。あいつならハルフォード・ミランなんかよりもよっぽどいい動きをするさ」

「くだらない……信しん頼らいというやつですか？　あの女の剣士はもう、私の遣つかいに殺されるところですよ」

　しかしそれに、ライナは頭をかいて、

「ば～か。信頼とか恥はずかしいこと言うんじゃねぇよ。俺は、単にあいつに殴られ慣なれてるだけだ。実体験ってやつ？　それに……見てみろ」

　言って、ライナはフロワードの後方に視し線せんを向けた。

　そこではフェリスがまだ戦っていた。

　背中の負ふ傷しようをものともせず、神しん速そくの剣で悪魔の四し肢しを両断し、再び体に戻ろうとする手や足を、目に映うつらないほどの動きでさらに何等分にも斬り裂さいて……

　彼女は、まるで竜たつ巻まきだった。

　触ふれるだけでずたずたに斬り裂かれてしまう、鋭えい利りな竜巻。

　彼女の動きはいままでで一番速かった。かつてライナと戦ったときも、これほどの速さは見せていなかったのに……

　しかし、彼女の動きはさらに、加速していく……

　信じられない光景だった。

　フロワードはそれを驚きよう愕がくの面おも持もちで見ていた。

　いや、フロワードでなくとも、常じよう人じんがそれを見たら、彼女のことをこう呼よぶだろう。




　化物と。




　強大な力を持てば持つほど、誰もが恐怖し、忌いみ嫌きらい、近づかなくなる。

　だが……ライナはそれを嬉しげな笑みを浮かべて見つめていた。

　それから、

「さて、じゃあフロワード、悪いがここらへんで幕まくを引かせてもらうわ。俺ここんとこあんま寝てなくて疲れてるし……」

　言って、手を高速で動かし始めた。魔方陣を生み出し、

「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち」

　瞬間、フロワードに向かって雷らい撃げきが放たれる。

　当然、フロワードはそれをあっさり防ぐが……

　それは牽けん制せいだ。ライナはフロワードから視線をそらして、

「フェリス！」

　叫さけんだ。それにフェリスはじろりといつもの無感情な視線をこちらへと向けて……

　一気にこちらへと駆けて……いや、ほんの刹せつ那なの間に間合いをつめてきて……

　拳こぶしを振りあげ、

「って……へ？　うそだろ？　ちょっと待……ぎゃあ!?」

　ライナの頭を殴りつける。

　そのまま地面に倒たおれ伏ふしたライナの背中をげしげしと踏ふみつけ、

「遅おそいぞライナ。死ぬところだったじゃないか。さあ、さっさとこの影の化物の弱点を吐はけ」

「いや、このぶんじゃ俺……おまえより先に死にそうなんですけど……」

　と、急になにもかもどうでもよくなってきてライナはげんなり言ってから、

「ってそうじゃねぇだろうが！　遅いぞっておまえ……俺があいつらの弱点を見み抜ぬくってわかってたのか？」

「ん。おまえなら気付くと思っていた。だからあの悪魔を一人で引きうけた」

「ってそれって……」

　と、ライナは思わずフェリスを見あげ、そしてフェリスは重おも々おもしくうなずき、

「そうだ。おまえは目をつけた女の弱点を見つけてゆするのが得とく意いな外げ道どうだからな。今回もやるだろうとは思っていたが……」

「ンなことだろうと思った……」

　などなど……

　信頼などという言葉が、この二人のどこらへんにあるのかはさておき……

　ライナは笑みを浮かべてフロワードを見上げた。

「さてと、どうする。さっきのこいつの動きを見ただろ？　こいつなら、目もく標ひようさえわかってりゃ、おまえの指輪のついた指くらいきっと吹ふっ飛ばせるぞ。それも二人がかりだ。さっきの言葉をそのまま返すが……俺はおまえに勝ち目があるとは思えないが？」

　それにフェリスも、

「ほう。あの指輪があの影を生み出しているのか。いったいあれはなんなのだ？　ライナ」

「う～ん。あれはどうも、俺たちが探さがしてる勇者の遺い物ぶつ……いや、魔王の遺産って言ったほうがいいかな。とにかく、そんなようなもんらしい」

「なるほど……で、おまえはなぜそんなところに寝っ転がっている。目の前に勇者の遺物があるのなら、即そく回かい収しゆうだ。さっさと動け」

「ってはぁ？　おまえが俺を殴なぐり倒たおしたんだろうが！　ぶっ殺……」

　が、ライナの言葉の途と中ちゆうでフェリスの剣が落ちてきて地面にストンと突き立ち、

「おっとすまない。手が滑すべった。で？　なにを言おうとしていた？」

「……………………いや、いま立ちあがります。ごめんなさいでした……」

　ライナはげんなりしながら起きあがった。

　そんな二人を見つめて、フロワードは……

「ふ……ふふ……くくく……なるほど。本当に君らはおもしろいですね。殺すのは実に惜おしい……」

　それにライナが、

「だ～からおまえに俺らは殺せねぇって言ってんだろうが」

　フロワードはあっさりうなずいた。

「でしょうね。しかしいずれ殺さなければならない。あなたがたは危険だ。このまま生かしておけば、いつか必ず、我わが主あるじの障しよう害がいとなりましょう。それはトアレ・ネルフィなどとは比くらべ物にならないほどの強大な障害に……」

　フェリスが怪け訝げんな顔で言った。

「貴様の後ろにいるのは誰だれだ？　ネルファの貴族では……ないだろう？　貴様らはなにを企たくらんでいる？」

　しかしそれにフロワードは薄笑みを浮かべ、一いつ足そく跳とびにその場を跳び退すさった。

　そして薄く夜が明け始めた空を見上げ、

「まことに残ざん念ねんですが、それをお教えすることはいまはできないようですね。私にはあなたがたを始末する力が少々足たりないようですので……今回は引き下がります。

　ああ、安心なさってください。トアレ様には手を出しません。別の、あなたがたを殺すという大きな課か題だいができてしまいましたからね……では、今日はこのへんで……しかし、近いうちに再ふたたびお目にかかりましょう」

　言った瞬間、フロワードの足下の闇が膨ぼう張ちようし、そして彼を包みこんで……

　彼はあっさり姿を消した。

　しかしライナたちはそれを追おうとはしなかった。

　ライナが疲れた表情で、

「こっちはもう、会いたくねぇけどな。願ねがい下げだ」

　言ってから、完全にフロワードの気配が消えたのを確かく認にんして、どっとため息をついた。

　フロワードがいなくなった場所を見つめて……

「ったく、ずいぶんと、やっかいな相手に目をつけられたなぁ……」

　うめくように言った。

　次にくるときはおそらく、あいつはこちらに勝てるだけの力を準備してくるだろう……　今回はなんとか撃げき退たいしたが……

　次は……

　ライナはフェリスのほうを向いて言った。

「しかし、いまのはったりが効きかなかったら……やばかったな…………きついか？」

　するとフェリスは、さっきまでとは別人のように、少し息のあがった、赤い顔でこくりとうなずき、

「ああ」

　どっとライナの胸に体をもたせかけてくる。

　ライナは彼女の体を受けとめて、顔をしかめた。

　彼女の服の背せ中なかの部分は、傷から流れ出た血でぐっしょり濡ぬれており……

　それは致ち命めい傷しようと言ってもいいくらいのレベルの傷だった。

　彼女の体からは血液の流出とともに体温が奪うばわれ、ひどく冷たい。

　そんな状態であれだけの戦いをしていたのだ。フロワードは気付かなかったようだが、ライナにはフェリスの顔を見て、すぐにわかった。

　いつもの、まったく表情を変えることのないフェリスが、かすかに、ほんのかすかに苦痛に顔をゆがめていたのを……

　そんなフェリスの体をライナは優やさしく抱かかえて、

「……お疲れさん。あとは俺がやっとくから、少し寝ねろよ」

「……ん。私の寝こみを襲おうなどと考えているのなら……」

「襲わねぇよ！」

　すると一瞬フェリスは顔をあげ、ライナの顔を確認してから、

「…………ん」

　ライナの腕の中で目を閉じたのだった。
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　翌よく朝ちよう……

　と言っても、もうほとんど朝だったのでほんの一時間後くらいだが……

　彼らは息をひそめていた。できる限り気け配はいを絶たち、物音をたてないように移動する。

　敵てきは手て強ごわい。ちょっとやそっとのことじゃ全然驚おどろかないし、いつも眠そうにしている。

　しかし、失しつ敗ぱいは許ゆるされないのだ。彼らの使命は重い。

　いままで彼らは失敗したことがない。そしてこれからも失敗するわけにはいかない。

　その事実は、彼らの胸に重いプレッシャーとしてのしかかってくるが……それをむしろ心ここ地ちよいと感じられるほど、彼らのプロ意識は高かった。そっと部へ屋やの扉とびらを開き、彼らはお互たがいに目で合あい図ずしあいながら、陣じん形けいを組んで進んでいく。

　目もく標ひようはベッドの上でだらしなく寝こけているあれだ。

　彼らはどんなに慣なれた仕事でも、手を抜ぬくということをしない。あくまで慎しん重ちように、スマートにことを運ぶ。

　そして……目標に到とう着ちやく。

　お互いがお互いの顔を見まわし、計画実行のタイミングをはかる。

　綿めん密みつな計画は、昨日きのうの夜のうちにたててあった。誰がどこをどうするのか、全て決まっている。

　イージーだ。なんの問題もない。

　リーダーが一度目を閉じ、そして三秒数えてから、ゆっくりと開いた。

　それが合図だった。彼らは、目標の鼻はなと、口を押さえつけて……

「…………………………………………!?　う……あ……あうあう……って……」

　ライナはひとしきりうめいたあと、勢いきおいよく起きあがって怒ど鳴なった。

「何度も言ってるが、まじで殺す気かてめぇら!?」

「きゃー！　野や獣じゆうが起きたー！」

「誰が野獣だよ！」

「えーだってイリスちゃんが……」

「そりゃもう聞いたよ！」

「きゃーきゃー」

　と、嬉うれしそうに駆かけまわり、ライナが苦労して整せい頓とんした資料の山を崩くずしまくる子供たち。

　それにライナが人生に絶望したような無力感たっぷりの表情で、

「…………まじで？　……そうじゃなくても、俺昨日ほとんど寝てないのに……ああ、こんなことならフロワードにこいつら殺してもらっとくんだった……」

　なんてことを言って頭を抱える。そんなライナには構かまわず子供たちは、意い気き揚よう々ようと、

「よし！　今度はフェリス姉ねえちゃんだ！」

　と、部屋を飛び出して行こうとしたところで、ライナはあわてて子供たち全員の襟えり首くびを器き用ようにつかんで持ちあげ、

「ああ、ちょっと待て。あーえっと、あいつはいま調子悪いから起こす必要ねぇよ。それに……」

　とそこで、にたりと暗い笑みを浮かべて、

「おまえらこんだけ俺の安眠の邪じや魔まをして、なにもなしで帰れると思ってんのか？」

「な、なに……なにするつもりだ!?」

「ふっふっふっふ」

　ライナは不ぶ気き味みに笑って……

「死ねぇ!!」

　子供たちをくすぐり地じ獄ごくの刑けいに処しよそうとして……

　直後。

「ぎゃああああああああああああああ」

　子供たちの反撃にあっさり倒されるライナの悲ひ鳴めいがあがった……




　なんてあほなことをやりながら、ライナは子供たちに引きずられて、トアレの作った朝ご飯を食べに食しよく堂どうへ連れてこられる。

　するとそこには、いつのまにやらまたシオンがイリスと並んで食事をとっていて……

「よおライナ」

「………………って、またいんのかよおまえは……暇ひまな奴やつだなぁ……ンなことで例のあれは勤つとまんのかね」

　言いながら、食しよく卓たくにつく。それと入れ替かわるようにイリスが、

「ごちそーさまー!!　ねえねえ見てみて、イリスってば、こんなに綺き麗れいに全部食べたよ？　好き嫌きらいも全然言わなかったよ！　えらい？　えらい？」

　シオンはそれにうんうんうなずいて、

「うん。イリスちゃんはえらいね。なあライナ」

「んぁ？　なにがえらいやら、んなくだらねぇことでいちいち……ぎゃああああああああああああああ」

　と、イリスはライナを殴なぐり倒たおすと、

「んじゃイリスちゃん遊びにいってきまーす！」

　勢いよく、トアレの兄弟たちと外へくりだしていく。

　そんなこんなをしているライナの目の前に、

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ライナさん」

　気き遣づかわしげに声をかけて、トアレがライナの前に朝食を用意してくれる……

　それにライナはいつものことだからと疲れた表情で手をあげて、

「き、気にしないでくれ……あ、しかし今日きようもうまそうだなー。悪いな、毎日ご馳ち走そうになって」

「そんな。気にしないでください。ライナさんはあのチンピラたちから守ってくださった命の恩おん人じんなんですから。それで、昨日はよく眠れましたか？」

　その言葉に、ライナは一いつ瞬しゆん昨日のえらく長かった夜のことを思い出し……

「………………ああ。眠れたよ」

　さらに疲れた声で言った。

　しかしそんなことを知る由よしもないトアレは、邪じや気きのない顔で微ほほ笑えんで、

「それはよかった。まだありますから、いっぱい食べてくださいね」

　言って、再び厨ちゆう房ぼうへと戻もどる。

　続いてライナが顔を横へ向けると、そこではトアレとは正反対な、邪気たっぷりな微笑みを浮うかべたシオンがこちらを見つめてきていて……

　ライナはため息をついて言った。

「おまえ……ただ飯めしばっか食ってないでちゃんとトアレに金払はらえよ」

「チンピラから命救すくったくらいで、人の家に居い座すわり続けてる奴やつに言われたくないけどな」

「うっさい。俺はもう、トアレの命を守りまくってんだからいいんだよ」

「へ？　なんだそれ？」

　問い返されて、ライナは考えた。昨日あったことを説明しようとして……しかしそうなるとどっから説明したらいいのかが頭を巡めぐってきて……

　そいつはトアレを襲おそってきたこと。本物かどうかはわからないが、勇者の遺い物ぶつらしき奇き妙みような指輪を持っていたこと。フェリスがそいつにやられて負ふ傷しようしたこと。そんなこんなを説明しようとして……だけど結局はその指輪も手に入れられなかったしなぁ……んじゃめんどくさいから話さなくていいかぁ……だるいし。

　なんて複雑かつ効こう率りつ的な思考が展てん開かいされて、ライナは眠そうな表情のまま言った。

「いや、こっちの話。で？　なんの用だ？　おまえがここにきたってことは、またなんか用があんだろ？」

　するとシオンはにやりと笑って、

「いや、今日は報告だけだ。昨日は活かつ躍やくしてくれたみたいだな。部下が集めてきた話によると、ネルファの貴族どもは俺の暗殺を……グスタグ……とかなんとか言ったかな？　なんか、そんな名前の有名な暗殺集団に頼たのんだらしいんだが……まったくそいつらがくる気け配はいがなかった。おまえらがやってくれたんだろ？」

　ライナはうんざりしたような顔で言った。

「ったく……めんどくせぇことばっかりやらせやがって……おかげで俺はここんとこ全然寝てないんだぞ？　おまけにとんでもない化ばけ物もののおまけつきだし……」

「ん？　化物？」

「それもこっちの話」

　それにシオンはさすがに怪け訝げんな表情になるが、ライナはそこで無む理り矢や理り話を打ち切り、

「んで？　結局どうなった？　全部うまくまとまったのか？」

　シオンはうなずいて言った。

「ああ。ネルファにはたっぷり貸かしを作ってやったよ。しばらくはこの国の王も、俺に頭をあげられないだろう。まあ、ローランドの内ない通つう者しやのこともわからなかったし……百点とはとても言えないが……まあまあだな」

　ライナはそんな説明を聞いて、

「そか。そりゃあよかったな」

　まったく気のない声で言った。それにシオンも満まん足ぞくげに笑って、

「ああ、よかったよ。こんなにおまえが役に立つなら、もっといろんな仕事を……」

「はぁ!?　って、ちょっと待て！　おまえ……そりゃ話が違うだろ？　俺は勇者の遺物を追ってりゃそれでいいはず……」

　が、シオンはとぼけた表情で、

「さあ？　なんの話だ？　ま、でも俺の言うこと聞くか聞かないかはおまえの自由だけどな。ただ『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいはきっとおまえの安あん眠みんを邪魔することは間ま違ちがいないだろう」

　その、安眠という言葉に……

「うう……」

　ここのところほとんどちゃんと寝ていないライナはあっさり負けた……

　がっくりとうなだれるライナに、勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべるシオン。そのまま、自分の人生はいったいどこからこんなふうに間違いはじめてしまったのだろう……なんてことを一人ライナが思い悩なやんでるのはほっといて、シオンはまわりを見まわして、

「しかし、フェリスはどうしたんだ？　全然姿すがたを見ないが……」

「ん。あいつはいま、寝てるよ。調子が悪いらしい」

　その、ライナの言葉にシオンは目を丸くした。心しん底そこ驚おどろいたような顔で、

「へ？　って……調子が悪い？　あいつが？　まさか……昨日の暗殺者を撃げき退たいしたときに負傷した……わけないよな……あいつに限かぎって」

「ないな」

　ライナもあっさりうなずいた。それにシオンは再び考えこんで、

「あ、じゃあ、もしかしてあれか？　月のモノか？」

　しかしその案あんにはさすがにライナは首をかしげて、

「ンなもんであいつが倒れるタマかよ。腕斬り落とされても、表情変えずに『ん。問題ない』とか言いそうな奴やつなんだぜ？」

「あはは。似にてる似てる。確かに言いそうだな。ってことはなんだ？　だんご食いすぎて腹はら壊こわしたとか？　それともまさか……恋こいの病やまいとか？　おまえもしかして、フェリスに手ぇだしたんじゃないだろうな？」

　なんていう神をも恐おそれぬ発言をするシオンにライナは蒼そう白はくになって……

「おまえ……俺をそんなに殺したいのか？　フェリスなんかに手だしたら、それこそ一秒も俺の首が胴どうにつながってるかあやしいと思うんだが……」

「いいね。女のために命をかける。男のロマンだな。がんばれライナ」

「うっさいわ。やりたきゃおまえがやれよ」

「いや、俺はわりと生きてたい派はなんだ」

「はあ？　ロマンは？」

「命あってのものだねっていう言葉もあるだろう？」

「…………確たしかになぁ……名言だよなそれ。ようは死ななきゃ偉えらいってことだろ？　よし決めた！　もう俺は危あぶないことしないぞ。食って、寝て、食って、寝る！　ああ、なんて偉い大だいなんだろう俺」

「…………それはだいぶ違うと思うぞライナ」

　なんて馬ば鹿かな話を続ける二人。

　これが、最近ではめっきり名君主と呼よばれているローランド帝てい国こく王と、エスタブール魔ま法ほう騎き士し団だんを撃げき退たいし、たった一人で戦争を終結させた隠かくれた英えい雄ゆうとは、とても思えない……

　とそこで、

　音もなく、気配もなく、なにかが二人の男の背はい後ごに忍しのび寄よっていって、

「ん。なるほどな。男同士でなにを話し合っているのかと思えば、感心にも男のロマンの話とは、ずいぶんと高こう尚しようではないか。ここは一つ、おまえらの望のぞみをかなえてやろう」

　突然、ライナたちの背後から声が聞こえてくる。

　続けてキュインと、剣けんが鞘さや走ばしる音が聞こえてきて……

　ライナとシオンは……

『……………………………………ぎゃああああああああああああああああああああ』

　ここ最近では一番の悲鳴が、トアレ邸ていに響ひびき渡わたったのだった……









　　ＰＲＯＬＯＧＵＥⅡ

　　──それでも悩なやみ多き未来へと









　彼はたくさんのものを一人で抱かかえこんだ。

　他人の喜び、他人の悲しみ……

　愛情。憎ぞう悪お。生。死。

「…………」

　全すべてを抱えこむのは、苦く痛つうだった。

　辛つらくて、苦しくて……

　彼が一つ采さい配はいを間ま違ちがえるだけで、膨ぼう大だいな数の人が死ぬのだ。生きるのだ。悲しむのだ。笑うのだ。

　彼は決めねばならない。右を救すくうためには、左を殺さねばならない。左を救うためには、右を殺さねばならない。

　常つねに選せん択たくを迫せまられる。

　さあ、どちらの命が重いだろう？

　どちらの命が軽いだろう？

　彼が選ぶたびに、悲しいくらいに人が死んでいく……

　それでも彼は、全てを抱えこもうとした。

　そして、いつも平然としていた。

　それは皮ひ肉にくにも、幼おさないころ、彼が見送った彼女の顔に似にているようにも見えた。

　どんなに辛くても、悲しくても、苦しくても、まるで、悲しいことなどなにもなかったかのように平然と……







　シオンは執しつ務む室しつで、今回のネルファ訪ほう問もんにともなって起きたさまざまな事じ象しようの報告書を読んでいた。まずシオンがいなかった間にローランドの貴き族ぞくがどんな動きをしたのかということが詳しよう細さいに書かれた、ヌーブル卿きようとカルネの報告。

　ネルファ内でフロワードが行った情報収集活動の成果の報告。

　続いてシオンの留る守す中ちゆう、クラウに秘ひ密みつ裏りに調べさせていた、ミラン・フロワードの詳くわしい経けい歴れきについての報告書……

　しかしそれは、まったく意味をなさなかった。どれだけ調べても、ミラン・フロワードがフロワード公こう爵しやく家に養よう子しに入る前の情報は得えられなかったのだ……

　いや、かつてのフロワードを知る人物はみな……

　殺されてしまっていたと言ったほうが正しいだろうか……

　その量は信じられないものになった。

　たとえばかつてフロワードがいた孤こ児じ院いんは、その管理者に始まり、生徒にいたるまで……

　全てが惨ざん殺さつされていて……

　その原げん因いんがまるで解かい明めいできない。

　と──

　そこで突とつ然ぜん、執務室の扉とびらがノックされ……

「ミラン・フロワードです。ネルファ訪問時の追加報告を持ってまいりました」

　いつもの丁てい寧ねいな、しかし感情を押おし殺したような……というよりは、感情が死んでしまったような声がかかった。

「入れ」

　シオンが命じると、フロワードが入ってくる。

　シオンはそのまま顔をあげずにフロワードの経歴書を読み続けた。

　結局のところその報告書には、フロワードの出しゆつ生しようは不明。かつての、本当の姓せい名めいも記録が残っていないとあった。そして最後に、クラウはこう断じていた。『ミラン・フロワードは極きわめて危き険けん。即そく時じ解かい任にんするべきだ』と。

　読み終えて顔をあげると、そのフロワードが書類を手に立っている。

　彼はシオンを冷つめたい瞳ひとみで見つめて、薄うすく笑えんだ。

　そして──

「私の経歴は、いかがでしたでしょうか？」

「…………」

　なぜそれを？　そう言いかけて、シオンは踏ふみとどまった。

　この男は、そういう男だ。シオンは何なに気げない表情をとりつくろって、

「ん。君の過去の経歴を調べさせたことが気に触さわったか？」

「いいえ。当然でしょう。あなたはこの国の王なのですから。そばにおく人間は、厳げん選せんしなくてはなりません」

「ああ、そうだな」

　言ってから、シオンはフロワードにクラウの書いた報告書を投げ渡わたした。

「一番最後のところを読んでみろ」

　フロワードはそれを受けとって……

「はは。極めて危険。即時解任するべき……ですか」

　おもしろそうに読み上げた。

「で？　どうするおつもりですか？」

　それにシオンは肩かたをすくめて、

「おまえはネルファでもすばらしい働きをしてくれている。なぜ解任する必ひつ要ようがある？」

　あっさりと言う。するとフロワードはますますおもしろそうな顔になって、

「あなたは本当に奇き妙みような人だ」

「君に言われたくないな」

「…………私なら、こんな危険な人材は、すぐに処しよ理りしてしまいます」

　そのフロワードの言葉に、

「そうか？　だが俺おれはおまえを使う。利用できるものはなんでも利用する主義なんだ」

　そんな、普ふ通つうの将しよう校こうや部下が言われたら、忠ちゆう誠せい心しんもなにもなくなってしまいそうな言葉をシオンは素そっ気けなく言い放つ。しかし、

「そうでしょうね。だからこそ、私は王にはなれない。あなたのほうが器うつわが上だ。あなたが望んでいてくれる限かぎり、私はあなたに仕つかえましょう」

　フロワードは言った。

　満まん足ぞくげに……

　それは誰だれからも望んでもらえなかった、悪あく魔まの笑みだった。

　こんなものでも、とりこんで進んでいかなければならない。

　どんな悪魔にだって、自分の血肉ならいくらでもくれてやる。

　それで争あらそいのない、狂くるっていない、誰もが笑って暮らせるような世界を作れるのなら。

　遠い昔に、彼女に誓ちかった約やく束そくを果はたすためなら。




　たとえその代だい償しようが……




　と──




　シオンはフロワードの言葉には答えずに、

「で、ネルファでの追加報告というのはなんだ？」

　フロワードはそれにうなずいて、書類を提てい出しゆつしてきた。それにざっと目を通す。

　するとそこには……

　トアレ・ネルフィが今後のローランド帝てい国こくの邪じや魔まになるであろうことを見み越こして、フロワードがトアレ・ネルフィの邸てい宅たくを襲しゆう撃げきした旨むねが書かれていた。

　それが思わぬ邪魔にあって、相手になんとか手て傷きずを負おわせることはできたが、失しつ敗ぱいしたということ。

　瞬しゆん間かん、シオンは思い出していた。

　あのとき、ライナが途と中ちゆう言葉を濁にごしたいくつかの話。

　そして調ちよう子しが悪いといって出てこなかったフェリスのこと。

　いや、最後にはライナと陰かげ口ぐちを言ってるのを聞かれてぶっ飛ばされたのだが……

　しかし。彼らはフロワードとぶつかったのだ。

　それは……

　間接的にだが……シオンがライナたちを殺そうとしたことにはならないだろうか？

　そんなことを考えて……

　苦く笑しようして頭を振ふった。単なるすれ違いだ。今後はフロワードに、なにかをするときは必ず自分に打だ診しんしてからにするよう、釘くぎをさしておけばいいだけの話だ。

　そう自分に言い聞かせ、フロワードを下がらせた。

「…………」

　そのままなにも手をつけずに、椅い子すにもたれかかってさっきの自分の考えをめぐらせる。

　遠い昔に彼女に誓ちかった約束を果たすためなら、なんだって捧ささげよう。

　たとえその代だい償しようが──




　友の命だとしても……




　そんな言葉が脳のう裏りに浮うかび上がってきて、シオンは顔をしかめた。

　今回はすれ違いだった。

　しかし、今後は？

　右がライナたち、左が国なら……

　自分はどちらをとるのだろうか？

　自分は……

　そこまで考えて、彼は首を振った。

「…………馬ば鹿からしい」

　そんなふうにはならない。俺はそんなヘマはやらない。

　問題ない。

　何度も自分に言い聞かせながらも、シオンの表情は厳きびしいままだった。

　とそのとき、また部へ屋やの扉がノックされて、

「ん？」

　シオンは扉に顔を向けた。

　すると、

「『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいのラッヘル・ミラー少しよう佐さです。陛へい下かから直接配はい属ぞくになった、ミルク・カラード中ちゆう尉いの配属先についてのご相談をしたいのですが……」

　瞬間。

　シオンの顔が、さっきまでの厳けわしい表情から突とつ如じよ緩ゆるんだ。

　悪いた戯ずらを思いついた子供のようににんまりと笑って……

　それからあわてて厳しい表情をとりつくろってから、

「よし入れ」

　ミラーに声をかけたのだった。







　数日後。

　きらびやかな宮きゆう廷ていとは違う、簡かん素そな建たて物ものの中の一室に、重おも苦くるしい雰ふん囲い気きが立ち込めていた。

　そこに、ミルク・カラードは直立不動で立ちながら……

（うう……っていうか、なんで少佐はこんなに渋しぶい顔してるんだろう……）

　びくびくと目の前に渋い表情で腕うで組みをしているミラーの顔をうかがう。

　ミラーはまだ三十をすぎたばかりだが、彫ほりの深い精せい悍かんな顔つきに、きびきびとした身のこなし。いつもかわらない苦にがみばしった渋い表情から、年ねん齢れい以上の貫かん禄ろくを感じさせる。

　女性下か士し官かんの中にはそんなミラーの大人おとなな魅み力りよくに人気が集まっていたりもするのだが……まだ十六という年齢の上に恋れん愛あいやら男の魅力やらなんてものにはまったく縁えんがなかったミルクには、

（あう……きっと怒おこられるんだ……なんだろう。私ってばちゃんと食後の歯は磨みがきもしてるし、夜食とかもひかえてるし……あ、でもこないだ食べたケーキ、おいしかったなぁ。カラード家にいたときは体作りのために甘いものとか一度も食べさせてもらえなかったから、ケーキなんてはじめて食べちゃった。えへへ。『忌いみ破やぶり』追撃隊の官かん舎しやの人たちってほんとに優やさしいのよねぇ。私のこと、なんにも知らないお嬢じようちゃんとか、ひよっこ中尉さんとか言って、みんな優しくしてくれるし[image: ]）

　と一人嬉うれしそうにするミルク。

　ちなみに彼女は、それがけなし言葉だということには気付いてない……

　いや、それどころか、そんなこと言われても嬉しそうに手を振ふったり、どんなささいなことでもおおげさに喜び、いつも笑ってどんどんなついていく彼女に、『忌いみ破やぶり』追撃隊の隊員たちが当初持っていた──

　十六歳さい。貴き族ぞくの出。それも軍部ではそれほど多いとはいえない女。にもかかわらず異い例れいの中尉への抜ばつ擢てき。

　という嫉しつ妬との念ねんはあっさり氷ひよう解かいし、いまでは人気者になってしまっている。

　それがミルクのすごいところだった。彼女の素す直なおさと、ある種のカリスマ性によって、彼女が指し揮きする部隊は持っている能力の限げん界かいを超こえてまで働こうとする。

　まあ、そんなことをミルクが意い識しきしているわけではないのだが……

　ミルクが考えていることといえば……

　ケーキの味を一人思い出し、うきうきしていたかと思えば今度はまた、むーむーとうめきはじめて、

（って!?　もしかしてあのケーキが少佐の機き嫌げんが悪い理由？　あう……そ、そうよね。軍人は体が資本だもんね……ケーキ食べちゃったから怒られるんだぁ……）

　などと一人思し案あんをめぐらせ、頭を抱かかえる。

　それを見てミラーがまた、疲つかれたような深いため息いきをついてから、

「今日呼よんだのは他ほかでもない」

「は、はい」

　緊きん張ちようした声でミルクは答える。

「うむ。というのも、君にこれからついてもらう任にん務むが決まったのだ」

　それにミルクは驚おどろいたような表情になって、

「え？　任務……ですか？　ケーキじゃなくて？」

「ん？　ケーキ？　なんの話だ」

「へ？……あー……えーと……いやその……あ、あはは。なんでもありません。ケーキなんか食べてないです。ほんとです」

　あわてて手をぶんぶん振りながら言うミルクに、

「？？？」

　ミラーは怪け訝げんな表情になってから、またため息をついて、

「で、話を続けてもいいかね？」

　ミルクはうなずき、彼は話しはじめた。

「ここにきて早そう々そう、こんな命令を下くだすのもなんなんだが、上からの命令なんでな。君には先ごろローランド帝国の国こつ境きようを無む理り矢や理り突破した、危き険けんな『忌いみ破やぶり』の追撃任務についてもらうことになった」

　それに、ミルクの表情が厳しくなる。

「『忌いみ破やぶり』の追撃……こ、殺すんですか……？　それとも、捕ほ縛ばく？」

「ん。それは君に一任する。相手を見み極きわめ、捕縛できるようなら捕縛。無理なら消しよう去きよだ」

　消去。

　ミラーはあっさりそう言った。

　ここはそういう場所なのだ。かつての同どう朋ほうを追い、捕縛、もしくは殺す場所。

　だから嫌きらわれ、見み下くだされている。

「…………」

　ミルクは悲しげに、目を伏ふせた。しかしミラーはあくまで淡たん々たんと、

「他に質問は？」

　聞かれて、ミルクはおずおずと聞いた。

「あの……『忌いみ破やぶり』の人たちの素す性じようはわかってるんでしょうか？」

　しかし……

「それを聞いてどうする」

「え……いやあの……」

　言いよどむミルクに、ミラーは相手に気付かれないよう小さくため息をつき、それからさっきまでとは少し違う、優しげな目でミルクを見つめて、

「カラード中尉。ローランド帝国を出しゆつ奔ぽんした者には、当然それぞれ、出奔しなければならなかった理由がある。理由もなく生きている者などいないからな」

「は、はい……」

　そんなことを突然言ってくるミラーに驚おどろきながらも、ミルクはうなずいた。

　ミラーが続ける。

「だが、ローランドの魔ま法ほうの仕組みが他国に漏もれるということは、ローランド帝国の弱点を他国に漏らすということだ。それは、他国につけいられる隙すきを与あたえるということ。戦争が起こる可能性が作られるということだ。そうなれば、たくさんの人が死ぬ……わかるかね？　戦争は悲ひ惨さんだ。意味もなく、大おお勢ぜいの人が死んでいく。私は……そんなのはもう見たくない」

「わかります」

　ミルクが言うと、ミラーはうなずいて、

「ではもう一度聞く。『忌いみ破やぶり』の素性を聞いてどうする？　もしその素性が同情に値あたいするものだったら？　同情して、殺せなくなるのかな？」

「そ、それは……」

「私たちの任務はそういう任務だ。人がやりたくないような、汚きたない仕事。だが、誰かが必かならずやらなければならない仕事。さて、ここで君に一つ選せん択たくしてもらう」

「選択……ですか？」

　するとミラーは机つくえの引出しから二枚の書類を取り出して、ミルクに差し出した。

　そして、

「左はこの任務の概がい要ようについての書類だ。受け取ってくれれば、そこからすぐに任務は始まる。しかし右は……転てん属ぞく願ねがいだ。上からの意い向こうでね、この任務に就つかせる前に、君に聞くように言われている。いま、君が転属を願うのなら、好きな部ぶ署しよへまわしてやることができるそうだ。さて、どちらを選ぶ？　君がどんな選択をしようと、それは君の人生だ。誰だれも笑わない。猶ゆう予よは明あ日す。じっくり、考え……」

　が、ミラーが言い終わる前にミルクは迷まよわず左の書類を手に取っていた。

　それは本当に何なに気げない、なんの葛かつ藤とうもない動きだった。

　それにミラーはミルクを見み据すえて、

「これが最後だ。本当にそれでいいんだな？　かつての仲間を殺す、汚い仕事だ。名門のカラード家が進む、華はなやかな出しゆつ世せ街かい道どうとは違うぞ？　それでもいいのか？　もう少しよく考えて……」

　しかしそれに、ミルクはくったくなく、にっこりと笑って、

「考えなくても、もう決まってます。お気き遣づかい感かん謝しやします、少佐。でも……大だい丈じよう夫ぶです。なんてったって私は、一度死んで、生き返ってるんですからね！」

「………………なんだと？」

　意味不明なことを言い出すミルクに、思わずミラーが聞き返すと、ミルクはなにかを思い出すような顔になり、それから今度こそ本当に嬉うれしそうに笑って、

「私は、一度死んでるんです。ううん。カラード家に買われていくとき、心を殺そうと思ったんです。でも……ある男の子が、私を生き返らせてくれた。死ぬなって言ってくれた。だから、私は生き返ったんです。で、その男の子に恩おん返がえししたいんだけど……いまはもう、生きてるかどうかも……それにどこにいるのかもわからなくて……あのころは本当に、戦争のせいでまわりには死が溢あふれてたから……

　死んじゃったかも……しれないなぁ……

　でも！　でもですね、生きてたら絶ぜつ対たいローランドにいると思うんです。だから私は、彼がいるローランドを守りたい。

　彼と出会えたローランドを守りたい。

　私が知らないところで、ミラー少佐たちが守ってきたローランドを守りたい。

　みんなが笑ったり、悲しんだりしながら、それでも一いつ生しよう懸けん命めい生きてるローランドを守りたい。

　戦争が起こらなくて、みんなが悲しまなくてすむなら、別に私は傷きずついたっていいんです。だから私は、誇ほこりを持って『忌いみ破やぶり』追撃の任務につきます！」

　なんてことを言う。

　ミラーはそんなミルクをじろりと見つめる。するとミルクはそれに急におろおろとした態たい度どになって、

「………………って、あ、なんかすっごい偉えらそうなこと言いましたよね私……あう、ご、ごめんなさい。んとんと、いや、そんなおおげさなことじゃないんです。ほんとはここの人たちのことも好きになっちゃったし、ケーキもおいしかったし……だから……あ、って、いまのなし、け、ケーキなんか食べてませんほんとです!?」

　などと、一人取り乱す様よう子すに、ミラーは厳しい瞳ひとみでミルクを見据え……

　それから大きな、怒ど声せいとも聞こえるほどの声で、

「カラード中尉！」

「え？　あ、はい！」

　いきなり大声をだされて、びくりと動きを止めるミルク。

　そんなミルクに向かってミラーが厳しい口く調ちようのまま言った。

「ようこそ。『忌いみ破やぶり』追撃隊へ。今後の君の活かつ躍やくに期き待たいする」

　それに、ミルクも真しん剣けんな表情になって、

「はい。期待に応こたえられるよう、がんばります！」

「下がってよし。任務の準じゆん備びをしろ」

「はい」

　そして、ミルクは部屋を出ていった。







　ミルクが部屋を出ていってから数秒後。

　ミラーは頭をくしゃくしゃとかきながら、

「おい。ルーク、ラッハ、リーレ、ムー。入ってこい。カラード中尉はもういったぞ」

　言うと、ミルクが出ていった扉とびらとは別の、隣となりの部屋に通じている扉が開いて、四人の男が出てきた。

　その中でも頭一つひょろりと背の高い、まだ二十代半なかばくらいのくせに白はく髪はつのルークがぶわーっと涙なみだを流しながら、

「うう……なんていい子なんですかあの子は、ミラー先せん輩ぱい」

　他の二人、まだ少年の面おも影かげを残すラッハとムーも涙ぐみながら、

「俺おれ感動しちまったよ……」

「俺も」

　そして最後に一人、クールな様よう子すのリーレがハンカチをとりだし、ルークに手て渡わたしながら、

「確かに、いまどき珍めずらしいほど健けな気げな女の子ですね」

「ああ、あの子は俺たちが守ってあげなきゃならないな」

　言って、四人はうんうんとうなずく。それにミラーはあきれたような顔になって、

「おまえらな、一いち応おう言っとくが、あっちがおまえらの上司になるんだぞ？」

　ルークはその言葉にうなずいて、

「わかってますよ先輩。大だい丈じよう夫ぶです。絶対あんないい子を不良になんかしません。私が責せき任にんを持って育てます。なあおまえら」

『はい先輩』

　言って、わらわらと部屋を出ていく、いまはミルク部隊となった面々。

　それを見送って……

「だから向こうが上司だって言ってるんだが……なにを勘かん違ちがいしてるんだあいつらは」

　ミラーは頭を抱えて今日何度目かのため息をついた。

　先は思いやられるが、とにかくそうして、ミルク・カラードの長い旅は始まるのだった……







　しかしはるか遠く、ローランドでそんなやりとりが行われていることなどネルファにいるライナはまったく知る由よしもなく……

　いつものごとくやる気なく緩ゆるんだ表情で、研究を続けていた。

「あ～眠ねみぃだりぃめんどくせぇ……なあ、頼たのむからちょっとだけ寝ねかしてく……」

　瞬しゆん間かん、フェリスの剣がライナの首くび筋すじにつきつけられて、

「だめだ。いつまでもここに滞たい在ざいし続けるわけにもいくまい。このあいだのような輩やからが、勇者の遺い物ぶつを狙ねらっている可か能のう性せいもあるしな。さっさと研究を終わらせて、ここを出発する」

「っておまえなぁ。ンなこと言ったって……急げばいいってもんじゃないんだぞ？　急いだら見落としも出るし、解かい読どくのしかた間違えたりするし……」

「ん。では、ゆったりと正せい確かくに急げ」

「って……どうやんだよそ……あう……わかった。やるよ、やるから剣しまえって!!」

　なんてあいかわらずのやりとりをしていたりする。

　翌よく日じつ。ずーっと寝ずに研究し続けていたライナはさすがに限げん界かいがきて本を持ったまま寝そうになって……

「イリスちゃんぱぁああんち!!」

「ぎゃああああああああああああああ!?」

　そんなこんなで……結局フェリスとイリスのかわるがわるの監かん視しのもと、四日間ライナはまったく寝かせてもらえずに研究を続けさせられ、剣で首を落とされなくてももう、眠すぎて死ぬんじゃないだろうかという限界点に達したところでやっと……

「終わった!?　やった！　俺はやったぞ!!」

　声をあげた。涙を流さんばかりの勢いきおいで叫び、そしてそのままばったりと寝ようとしたところで、だんごをぱくついていたフェリスが、

「ん。イリス。いまから出発するとシオンに伝つたえろ」

「うん！　じゃあ、またね姉ねえ様さま！　野や獣じゆう！」

　言って、三階の窓まどから飛び出していく。それに、

「って……お、おまえ、いまから出発とか言わなかったか？　冗じよう談だんだろ？」

　が、フェリスはあっさりと、

「ん。冗談はおまえの顔だけにしろ。さっさといくぞ」

「……おまえ……鬼おにか？　いま動いたら絶対俺死ぬって……なあ頼たの……」

　そこでライナの言葉を遮さえぎり、フェリスの剣が抜ぬき放はなたれ──

　しかしライナは引き下がらなかった。

「もうキレたぞ。俺は寝かせてもらえるまで一歩も動かないからな」

「ん。そんなに寝たいのならいっそ永遠の眠りに……」

「つくか！　ああもうどうにでもなれ！　ぶっ飛ばしてやる!!」

「こい」

　そしてライナとフェリスは──前にもこんなことがあったような気がするが──にらみあい……




　数分後。




　ライナはさっきよりもさらに弱ったような、あざだらけの姿すがたでトアレ邸ていの庭のしげみに身をひそめていた。隣にはフェリスがやはり身をひそめて、庭で、子供たちと楽しそうに遊ぶトアレの姿を忍しのび見ている。

　ライナが言った。

「なあフェリス。あいつは、本当にこの国の王になると思うか？　あの、影かげの化ばけ物もの使ってきた奴やつが言ってたみたいに」

　しかしフェリスはにべもなく、

「さあな。それはトアレ次し第だいだ」

「って、そう言ったら会話終わるだろうが」

「ん？　なんだ。おまえは私と会話がしたかったのか？」

　その問いかけにライナはことさらげんなりして、

「…………いや……というより、話してなきゃ寝そうなんだ……って、まあ寝かしてくれないのは知ってるからそれはさておき、俺は、王なんてめんどくさそうなもんにはならないほうがいいと思うけどなぁ。シオンを見りゃわかる。嫌いやなことをたくさん抱かかえて……思いつめて……あんま、楽しそうには見えないだろ？」

「……そうだな。だが、そいつが王になるかどうかは、本人が決めることじゃない。時が、求もとめるのだ」

「って、なんかかっこいいこと言ってんなぁ……そういうもんなのか？」

「うむ。そういうものだ」

　うなずくフェリスに、ライナは少し悲しげに目を細めて、トアレと、楽しげに遊ぶ兄きよう弟だいたちを眺ながめた。

「そりゃ……ますますめんどくせぇなあ……」

　とそこで、フェリスが立ちあがった。そして、

「さて、そろそろいくぞ」

　歩き出す。それをライナは振ふり返って、

「っておいフェリス。まじでトアレたちに挨あい拶さつしていかなくていいのか？　あんなに世せ話わになったのに……」

　が、フェリスは振り返らずに、

「あれだけ世話になったから挨拶できないのだ。その恩おんにむくいる金を払はらいたくないからな」

　なんてことを言うフェリスに、ライナは疲れたような笑みを浮かべて立ちあがり、フェリスを追いかけながら、

「まじでそんな理由か？　ほんとは、俺らがあんまり長くいるとあのフロワードとかいう奴がまたくるかもしれないから急いでるんだろ？　あいつの目もく標ひようはどうやら俺らに変わったみたいだしな……トアレに出発することを告つげれば引きとめられる。だからこっそりと、早そう々そうに出発する。違うか？」

　が、フェリスはそれにあっさり首を振って言う。

「いや、私はおまえがどれだけ眠らずに生きていられるのかを実じつ験けんしようと……」

「っておい！」

「冗談だ」

「嘘うそつけ！　いまおまえまじの目だったぞ!?」

「ん。なんでわかった？」

「だから認みとめんなよ！」

　なんてことを言いあいながら、しかし。

　ライナはそこで言葉を止めて、

「ま、そういうことでいいや」

　疲れたように歩き出した。

　フェリスもそれになにか言いかけたが……

　そこで一度考えこむように言葉を止めて……

　突とつ然ぜん、

「…………ライナ」

「ん？」

「背せ中なかの怪け我がはもう、ほぼ支し障しようがないほどには良くなった。おまえの雑ざつな手当てがなければ、もう少し治なおりも早いのだろうが……」

　なんてことを、淡たん々たんとした、いつものまったく抑よく揚ようのない声で言ってくるフェリスに、ライナは目を丸くして……

「っておまえ、まさかそれで礼のつもりか……？」

「…………なぜ私がおまえごときに礼を言わねばならない？」

　と、冷たく言いきってくる。

　それに、

「っておまえなぁ……」

　言いかけて……

　しかしライナはそのフェリスの表情に、かすかな変化があったような気がして……

「…………」

　それから小さく微ほほ笑えんだ。

「そか。そりゃあよかったな」

「ん」

　フェリスはなぜかそこで顔をそむけ、ライナはふと空を見あげた。

　するとそこには、雲一つない空が広がっていて……

　確かに、出発にはちょうどいい陽気に思えた。寝不足すぎて頭はくらくらするが……もう一日くらいはなんとかなるかもしれない。

　ライナは一つ大きくあくびをしてから、

「んじゃま、どこからいこうかね」

　頭の中に収おさめたネルファの地図を広げたのだった……








　あとがき







　ってなわけで、『伝説の勇者の伝説２　宿命の二人三脚』でございます。

　一巻に続き、ライナ、フェリス、シオン、そしてこの巻から登場する複数名のキャラが複雑に交こう錯さくしていく冒ぼう険けん戦国それにそれに……

　って、いったいこの作品のジャンルはなんなんだろう……（笑）

　あ、ちなみにあとがきと言いつつも、これ書いてるのは作品が完成してから一か月くらいたってからなんですけど……

　で、ちょっと読み返してみると、ふむふむ。全体的には明るいんだけど、意外と悲しいエピソードも多いですね（って他ひ人とゴトかよ！）

　なんて馬ば鹿かなことをやってないで感想でも一つ。うー人生ってのは、一巻のライナのレポートじゃないけど、どうしてこんなにもいたずらに人を悲しませんだろうなーとか、どうして大切なときに、大切な人たちを守る力がないんだろうとか思ったり。自分がこうしてるあいだにも、大切な人が傷ついているのはわかっているのにどうにもできない歯がゆさとか……両親とか、恋人とかね。

　なんかもう、実際の話、自分が辛つらいのとかはいくらでも耐たえられるんだけどねぇ……

　な～んて、自分が書いた作品って、やっぱりいままでの自分の人生や経けい験けん、考え方が反映されまくってんな～と、読み返すたびにちょっとショックを受けたりします。

　ライナの怠なまけ心とか、フェリスの非道さも含ふくめてね（笑）




　ってな話はさておき──とりあえずお礼。

『伝説の勇者の伝説１　昼寝王国の野望』

　担たん当とうさんと二人で『怖こわいね……』、とビクビクするほど、順調なすべりだしで……

　ほんとうに応おう援えんしてくれているみなさんに大だい感かん謝しやです！　いつも言ってますが、本ってのは、読者のみなさんがあってこそ、続いていけるものなので……僕ぼくの力なんかだけじゃどうにもならなくて……担当さん、イラストのとよたさん、編集部のみなさん、その他、関係してくれている全ての方……なにより読んでくださるみなさんの力で、この本は生まれております。

　みんな本当にありがとう！

　これからもがんばるので、一いつ緒しよに作品をつくっていきましょう！

　って微び妙みように言いたいことは終わっちゃったけど……

　短みじか過ぎるのでがんばって続けます（笑）

　ちなみに、僕の書いてる別シリーズで、『武ぶ官かん弁べん護ご士しエル・ウィン』というのがあるんですが（さらにちなみに宣せん伝でんすると、先月五巻が発売されてます。よければそちらもよろしく）

　と──なぜだか誰だれかの陰いん謀ぼうで話が逸それたのはさておき（笑）

　それの一巻が発売されたときは、本屋さんからすぐになくなってしまって、手に入らないぞコラァ!!　といろんなところで怒おこられたんですが、今回はいかがでしたでしょうか？

　聞くところによると今回は、こまめな重版ではなく、作者と担当が売れ残りの恐きよう怖ふに震ふるえる大量重版がかかったとのことで大だい丈じよう夫ぶかとは思うのですが……

　え？　買えなかったって？　で、友達に八百円でゆずってもらったって……？

　八百円………………たけぇ!?　高いよ友達さん……

　あう……ごめんね。八百円に見合うよう、もっともっとおもしろいものを書くようがんばるから許ゆるしてね……




　と、固かたい決意を僕が固めたところで。

　あー……えーと……そのー……あとがき苦にが手てです。

　って、身も蓋ふたもないことを言ってますが、だってさー、先月『武官弁護士エル・ウィン』の五巻が出たってことは、あとがき二か月連続ということなんだよね～

　そんないっぱい話題はないのさ！（どどーん！）

　ってえばれることじゃないけど……

　あ！　そうだあれ書こ！　ちょっと聞いてくださいよ奥さん（って誰だよ！）

　去年の富士見の謝しや恩おん会かいのことなんです。僕ははじめて伝勇伝の魅み力りよく的てきなイラストを描かいてくださっているとよたさんと会ったんですが……そのとき二人で、

『僕＆私はたぶん、いま現在の富士見の中では最年少コンビ!?　こうなったら一番の仲良しコンビをめざしてがんばりましょう！』

　と、話し合ったわけなんです（ちなみにたぶん、先月デビューした伊い澄ずみ優ゆう希きさんに、最年少作家の座はあっさりと奪うばわれましたが）

　と、それはともかく。そんな鏡かがみ少年ととよた少女の健けな気げな誓ちかいを陰かげで見ていた超ちよう敏びん腕わんスゴウデ担当Ｍさん（担：……あ～、もう好きに書いていいよ……）の、スゴウデな実力によって、ドラゴンマガジンの作家早耳情報にこんな情報が書かれていました。

『年末の謝恩パーティーで、イラストレーターＴ嬢じようとのアツアツぶりを見せつけ……』

　そこまで読んだ段だん階かいで僕は思わず電話へと走り、

「っておーい!?　なんですかこれは担当さん!?」

「ふっふっふ……仲のいい男女は撲ぼく滅めつじゃ！　クリスマス撲滅委員会をなめるなよ！」

「っていつのまにンなもんに加入したんですか!?　いや、冗じよう談だんはともかく、こんなこと書いて誤ご解かいされてお嫁よめのきてがなくなったらどうするんですか!?　一部では夫婦説も出てるらしいんですよ!?」

「え～じゃあ、フォローの記事書いとこうか？」

「あたりまえです！」

「んじゃあ、本当はＴ嬢じゃなくてもよかったのだ。女なら誰でもよかっ……」

「ちょっと待てぇええええええい！　だからどうしてそういうことを……」

「笑いが取れればそれでいいのさあ～書かれたくなければさらに早く原げん稿こうを書け～い」

「うお……なんて卑ひ劣れつな!?　シオンか!?　シオンなのか!?」

　こうして、月刊奴ど隷れい、鏡貴たか也やができあがったとかあがらないとか……

（注・ちなみにけっこう事実に基もとづいて書かれていたりします）

　後日とよたさんからも、

「おーよーめーにーいーけーなーくーなーるー」

　との写しやメールならぬ呪じゆメールがきました。

　恐おそるべし敏腕スゴウデ担当Ｍさん……




　そんなこんなで、すばらしく優やさしい担当さんに恵めぐまれ、今年はすでに去年より一冊多い、四冊を刊行しているわけなんですが……とりあえずもうこのへんで許してもらえ……

「あー秋といえば読書の秋だねぇ～鏡君」

　は!?　またなにやら恐ろしい声が聞こえる!?　秋？　秋って？

「秋に武官弁護士エル・ウィン六発売決定！」

　うお!?　言いきりやがった!?　決定なの？　決定なの？

「決定っす。さらに冬には……」

　きゃー聞きたくないもう言わないで～……

　と、そういうことらしいですので、では、死んでいなければまたそのころに～





鏡　貴也　













伝説の勇者の伝説２




宿命の二人三脚








鏡かがみ貴たか也や
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